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発 刊 に よ せ て

青森県道徳教育推進協議会

会 長 原 子 雄 治

「特別の教科 道徳」（道徳科）は全面実施から７年目を迎えました。各種調査結果等

から、当初の目的であった量的確保や質的充実の面で、一定の成果が上がっていると考

えられます。しかし、変化の激しい現代社会において、子どもたちが自立した人間とし

て、他者と共によりよく生きるために、基盤となる道徳教育の中で、「主体的、対話的

で深い学び」「個別最適な学びと協働的な学び」の充実（更なる授業の改善）を図って

いくことが強く求められています。

本県では、学校教育指導の重点として、道徳教育の充実を掲げています。この「より

よい生き方を実践する力を育む道徳教育の推進事業」もその方策の一つであり、特に、

命を大切にしたり、他人を思いやったりする豊かな心の育成について、更なる研究に取

り組む必要が求められているものと理解しています。

その中で、今年度は、平川市立猿賀小学校並びに平川市立尾上中学校が推進事業の委

託を受け、研究を深めました。

猿賀小学校では、「自ら考え、共に学び合う子の育成～考え、議論する道徳の授業づ

くりを目指して～」を研究主題とし、児童一人一人の実態を踏まえながら、議論につな

がる主発問を中心とした授業づくりの工夫に取り組みました。加えて、創立５０周年に

関わる活動など、特別活動における縦割り班活動による道徳教育を全教育活動に位置付

けたことは、児童の一体感を高めることにもつながっていきました。

尾上中学校では、「主体的・対話的で深い学びを実現するための授業づくり」を研究

主題に、「認めて育てる尾上中」をスローガンとし、全体計画に道徳教育に係る重点項

目を設け、自校の教育課題の解決に向けて取り組んできました。その中の方策の一つに

「ローテーション道徳」があり、とりわけ、道徳科の授業では「自分事として考える」

「よりよく生きる喜び」を教師が強く意識するようになっています。

両校は共に、道徳アセスメント調査等を実施し、ＰＤＣＡサイクルで研究を深め、組

織的に実践研究に取り組みました。結果として、児童生徒の自己有用感・自己肯定感が

低いという学校課題に、教師の授業に対する自信や児童生徒の自己肯定感が高まったり、

内容によっては、自分をより厳しく評価したりと興味深い結果も得られています。また、

道徳科の授業が好きだという割合が高いことは、よさの実感を示しています。

国の第４期教育振興基本計画（令和５年６月閣議決定）のコンセプトは「持続可能な

社会の創り手の育成」、「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」であり、他との

交流が欠かせない自己有用感・自己肯定感を大切にした児童生徒の育成は、「令和の日

本型教育（令和３年答申）」の個別最適な学びと協働的な学びの実現によってなされる

ものと実感しています。

各学校におかれましても、両校のすばらしい実践を参考にしつつ、実態に即した形で

生かしていただければ幸いに存じます。

最後に、本事業推進に当たり御支援、御尽力いただきました平川市立猿賀小学校並び

に平川市立尾上中学校、中南教育事務所、平川市教育委員会をはじめ、関係の皆様に御

礼を申し上げますととともに、本報告集が道徳教育の指針の一つとして活用されること

を祈念し、発刊の挨拶といたします。



挨 拶

青森県教育庁

学校教育課長 下 山 敦 史

道徳教育については、小学校・中学校ともに「特別の教科 道徳」が全面実施となっ

てから数年が経ち、道徳教育実施状況調査等からは、授業時間数の確保はもちろんのこ

と、児童生徒の議論が活発になるなど、全国的に量的確保、質的転換において前向きな

変化が見られました。また、高等学校では、学習指導要領において、道徳教育推進教師

を位置づけること、公民の「公共」「倫理」及び特別活動が道徳活動の中核的な指導の

場面であることが示されたことを受け、各校の実情に合わせた取組を行っています。

こうした取組を進めている中、国が実施した小学校学習指導要領実施状況調査（第６

学年対象）の結果では、「児童が道徳的価値の理解を基に自らを見つめて考えているか」

「児童が道徳的な問題を多面的・多角的に考えているか」という点で、教師と児童の認

識の差が大きいことが指摘されています。小・中学校においては、道徳科の特質や目標

を踏まえ、「考え、議論する道徳」の質的充実と「主体的・対話的で深い学び」の視点

から、引き続き授業改善を図っていく必要があります。さらに、小・中学校、高等学校

を見通したとき、児童生徒のいじめや自殺等への対応が喫緊の課題であることから、学

校教育全体を通じた道徳教育の推進の視点は一層重要となります。

県教育委員会では、人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を家庭、学校、その他社

会における具体的な生活の中に生かし、豊かな心をもつことができるよう、道徳教育の

充実を学校教育指導の方針と重点の一つに掲げ、地区道徳教育研究協議会や県総合学校

教育センターでの研修など、道徳教育推進のための取組を進めています。また、文部科

学省委託事業「よりよい生き方を実践する力を育む道徳教育の推進事業」の中で、道徳

教育推進協議会の協力を頂き、研究指定校による特色ある道徳教育の実践、道徳教育パ

ワーアップ協議会の開催等に取り組んで参りました。

今年度は、平川市教育委員会の御協力の下、平川市立猿賀小学校、平川市立尾上中学

校が研究指定校として研究に取り組まれました。両校とも、道徳教育を推進する指導体

制の整備・充実、道徳科における多様で効果的な指導方法の改善・充実、家庭・地域と

の連携による道徳教育の取組など、学習指導要領の趣旨に沿った道徳教育の充実に向け

た実践を通した研究が行われました。

両校の研究は、道徳教育パワーアップ協議会において全県に向けて発信され、その成

果を広く共有することができました。本報告集は、両校の取組の成果等をまとめたもの

ですが、県内全ての学校において、児童生徒の豊かな心の育成のために有効に活用され、

各校における教育活動全体を通した道徳教育の充実に役立つことを願っております。

最後に、本報告集の作成に当たり、日々の教育実践を積み重ね、大きな研究成果を挙

げられた両校と御協力いただいた平川市教育委員会、県道徳教育推進協議会会長である

青森市立泉川小学校校長原子雄治先生及び副会長である外ヶ浜町立三厩中学校校長目時

聖児先生をはじめとする協議会委員の皆様に感謝申し上げます。
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よりよい生き方を実践する力を育む道徳教育の推進事業 

完 了 報 告 書 
（平川市立猿賀小学校） 

 

１ 道徳教育に関する改善状況の概要 

  本校では今年度、「地域を愛し、共にくらす喜び、共に学ぶ喜び、共に育つ喜びのあふれる学校『あ

いさつと笑顔あふれるさるかっ子』をめざす」という教育理念の基、全教育活動に取り組んできた。 

  今年度、「よりよい生き方を実践する力を育む道徳教育の推進」について研究する機会を得たこと

から、校内研修の研究教科を道徳科とし、研究主題・副題を「自ら考え、共に学び合う子の育成～考

え、議論する道徳の授業づくりを目指して～」とした。 

  道徳科において主体的に考えをもたせ交流させる指導の工夫によって、児童一人一人が自己を見

つめ考えを深め合うことができるようにしたり、地域の豊かな体験活動や様々な集団における交流

活動から互いに思いやることができるようにしたりすることの研究を進めた。 

  具体的には以下の点を重点として取り組んだ。 

（１）「特別の教科 道徳」 

   導入の工夫や中心発問の吟味、児童の意思表示の方法や意見交流場面の工夫等、教師の授業改善 

や指導方法の工夫をする。また、児童相互、教師と児童の望ましい人間関係作りに努めることで自 

他を認め合い思い合って、よりよく生きることを考えられるよう、「道徳的な判断力、心情、実践 

意欲と態度」を育てる。 

（２）教育活動との関連 

   各行事、集会等における振り返りの重視、さまざまな異年齢集団での活動、自己を見つめ頑張り 

を評価する活動、互いのよさや頑張りを認め合う活動の工夫等、教育活動全体との関連を図りなが 

ら道徳性を養う。 

（３）地域素材を生かした豊かな体験活動 

   本校の教育理念を基に、地域の環境・人材を生かした体験活動や交流を通して地域を知り、互 

いを認め合い思いやる心情や態度を育てる。 

  

その結果、以下のような成果と課題があった。 

・全学級で研究授業を行い、研究を重ねた結果、児童が自分事として捉えるための導入場面や意   

思表示の方法を工夫し、教師が授業のねらいを基にして発問を吟味しながら取り組むことがで

きた。また、ペアやグループでの意見交流、児童の考えを把握した上での指名等、積極的な交流

場面を設定することができた。ただ、児童が考えを伝え合うだけでなく議論へと繋げるために

は、教師が児童の言葉を繋ぐコーディネート力を高める必要がある。また、児童が友達の考えに

対して自分の考えを述べる力を育てることも必要である。 

・各教科や総合的な学習の時間、特別活動でこれまで以上に道徳的価値を意識しながら取り組む 

ことができた。各行事や異年齢集団での活動では、振り返りを重視したことで児童が自己や周囲 

の頑張りに目を向けるようになり、自己肯定感を高め、思いやりと協力する心情を育てることが 

できた。 

・各学年とも、地域の環境や人材を生かした体験活動を行うことで、児童が地域のよさを再発する 

ことに繋がった。また、道徳科の授業に体験活動を生かしたり、地域の人材をゲストティーチャ 

ーに活用したりしたことで、児童は自分事として道徳的価値を捉えることができた。 

 

２ 実施した研究内容 

（１） 地域や学校が抱える課題に応じた特色ある道徳教育の取組 

①  自己肯定感を高め、自他を認め思い合うための取組 

本校の課題を踏まえ、「親切、思いやり」を重視して道徳教育に取り組んでいる。自己肯定感 
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を高めるために、自己を見つめ日々の頑張りを評価する「さるかっ子のめあて」「がんばりの実」  

という活動を行った。結果ではなく努力した過程や友達に親切にできたことを毎日記入し、保護    

者から励ましのコメントをもらったことで、児童は自分の頑張りやよさに目を向けることがで 

きるようになった。 

自他を認め思いやるために、友達の頑張りやよさを見つけカードに記入する「いいなの星空」 

という活動を行った。カードに書かれた内容を道徳科の授業で活用することもできた。 

どちらの活動も、記入する時間の確保や発表する場の設定等、改善しながら取り組むことがで 

きた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いいなの星空               

 

② 「あいさつと笑顔あふれるさるかっ子」に向けての取組 

 本校が重視している「親切、思いやり」という道徳的価値に近づくため、挨拶や言葉遣いにつ 

いて考えさせる活動に取り組んだ。児童同士挨拶をする活動に参加した感想を話し合わせたり、 

優しい言葉や傷つく言葉について考えさせたりしたことで、挨拶や言葉遣いの大切さに気付か 

せることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      優しい言葉・傷つく言葉 

                             あいさつ運動の感想 

③  共通理解・共通実践を通した指導力の向上 

 共通理解の上で道徳教育推進に取り組むことができるよう、今年度１回目の提案授業を要請 

訪問として行った。研究協議会で平川市教育委員会長内和生主任指導主事から、自分の考えのも 

たせ方や中心発問の吟味の重要性について指導・助言をいただき、全員で確認することができ 

た。 

    ７月には、筑波大学附属小学校を会場に行われた日本道徳基礎教育学会第 56 回研究大会「人

間のよさを考えさせる『この一点に迫る発問』」に本校から２名参加し、発問の吟味を中心に、
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構造的な板書や児童の考えやその変容を見取る道徳ノートの書かせ方等について学んだ。８月

には、東京都台東区立根岸小学校を会場に行われた令和６年度全国小学校道徳教育研究大会第

44 回夏季中央研修講座に２名参加した。模擬授業を通して、役割分担を重視し考えを引き出す

グループ交流の工夫、考えを表現するための他教科との関連等について学んだ。また、文部科学

省初等中等教育局教育課程教科調査官の堀田竜次氏による指導講話からも多くのことを学んだ。

それぞれの県外研修で学んだことは校内で伝達し、授業に生かした。 

同じく８月には、尾上中学校との合同研修において、畿央大学教授の島恒生氏から「『考え、

議論する道徳』の授業づくり」について講義していただいた。発達段階に応じたねらい、めあて

を提示することの効果、中心発問の吟味について学ぶことができた。特に、ねらいにつながるめ

あてを提示すること、中心発問の吟味について学んだことは、その後の授業研究の指針となっ

た。 

     

（２）道徳科の授業研究 

  ① 研究目標   

    道徳科において、児童一人一人が自己を見つめ、自ら考え、自他との対話の中で考えを深める 

 には、考え議論するための発問の工夫、多面的・多角的な考えをもたせるための交流場面の設定 

や豊かな体験活動が有効であることを実践を通して明らかにしていく。 

  ② 研究仮説１ 

    道徳科において、発問を吟味し、交流場面を効果的に設定することで、児童一人一人が考え議 

 論し、考えを深めることができるのではないか。 

③ 研究仮説２ 

    道徳科と他教科、総合的な学習の時間、特別活動との関連を図り、地域素材を生かした体験活 

動や交流活動を行うことで互いを認め合い思いやる心情や態度を育てることができるのではな 

いか。 

④ 研究内容 

・自分の考えをもたせるための工夫（導入の工夫、事前アンケートや ICT の活用、めあての

提示、地域素材や体験活動の活用） 

・発問の工夫（中心発問の吟味、補助発問、ゆさぶりや問い返しの発問） 

・意見交流の工夫（意思表示の方法、ペア、グループ、全体での意見交流、板書の工夫） 

      

 

３ 実施経過とその体制 

月 取  組 の  内  容 備 考 

４ ・全体計画、別葉、年間指導計画の作成 
・実践研究計画共通理解 

 

５ ・児童アンケートの実施 
・第１回提案授業のための指導案事前検討会 

 

６ ・BEING①(道徳教育アセスメント)実施 
・第１回提案授業 第２学年（要請訪問） 
 教材名「ぎおんまつり」授業者 山口 三喜 

指導・助言  

平川市教育委員会 

主任指導主事 長内 和生 氏 
７ ・BEING①(道徳教育アセスメント)分析 

・道徳振り返りカード①実施 
・県道徳教育推進協議会への参加①(研修主任) 
・全校道徳（学校旗作り）実施 
・第３回提案授業指導案作成のための研修会 
・県外研修①（日本道徳基礎教育学会への参加） 

 
 
 
 
 
県外研修２名 
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 研究体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 取組の成果と課題 

（１）「特別の教科 道徳科」に係る成果の概要 

  ①提案授業及び協議会について（２学年） 

主題名 わたしたちの ちいき〈Ｃ 伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度〉 

教材名 「ぎおんまつり」（出典：「小学 どうとく 生きる力」日本文教出版） 

ねらい お囃子にかねをうまく合わせられないときの「ぼく」と、「お父さん」に励まされた後、 

  練習を続けてお祭りに参加している「ぼく」の気持ちを考えることを通して、郷土の文化 

 や生活に親しみや愛着をもって関わっていこうとする心情を育てる。 

研究内容 

ア  もし自分が練習で叱られる「ぼく」だったらどうするか、紅白帽子を使って自分の考えを 

 可視化する方法を取り入れる。自分の考えを目に見える形にしてから話し合うことで、自分 

 と同じ考えや違う考えにふれながら、主体的に話し合わせる。 

イ  ゲストティーチャー（八幡崎獅子踊り保存会）から、地域の行事や、どのような思いで伝 

統を守っているのかについての話を聞き、郷土の文化や生活にさらに親しみをもち、愛着を 

もって関わっていこうとする思いを深めさせる。 

      授業後に行われた研究協議会では、以下のような意見（〇成果、●課題）が出された。 

８ 

 
・県外研修②（全国小学校道徳教育研究会への参加） 
・道徳科に関わる研修会（尾上中学校との合同研修会） 
・校内研修（取組状況中間評価と確認） 

県外研修２名 

講義 畿央大学 

 教授 島 恒生 氏 
９ ・第２回提案授業のための指導案事前検討会 

・統合創立50周年記念式典 
 

１０ ・第２回提案授業 第６学年（要請訪問） 
 教材名「手品師」授業者 佐藤 伸子 
・第３回提案授業のための指導案事前検討会 

指導・助言  

平川市教育委員会 

主任指導主事 長内 和生 氏 
１１ ・BEING②(道徳教育アセスメント)実施 

・第３回提案授業のための指導案事前検討会 
・第３回提案授業 第３学年（初任者研修） 
 教材名「まどガラスと魚」 授業者 佐井 颯 

指導・助言  

中南教育事務所 

指導主事 外崎 正義 氏 

１２ ・BEING②(道徳教育アセスメント)分析 
・道徳振り返りカード②実施 
・校内研修（成果と課題確認） 

 

１ ・県道徳教育推進会議への参加②（研修主任） 
・「道徳教育パワーアップ協議会」にて実践事例発表 

 

２ ・研究紀要の作成 
・次年度研究についての検討 
・道徳振り返りカード③実施 

 

校長 教頭 

研修主任 

道徳教育推進教諭 

心育み主任 

低学年ブロック 

中学年ブロック 

高学年ブロック 

道徳研究組織 

－4－



○紅白帽子で考えを可視化できた。みんな同じ色となったが、ゆさぶりの発問をしたのが効

果的で、児童が考える時間となった。ペア学習を通して全体交流へという流れもよかっ

た。 

○地域素材を使ったことや実際に町探検をした時の写真を見せることで身近に感じ、児童 

の空気が変わった。地域と繋がりがある授業で意欲につながった。ゲストティーチャーの 

思いや地域の祭りについての話も効果的だった。 

●板書の際、「ぼく」の気持ちの微妙な変化がわかるように、時系列がわかる板書がよかっ  

たのではないか。 

●意見交流は意見発表で終わらせないために、次の発表につながるような手立てがあって

もよかった。児童の「どうですか。」「いいと思います。」という言葉が妨げになったの

ではないか。 

〈長内主任指導主事からの指導・助言〉 

・「考え、議論する」だから、考えさせなければいけない。自分で考えたものを練り直し、

深く考えさせるためには、他者の意見を聞く、議論したくなる課題提示を考える必要があ 

る。意見発表会で終わらせないために、議論する必要感が大切である。 

・「希望と勇気、努力と強い意志」の方が強いのではないか。伝統、文化、郷土愛にどのよ 

 うにもっていくか難しかった。内容項目の重なりを意識しなければならない。 

・道徳科の終末はまとめではない。目標ではなくねらいであり、遠い先の最終的に目指すと 

 ころである。地元のお祭りの話から入り、ゲストティーチャーとして獅子踊りに携わって   

いる本物の人の話を聞き、獅子踊りを見て、家で話題に出ることで道徳と家庭が結びつ

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

自分の考えを紅白帽子で表す   地域の踊りを伝えるゲストティーチャー 

②提案授業及び協議会について（６学年） 

主題名 誠実に生きる(Ａ 正直、誠実） 

教材名 「手品師」（出典：「小学 道徳 生きる力」日本文教出版） 

ねらい 迷った末に誠実に行動した手品師の思いを通して、誠実な行動は、私利私欲を優先し 

ようとする気持ちを乗り越えた先にあることや、自分自身に誠実に行動することで喜び 

を得られることに気付かせ、明るい気持ちで生活しようとする心情を育てる。 

研究内容 
ア  葛藤する手品師の心の中を十分考えさせることで、男の子との約束を守る決断をした理 
 由について深く考える必要感につなげる。一人一台端末で手品師の心を「心の数直線」で示  

し、ペアで考えを伝え合うことで、葛藤する心を多面的、多角的に考えさせる。 
イ  自分を振り返る場面で、互いの頑張りやよい行いを認め合う「いいなの星空」のカード 

を紹介する。友達に認められている安心感をもたせ、その時の気持ちを想起させる。 

授業後に行われた研究協議会では、以下のような意見（○成果、●課題）が出された。 

○「自分なら」ではなく、手品師の気持ちを考えさせることで、自分の考えにとらわれるこ 

となく、葛藤する二つの心情について考えることができていた。 

○心の数直線をもとにペアで活発に意見を交換していた。日頃から根拠をもとに話し合わ 
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せていることが分かった。 

○男の子が悲しむから約束を守るという考えが大半だったが、そこで「悲しませたくないか  

ら約束を守るのか、守らなかったらだめなのか。」という補助発問が効果的だった。誠 

実に行動しないと自分の胸が痛むことに気付いていた。 

     ○「いいなの星空」のカードに書かれている内容を終末に生かすことができた。日頃から誠 

実に取り組んでいるにも関わらず、自分のことを言いたがらない児童や自分の頑張りに

気付かない児童を紹介することができ、とても効果的だった。 

●ペアでの交流を全体交流に生かしきれなかったことで、価値に迫る話し合いが十分でな

かった。アウトプットの方法や発問の仕方をより吟味する必要があった。  

●中心発問までの時間が長かったので、時間配分の工夫が必要である。 

    〈長内主任指導主事からの指導・助言〉 

・「誠実」は「正直」「思いやり」の集合体で難しい価値項目だった。誠実という評価は誰 

かがするもの、自分の誠実さに気付くことや語ることは難しい。それでも、普段頑張って 

いる子どもたちにそれを気付かせ心の栄養を与えたいという意図が感じられた。 

・自分の考えをもつことができているのにアウトプットに消極的な場合は、本時のように、  

「心の数直線」の活用がよい。子どもたちが書いたものをアウトプットする方法もある。 

・行動ではなく心の内面を考える深い学びにつながる指導案である。しかし、深い学びをす 

るためには登場人物について理解しないと心の中に入っていけない。その兼ね合いが難 

しい。 

・二つの気持ちに共感させ、その葛藤を「心の数直線」でまとめた。２４名中７名が大劇場、  

１０名が男の子、７名が半分半分と３つに分かれていた。どちらか一つという極端なもの  

はなかった。子どもたちの中で、手品師の心の中を考え、十分葛藤していた。誠実な子ど 

もたちである。 

・「いいなの星空」については、どの場面で、どの部分を評価するのかが大事である。今回 

のように当たり前のようにやっていることにスポットを当てることも児童同士の絆づく

りには大切なことである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    心の数直線を大型モニターで提示    心の数直線を見せ合いペアで意見交流 

 

③提案授業及び協議会について（３学年） 

   主題名 自分を大切に（Ａ 正直、誠実） 

   教材名 「まどガラスと魚」（「小学 道徳 生きる力」日本文教出版） 

   ねらい  千一郎の心情を考える活動を通して、正直にできないときの心苦しさと、正直に言え

たときの清々しい気持ちに気付き、正直に明るい心で元気よく生活しようとする態度

を育てる。 

研究内容 

 ア 事前アンケートを行うことで自分の生活を振り返り、自分事として考えさせることがで

きるのではないか。また、グループトークや全体交流など、意見交流を工夫することで多様

な考えにふれ正直・誠実について考えを深めさせることができるのではないか。 

授業後に行われた研究協議会では、以下のような意見（○成果、●課題）が出された。 

○事前アンケートを行ったことによって自分事として考えることができた。アンケート結

果を学習支援ソフトで分類・整理し、大型モニターで提示したことが「正直」への価値付

けとなった。 
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○心のバロメーターを前半と後半の２回活用したことにより、児童の心の変容が分かりや 

すかった。 

○ペアワークで互いに感想を表すマークを記入し合っていた。意見の交流に繋がっていく

方法だと感じた。また、学級全体を通して、話しやすい雰囲気づくりができていた。 

○校内研修において全員で中心発問を吟味したため、いつも以上に深く考えながら参観す

ることができた。今後も、ねらいやめあて、中心発問を共に考えることで、活発な研究協

議ができるのではないか。 

●中心発問で多くの児童に発言させ、多様な考えを出させたかった。 

●おじいさんについて出された意見も板書すれば、双方の気持ちを考える手助けになった

のではないか。 

〈外崎指導主事からの指導・助言〉 

・事前アンケートが効果的であった。学習支援ソフト、電子黒板を活用したまとめ方、掲示  

の仕方も「他者理解」に有効であった。しかし、議論を活発にするためにはアンケートか  

らもっと多くの少数意見を拾い上げ、そこで出た人間的弱さについて発問し、話し合わせ

ると考えを深めることができる。 

・主人公を主語にした発問がなされていた。主人公の気持ちについて考えていく中で児童は    

間接的に自分事として考え、意見を発表することができるため効果的だった。 

・主人公だけでなく他の登場人物の立場で考えさせる発問に切り替えることでより多面的、  

多角的な考えにふれさせることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      事前アンケートの活用      ペアでの交流後、感想を記号で記入し合った 

 

④道徳科の授業全体を通しての成果と課題（成果○、課題●） 

○ねらいを基にめあてを考え提示したことで、本時で何を考えるのか明確にすることができた。    

自分自身を見つめる場面でもめあてを効果的に活用することができた。 

   ○発問を吟味することで発問の数を厳選し、児童にじっくりと考えさせることができた。 

○発達段階に応じて意思表示の方法を工夫することができた。低学年は一人一台端末の操作に

時間を要するため、カード式の物を準備したい。 

○それぞれの授業で板書の工夫があった。児童の思考の助けとなるよう今後も工夫を重ねたい。 

○特別支援学級では、写真を提示したりパワーポイントで制作したアニメーションを提示した

りして教材文の理解を促したことが効果的だった。 

○学期末の道徳ノートや道徳振り返りカードの持ち帰りにより、家庭との関わりを増やすこと

ができた。 

●議論するためには、道徳科だけでなく各教科においても交流場面を積極的に設定し、考えを発

表する力とともに、友達の考えに対して質問したり意見を述べたりする力を育てていくこと

が必要である。 

●児童の多様な考えを引き出し議論させるには、教師自身もコーディネート力を高めなければ

ならない。 

●中心発問や自分自身を振り返る場面で時間が足りなかった。時間配分をさらに考えなければ

ならない。 

●高学年の教材文は長文で、内容理解にも時間が必要になる。教材文は事前に読んでおくなど指

導方法を考えなければならない。 
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●今年度以上に教育活動や体験活動を授業に生かせるよう、別葉と年間指導計画の見直しをさ

らに進める。 

 

（２）教育活動との関連 

 これまで以上に道徳的価値を意識しながら各教科や総合的な学習の時間、特別活動に取り組み、 

道徳科の授業に生かしてきた。 

各行事や異年齢集団での活動では、行事の感想をまとめさせたり、「さるかっこのめあて」「が

んばりの実」「いいなの星空」等の活動に取り組ませたりすることで振り返りを重視してきた。    

行事の感想は、各学級の代表者の感想を給食時の放送で紹介し、一年間で全員の感想が紹介され

るようにした。また、「さるかっこのめあて」「がんばりの実」「いいなの星空」の活動は、以前

から取り組んできた活動であるが、今年度は、記入する時間を確保し、掲示場所を工夫したり放送

で紹介したりすることで共有を図るなど、改善しながら取り組んできた。 

これらの振り返りが放送されると、熱心に聞き入ったり嬉しそうな表情で聞き入ったりする児

童の姿が多く見られた。 

活動を通して、児童が自己や周囲の頑張りに目を向けるようになり、自己肯定感を高め、思いや

りと協力する心情を育てることができた。 

特に、全校道徳での学校旗作りや本校の伝統であるなわとび検定では、縦割り班で協力する姿や

学年を超えて応援したり賞賛したりする姿が多く見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    全校道徳の学校旗作り     伝統のなわとび検定     全校遠足での縦割り班活動 

 

（３）地域素材を生かした豊かな体験活動 

 全学年が、地域の環境や人材を生かして体験活動を行うことができた。主な活動として、１年生

は地域の寺社を訪ね、秋探しと地域の方と秋の飾り作りを行った。４年生は地域の方を講師に、地

域環境や水生生物について学び、５年生は地域の猿賀神社の御田植え祭や苅穂祭に参加したり、地

域の方との稲作体験を行ったりした。地域の方々から職業や生き方についての話を聞く「先人講

話」も行った。 

地域素材を生かした体験活動を通して、児童はそれまで知らなかった地域の環境にふれたり地

域の方と交流したりすることができ、地域のよさを見つけたり感じたりすることができた。 

道徳科の授業においても導入や終末場面に実際の体験活動を生かすようにした。また、地域の方

をゲストティーチャーとして招き、地域の素材と密着させたことで、児童は道徳的価値を身近に感

じ、自分事として考えることができた。 

      

 

 

 

 

                                   

 

 

 

さまざまな体験活動 
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地域の方による読み聞かせ           地域の方による先人講話 

 

 

（４）調査から見られる成果 

調査名 道徳アセスメントシステム BEING（図書文化社） 

調査項目 視点Ｂ（主に人との関わり） 

回答項目 

１ 気持ちと行動が望ましい傾向にありバランスがとれている 

２ 気持ちは望ましい傾向にあっても行動に出にくい傾向にある 

３ 行動は望ましい傾向にあっても気持ちが伴わない傾向にある 

４ 気持ちが伴わず行動も起こさない傾向にある ※２～６学年の調査項目、回答項目も同様 

調査対象 
種別 １．児童・生徒 ２．教職員 ３．保護者 ４．その他（  ） 

学年等 １学年 

調査時期 

 

第１回（事業開始前） 第２回（事業終了時） 

令和６年６月 令和６年１１月 

回答結果 

割合等 

回答１ ７３％  回答２  ９％ 

回答３ １４％  回答４  ４％      

回答１ ６８％  回答２ １８％ 

回答３  ５％  回答４  ９％      

結果の考察 「気持ちは望ましい傾向にあっても行動に出にくい傾向にある」児童が増加した。 

 

 

調査対象 種別 １．児童・生徒 ２．教職員 ３．保護者 ４．その他（  ） 

 学年等 ２学年 

調査時期 

 

第１回（事業開始前） 第２回（事業終了時） 

令和６年６月 令和６年１１月 

回答結果 

割合等 

回答１ ７６％  回答２ １２％ 

回答３  ６％  回答４  ６％        

回答１ ７１％  回答２  ６％ 

回答３ ２３％  回答４  ０％         

結果の考察 「行動は望ましい傾向にあっても気持ちが伴わない傾向にある」児童が増加した。 

 

 

調査対象 
種別 １．児童・生徒 ２．教職員 ３．保護者 ４．その他（  ） 

学年等 ３学年 

調査時期 

 

第１回（事業開始前） 第２回（事業終了時） 

令和６年６月 令和６年１１月 

回答結果 

割合等 

回答１ ６１％  回答２ １８％ 

回答３ １４％  回答４  ７％        

回答１ ６９％  回答２ １４％ 

回答３ １４％  回答４  ３％        

結果の考察 「気持ちと行動が望ましい傾向にありバランスがとれている」児童が若干増加し

た。 
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調査対象 
種別 １．児童・生徒 ２．教職員 ３．保護者 ４．その他（  ） 

学年等 ４学年 

調査時期 

 

第１回（事業開始前） 第２回（事業終了時） 

令和６年６月 令和６年１１月 

回答結果 

割合等 

回答１ ６４％  回答２ １４％ 

回答３ ２２％  回答４  ０％    

回答１ ６８％  回答２ ２３％ 

回答３  ５％  回答４  ４％       

結果の考察 「気持ちと行動が望ましい傾向にありバランスがとれている」児童が増加した。 

 

調査対象 
種別 １．児童・生徒 ２．教職員 ３．保護者 ４．その他（  ） 

学年等 ５学年 

調査時期 

 

第１回（事業開始前） 第２回（事業終了時） 

令和６年６月 令和６年１１月 

回答結果 

割合等 

 

回答１ ９０％  回答２  ５％ 

回答３  ５％  回答４  ０％         

回答１ ５８％  回答２ １１％ 

回答３ ２１％  回答４ １０％         

結果の考察  全体的に減少傾向となった。特に回答４の割合が増加した。望ましい行動がとれ

るような工夫が必要である。 

 

調査対象 
種別 １．児童・生徒 ２．教職員 ３．保護者 ４．その他（  ） 

学年等 ６学年 

調査時期 

 

第１回（事業開始前） 第２回（事業終了時） 

令和６年６月 令和６年１１月 

回答結果 

割合等 

回答１ ６８％  回答２ ２５％ 

回答３  ７％  回答４  ０％ 

回答１ ６８％  回答２ ２５％ 

回答３  ４％  回答４  ３％ 

結果の考察  大きな変化は見られなかった。 

 

 

６月と１１月に全校児童を対象に、道徳性アセスメント BEING を実施し、分析結果を比較した。本校

の重点項目である「親切、思いやり」について関わりのある視点Ｂについて注目し、考察した。 

学校全体としては「気持ちと行動が望ましい傾向にありバランスがとれている」児童にあまり変化が

なく、「気持ちが望ましい傾向にあっても行動に出にくい傾向にある」児童がやや増加した学年が複数

あった。 

上の表にはない項目であるが、道徳性を支える３つの力（共感する力、振り返る力、前向きにとらえ

る力）は増加しているため、今後も、児童相互、及び教師と児童の望ましい人間関係作りや、自己肯定

感を高める活動に取り組んでいきたい。また、児童が自分の気持ちや行動の変化を自覚できるよう、賞

賛や自信をもたせる声掛けを心がけていきたい。 

さらに、「気持ちと行動が望ましい傾向にありバランスがとれている」児童が増加した学年もあっ

た。少しずつ変化が見え始めていることから今年度の取組を改善しながら継続し、道徳教育の充実に努

めたい。 
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第
１

学
年

１
組

道
徳

科
学

習
指

導
案

日
時

令
和

６
年

９
月

1
1
日

（
水

）
２

校
時

対
象

１
年

１
組

2
1
名

指
導

者
教

諭
佐

藤
牧

子

１
主

題
名

み
ん
な

で
つ

か
う

も
の

【
Ｃ

規
則
の

尊
重

】

２
教

材
名

そ
ろ
っ

て
い

る
け

ど
（
「

し
ょ
う

が
く

ど
う

と
く

い
き

る
ち

か
ら

１
」

日
本

文
教

出
版

）

３
主

題
設

定
の

理
由

（
１
）

ね
ら

い
と

す
る

道
徳

的
価

値
児

童
が
成

長
す

る
こ

と
は

、
同

時
に

所
属

す
る

集
団

や
社

会
を

構
成

す
る

一
員

と
し

て
集

団
や

社
会

の
様

々
な

規
範

を
身
に

付
け

て
い

く
こ

と
で

も
あ

る
。

そ
の

た
め

に
も

、
約

束
や

法
、

き
ま

り
を

進
ん

で
守

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
身

近
な

集
団

に
お

け
る

よ
り

よ
い

人
間

関
係

作
り

や
人

間
関

係
に

お
け

る
規

範
意

識
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
る

た
め
に

も
、

重
要

な
内

容
項

目
で

あ
る

。
よ

り
よ

い
人

間
関

係
を

形
成

す
る

上
で

は
、

自
分

が
何

を
す

れ
ば

い
い

の
か
、

自
分

に
何

が
で

き
る

の
か

を
考

え
、

進
ん

で
約

束
や

き
ま

り
を

守
っ

て
行

動
す

る
態

度
を

養
う

こ
と

が
必

要
で
あ

る
。

本
時

の
学

習
を

通
し

て
、

自
分

だ
け

の
物

と
み

ん
な

で
使

う
物

を
区

別
し

て
使

い
方

を
考

え
る

こ
と

で
、

み
ん

な
で

使
う
も

の
を

片
付

け
た

り
整

理
し

た
り

す
る

こ
と

の
大

切
さ

へ
の

理
解

を
促

し
、

公
共

物
の

使
い

方
や

公
共

の
場

所
で
の

過
ご

し
方

は
ど

う
す

る
の

が
よ

い
の

か
を

判
断

す
る

力
を

育
て

た
い

。

（
２
）

児
童

の
実

態
に

つ
い

て
１

年
生
の

段
階

に
お

い
て

は
、

ま
だ

自
己

中
心

性
が

強
く

、
と

も
す

る
と

周
囲

へ
の

配
慮

を
欠

い
て

自
分

勝
手

な
行

動
を
と

る
こ

と
も

少
な

く
な

い
。

ま
た

、
身

の
回

り
の

公
共

物
や

公
共

の
場

所
の

使
い

方
や

過
ご

し
方

に
つ

い
て

ど
う
す

る
の

が
よ

い
の

か
、

そ
し

て
そ

れ
は

な
ぜ

な
の

か
と

い
っ

た
理

解
は

十
分

と
は

言
え

な
い

。
道

徳
科
に

お
い

て
、

６
月

に
も

「
Ｃ

規
則

の
尊
重

」
に

つ
い

て
学

習
し

て
い

る
。

動
物

た
ち

の
学

校
生

活
を

描
い

た
１
枚

の
絵

の
中

か
ら

、
よ

く
な

い
行

動
を

し
て

い
る

動
物

を
見

つ
け

、
な

ぜ
よ

く
な

い
と

思
っ

た
の

か
を

話
し

合
っ
た

。
児

童
全

員
が

見
つ

け
理

由
と

共
に

発
表

す
る

こ
と

が
で

き
、

ま
た

、
身

の
回

り
に

ど
の

よ
う

な
き

ま
り

が
あ
る

の
か

に
つ

い
て

も
数

多
く

発
表

し
て

い
た

。
児

童
は

、
身

の
回

り
に

は
さ

ま
ざ

ま
な

き
ま

り
が

あ
る

こ
と

を
理
解

し
、

そ
れ

を
守

っ
て

行
動

し
よ

う
と

い
う

意
欲

も
も

っ
て

い
る

。
し

か
し

、
教

室
で

は
、

本
棚

の
本

が
乱

雑
に
な

っ
た

り
、

床
に

落
ち

て
い

る
ご

み
が

そ
の

ま
ま

に
な

っ
た

り
し

て
い

る
こ

と
が

時
々

あ
る

。
声

掛
け

を
す

る
と
片

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
が

、
進

ん
で

片
付

け
た

り
、

使
い

方
に

気
を

付
け

た
り

す
る

と
こ

ろ
ま

で
は

至
っ

て
い
な

い
。

本
時

で
は

、
み

ん
な

で
使

う
物

や
場

所
に

つ
い

て
の

約
束

や
き

ま
り

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

、
み

ん
な

が
気

持
ち

よ
く

過
ご
す

た
め

に
、

進
ん

で
約

束
や

き
ま

り
を

守
ろ

う
と

す
る

態
度

を
育

て
た

い
。

（
３
）

教
材

に
つ

い
て

本
教

材
の

概
要

は
、

あ
る

日
、

い
つ

も
は

整
頓

さ
れ

て
い

る
学

級
の

ボ
ー

ル
や

ト
イ

レ
の

ス
リ

ッ
パ

が
揃

っ
て

い
な

い
と
い

う
出

来
事

が
あ

り
、

そ
の

出
来

事
を

通
し

て
、

け
ん

じ
が

み
ん

な
で

使
う

物
を

い
つ

も
整

頓
し

て
く

れ
て

い
た
こ

と
、

自
分

た
ち

は
け

ん
じ

一
人

に
任

せ
て

い
た

こ
と

に
気

付
く

。
そ

の
後

、
み

ん
な

で
使

う
物

は
使

っ
た

人
が
整

頓
す

る
よ

う
に

な
る

、
と

い
う

も
の

で
あ

る
。

前
述

の
よ

う
に

、
学

級
の

本
の

整
頓

や
床

の
ご

み
に

つ
い

て
担

任
に

注
意

を
受

け
た

こ
と

が
あ

る
児

童
に

と
っ

て
、

本
教
材

は
身

近
な

内
容

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
友

達
一

人
に

任
せ

て
い

た
こ

と
に

気
付

き
は

っ
と

し
た

場
面

や
、

校
長
先

生
の

言
葉

に
笑

顔
に

な
っ

た
と

い
う

場
面

で
も

、
児

童
は

自
分

自
身

の
こ

と
と

重
ね

合
わ

せ
て

共
感

で
き

る
と
考

え
る

。
本

時
で
は

、
登

場
人

物
が

、
自

分
た

ち
で

気
付

き
行

動
を

改
め

た
と

き
の

思
い

や
理

由
を

、
自

分
と

比
較

し
て

考
え

さ
せ
る

こ
と

を
通

し
て

、
自

分
た

ち
も

、
み

ん
な

が
使

う
物

や
場

所
の

約
束

や
き

ま
り

を
守

り
大

切
に

し
て

い
こ

う
と
い

う
実

践
意

欲
を

育
て

た
い

。

４
研

究
仮

説
と

の
関

連
仮

説
１

道
徳

科
に

お
い

て
、

発
問

を
吟

味
し

、
交

流
場

面
を

効
果

的
に

設
定

す
る

こ
と

で
、

児
童

一
人

一
人

が
考

え
を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

。
導

入
で

は
、

児
童

が
自

分
事

と
し

て
捉

え
、

自
分

と
重

ね
な

が
ら

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

児
童

個
人

の
持

ち
物

や
校

内
の

み
ん

な
で

使
う

物
を

写
真

で
提

示
す

る
。

ま
た

、
導

入
で

本
時

の
め

あ
て

を
立

て
、

そ
れ

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

る
こ

と
で

、
児

童
は

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
。

本
教

材
は
学

校
生

活
の

日
常

が
書

か
れ

て
お

り
、

児
童

も
身

近
に

感
じ

る
と

思
わ

れ
る

内
容

で
あ

る
。

そ
の

点
を

生
か

し
、

発
問

に
お

い
て

は
、

自
分

た
ち

の
日

常
を

想
起

さ
せ

比
較

し
な

が
ら

考
え

さ
せ

て
い

き
た

い
。

中
心

発
問

に
お

い
て

は
、

熱
心

に
話

し
合

う
様

子
の

挿
絵

を
活

用
し

た
り

、
児

童
の

考
え

を
ゆ

さ
ぶ

る
補

助
発

問
を

し
た

り
す

る
こ

と
で

、
多

面
的

・
多

角
的

に
考

え
さ

せ
、

み
ん

な
で

使
う

物
を

大
切

に
し

よ
う

と
す

る
実

践
意

欲
を

育
て

た
い

。

仮
説

２
道
徳

科
と

各
教

科
、

総
合

的
な

学
習

の
時

間
、

特
別

活
動

と
の

関
連

を
図

り
、

地
域

素
材

を
生

か
し

た
体

験
活

動
や

交
流

活
動

を
行

う
こ

と
で

互
い

を
高

め
合

い
思

い
や

る
心

情
や

態
度

を
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

。
児

童
は

、
入

学
し

て
か

ら
縦

割
り

清
掃

、
登

校
班

、
全

校
道

徳
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

活
動

で
６

年
生

と
交

流
し

、
６

年
生

に
支

え
ら

れ
て

い
る

。
本

時
の

終
末

に
お

い
て

、
全

校
で

使
う

物
や

場
所

を
整

え
る

６
年

生
の

姿
を

写
真

で
紹

介
す

る
。

６
年

生
が

責
任

を
も

っ
て

活
動

し
て

い
る

こ
と

を
知

る
こ

と
で

、
自

分
た

ち
も

み
ん

な
で

使
う

物
を

次
に

使
う

人
の

た
め

に
大

切
に

し
よ

う
と

す
る

態
度

を
育

て
た

い
。

５
展

開
（

１
）

ね
ら

い
み

ん
な
で

使
う

物
は

、
他

人
任

せ
に

せ
ず

使
っ

た
人

が
整

え
る

こ
と

で
、

み
ん

な
が

気
持

ち
よ

く
使

え
る

こ
と

を
理

解
し

、
み

ん
な

が
使

う
物

を
大

切
に

し
よ

う
と

す
る

態
度

を
育

て
る

。

（
２

）
展

開
（
１

／
１

時
）

学
習

活
動

□
評

価
・

留
意

点
○

発
問

◎
中

心
発

問
・

予
想

さ
れ

る
児

童
の

反
応

○
評

価
に

対
す

る
支

援
１

本
時
の

学
習

内
容

に
つ

い
て

知
る

。
○

学
校
で

使
っ

て
い

る
物

を
、

み
ん

な
で

使
う

物
と

自
分

だ
け

で
・

児
童

の
持

ち
物

や
校

内
の

物
を

写
真

で
導

使
う

物
に

分
け

て
み

ま
し

ょ
う

。
提

示
し

、
本

時
の

学
習

へ
の

意
欲

付
け

・
机

や
椅

子
・

ロ
ッ

カ
ー

・
教

科
書

や
ノ

ー
ト

・
鉛

筆
や

消
し

ゴ
を

図
る

。
ム

（
自

分
だ

け
で

）
・

本
・
サ

ッ
カ

ー
ボ

ー
ル

・
大

縄
・

ト
イ

レ
・

水
飲

み
場

入
（

み
ん

な
で

）
○

今
日

は
、

み
ん

な
で

使
う

物
を

ど
う

使
う

か
考

え
て

い
き

ま
す

・
自

分
の

物
は

ど
の

よ
う

に
使

っ
て

い
る

め
あ

て
か

尋
ね

、
本

時
で

は
み

ん
な

で
使

う
物

み
ん

な
で

つ
か

う
も

の
は

、
ど

う
や

っ
て

つ
か

っ
た

り
、

か
た

を
ど

う
使

っ
て

い
く

か
を

考
え

て
い

く
づ

け
た

り
す

れ
ば

い
い

の
か

な
。

こ
と

を
確

認
し

め
あ

て
と

し
て

書
く

。

２
教

材
「

そ
ろ

っ
て

い
る

け
ど

」
を

読
み

、
話

し
合

う
。

・
教

材
の

内
容

を
理

解
で

き
る

よ
う

挿
絵

○
は

っ
と

し
て

顔
を

見
合

わ
せ

た
と

き
、

み
ん

な
は

ど
ん

な
こ

と
を

示
し

な
が

ら
、

範
読

す
る

。
を

思
っ

た
で

し
ょ

う
。

・「
は

っ
と

し
て

」
と

い
う

表
情

に
つ

い
・

い
つ

も
き

れ
い

だ
っ

た
の

は
、

け
ん

じ
く

ん
が

し
て

く
れ

た
の

て
補

足
説

明
を

し
、
「

何
に

気
付

き
驚

か
。

い
た

の
か

」
と

い
う

補
助

発
問

を
し

て
・

け
ん
じ

く
ん

、
い

つ
も

あ
り

が
と

う
。

考
え

さ
せ

る
。

・
け

ん
じ

く
ん

だ
け

に
や

ら
せ

て
ご

め
ん

な
さ

い
。

・
自

分
た

ち
の

休
み

時
間

の
様

子
を

想
起

・
ぼ

く
た

ち
も

片
付

け
を

す
れ

ば
よ

か
っ

た
。

さ
せ

、
つ

い
け

ん
じ

に
任

せ
て

し
ま

っ
た

気
持

ち
に

も
気

付
か

せ
る

。
そ

の
上

展
で

、
け

ん
じ

と
の

違
い

に
も

目
を

向
け

さ
せ

る
。

◎
自

分
が

使
っ

た
物

は
自

分
で

片
付

け
よ

う
と

決
ま

っ
た

の
は

、
・「

は
っ

と
し

た
」

表
情

や
挿

絵
を

活
用

ど
の

よ
う

な
考

え
か

ら
で

し
ょ

う
。

し
、

考
え

さ
せ

る
。

・
け

ん
じ

く
ん

、
ご

め
ん

な
さ

い
。

・
け

ん
じ

へ
の

謝
罪

の
気

持
ち

や
片

付
け

・
け

ん
じ

く
ん

だ
け

が
整

頓
し

て
い

る
の

は
お

か
し

い
。

使
っ

た
な

か
っ

た
人

を
責

め
る

気
持

ち
だ

け
で

人
が
片

付
け

な
き

ゃ
。

な
く

、
使

っ
た

ら
自

分
で

片
付

け
る

責
・

け
ん
じ

く
ん

今
ま
で

あ
り

が
と

う
。

ぼ
く

た
ち
も

片
付

け
る

。
任

、
け

ん
じ

へ
の

感
謝

、
自

分
た

ち
も

・
今

日
み

た
い

に
な

っ
た

ら
、

み
ん

な
が

嫌
な

気
持

ち
に

な
っ

た
次

の
人

に
気

持
ち

よ
く

使
っ

て
ほ

し
い

り
、

困
っ

た
り

す
る

。
か

ら
片

付
け

よ
う

と
い

う
意

欲
な

ど
、

・
整

頓
し

て
い

る
と

、
次

の
人

も
い

い
気

持
ち

に
な

る
。

み
ん

な
多

面
的

・
多

角
的

に
考

え
ら

れ
る

よ
う

開
で

片
付

け
よ

う
。

補
助

発
問

を
す

る
。

○
に

っ
こ

り
笑

顔
に

な
っ

た
と

き
、

み
ん

な
は

ど
ん

な
こ

と
を

考
□

み
ん

な
で

使
う

物
や

場
所

の
片

付
け

を
え

て
い

る
の

で
し

ょ
う

。
他

人
任

せ
に

し
な

い
で

、
み

ん
な

で
す

・
自

分
で

使
っ

た
物

を
自

分
で

き
れ

い
に

で
き

て
い

い
気

持
ち

。
る

こ
と

で
、

み
ん

な
の

気
持

ち
が

よ
く

・
き

れ
い

だ
と

次
に

使
う

人
も

い
い

気
持

ち
に

な
る

ね
。

な
る

こ
と

に
つ

い
て

考
え

て
い

る
か

。
・

校
長
先

生
は

見
て

い
て

く
れ

た
。

嬉
し

い
な

。
（

発
言

、
道

徳
ノ

ー
ト

）
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・
こ

れ
か

ら
も

続
け

て
い

こ
う

。
○

挿
絵

を
見

せ
な

が
ら

、
な

ぜ
笑

顔
に

な
っ

た
と

思
う

か
考

え
さ

せ
る

。
３

教
材
で

考
え

た
こ

と
や

気
付

い
た

こ
と

を
基

に
、

自
分

自
身

を
・

め
あ

て
に

つ
い

て
再

度
考

え
る

こ
と

を
振

り
返
る

。
通

し
て

、
自

分
の

行
動

に
つ

い
て

振
り

展
○

み
ん
な

で
使

う
物

は
ど

う
や

っ
て

使
っ

た
り

、
片

付
け

た
り

す
返

り
、

教
材

で
の

学
び

と
日

常
生

活
を

れ
ば
い

い
の

で
し

ょ
う

。
そ

れ
は

な
ぜ

で
し

ょ
う

。
繋

げ
る

よ
う

に
す

る
。

・
自

分
の

物
を

片
付

け
な

い
と

自
分

が
困

る
。

□
み

ん
な

で
使

う
物

を
進

ん
で

大
切

に
す

・
本

は
み

ん
な

が
読

む
か

ら
、

整
頓

し
な

い
と

み
ん

な
が

困
る

。
る

場
面

を
想

起
し

、
使

っ
た

人
み

ん
な

だ
か
ら

読
ん

だ
人

が
き

ち
ん

と
整

頓
す

る
。

で
整

理
す

る
理

由
に

つ
い

て
考

え
て

い
・

ボ
ー
ル

が
な

い
と

休
み

時
間

に
使

え
な

く
な

る
か

ら
、

使
っ

た
る

か
。
（

発
言

）
人

が
ち

ゃ
ん

と
返

す
。

○
自

分
が

使
う

と
き

に
整

理
さ

れ
て

い
な

開
・

ち
ゃ
ん

と
片

付
け

る
と

次
の

人
が

う
れ

し
い

。
い

と
ど

う
感

じ
る

か
を

考
え

さ
せ

る
。

・
大

事
に

つ
か

う
。

○
み

ん
な

で
使

う
も

の
を

進
ん

で
大

切
に

使
っ

た
り

片
付

け
た

り
・

児
童

か
ら

出
さ

れ
な

い
と

き
は

、
進

ん
し

た
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
。

で
片

付
け

や
整

頓
を

し
て

い
た

児
童

の
・

借
り
た

本
を

元
の

場
所

に
返

し
た

。
姿

を
紹

介
す

る
。

・
ボ

ー
ル

を
下

足
箱

に
自

分
で

返
し

た
。

４
教

師
の

話
を

聞
く

。
終

○
全

校
が

使
う

も
の

や
場

所
を

整
え

る
６

年
生

の
様

子
を

紹
介

す
・

６
年

生
の

姿
を

写
真

で
紹

介
し

、
余

韻
末

る
。

を
も

っ
て

終
わ

ら
せ

る
。

６
板

書
計

画

み ん な で つ か う も の じ ぶ ん で つ か う も の

め み ん な で つ か う も の は ど う や っ て つ か っ

た り か た づ け た り す れ ば い い の か な 。

そ ろ っ て い る け ど

い つ も と ち が う

ど う し て ？

は っ と し た

・ け ん じ く ん が し て く れ た

・ ま か せ て し ま っ た 。

・ ぼ く た ち も や れ ば よ か っ た 。

か え り の か い

・ け ん じ く ん ご め ん な さ い

・ つ か っ た 人 が か た づ け る

・ み ん な が こ ま る

・ つ ぎ の 人 も い い き も ち

・ い い き も ち ・ つ づ け る

・ み ん な い い き も ち

み ん な で つ か う も の

・ な い と み ん な こ ま る ・ だ い じ に つ か う

・ つ か っ た 人 が か た づ け る

・ つ ぎ の 人 が う れ し い

ボ
ー

ル
の

場
面

絵

ス
リ

ッ
パ

の
場

面
絵

帰
り

の
会

の
話

合
い

の
場

面
絵

第
２

学
年

１
組

道
徳

科
学

習
指

導
案

日
時

令
和

６
年

６
月

1
9
日

（
水

）
２

校
時

対
象

２
年

１
組

1
7
名

指
導

者
教

諭
山

口
三

喜

１
主

題
名

わ
た

し
た

ち
の

ち
い

き
【

Ｃ
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
や

郷
土

を
愛

す
る

態
度

】

２
教

材
名

ぎ
お

ん
ま

つ
り

（
「

小
学

ど
う

と
く

生
き

る
力

２
」

日
本

文
教

出
版

）

３
主

題
設

定
の

理
由

（
１

）
ね

ら
い

と
す

る
道

徳
的

価
値

本
主

題
は

、
第

１
学

年
及

び
第

２
学

年
に

お
け

る
内

容
項

目
（

C
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
や

郷
土

を
愛

す
る

態
度

）「
我

が
国

や
郷

土
の

文
化

と
生

活
に

親
し

み
、
愛

着
を

も
つ

こ
と

」

を
ね

ら
い

と
し

て
い

る
。

こ
れ

は
、

第
３

学
年

及
び

第
４

学
年

に
お

け
る

内
容

項
目

「
我

が
国

や
郷

土
の

伝
統

と
文

化
を

大
切

に
し

、
国

や
郷

土
を

愛
す

る
心

を
も

つ
こ

と
」

へ
発

展
し

て
い

く
。

我
が

国
や

郷
土

の
伝

統
と

文
化

を
尊

重
し

、
そ

れ
ら

を
育

ん
で

き
た

我
が

国
や

郷
土

を
愛

す
る

心
を

も
つ

こ
と

に
関

す
る

内
容

項
目

で
あ

る
。

２
年

生
の

段
階

に
お

い
て

は
、

昔
遊

び
を

体
験

し
た

り
、

地
域

の
行

事
な

ど
に

参
加

し
て

、

身
の

回
り

に
あ

る
昔

か
ら

伝
わ

る
も

の
に

触
れ

た
り

す
る

機
会

が
多

く
な

る
。

こ
の

こ
と

を
通

し
て

、
家

庭
や

学
校

を
取

り
巻

く
郷

土
に

目
が

向
け

ら
れ

る
よ

う
に

な
る

。
ま

た
、

昔
の

遊
び

や
季

節
の

行
事

な
ど

を
通

し
て

我
が

国
の

伝
統

や
文

化
に

も
触

れ
、

親
し

み
が

も
て

る
よ

う
に

な
る

。

指
導

に
当

た
っ

て
は

、
児

童
が

住
む

町
の

身
近

な
自

然
や

文
化

な
ど

に
直

接
触

れ
る

機
会

を

増
や

し
た

り
、

そ
こ

に
携

わ
る

人
々

と
の

触
れ

合
い

を
深

め
た

り
す

る
こ

と
で

国
や

郷
土

へ
の

愛
着

を
深

め
、

親
し

み
を

も
っ

て
生

活
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

（
２

）
児

童
の

実
態

本
学

級
の

児
童

は
、

昔
遊

び
を

好
み

、
１

年
生

の
生

活
科

の
学

習
時

に
は

、
当

時
の

保
育

園

児
に

昔
遊

び
を

紹
介

し
、

一
緒

に
遊

ぶ
と

い
う

交
流

を
楽

し
く

行
っ

て
い

た
。

ま
た

、
地

域
に

は
豊

か
な

自
然

や
文

化
が

あ
る

。
ね

ぷ
た

祭
り

に
参

加
し

て
い

る
町

会
も

あ
り

、
ほ

と
ん

ど
の

児
童

が
、

地
域

の
行

事
や

祭
り

、
催

し
な

ど
に

関
わ

り
な

が
ら

生
活

し
て

い
る

。
そ

し
て

、
そ

の
地

域
や

郷
土

の
自

然
や

行
事

、
催

し
な

ど
を

好
み

、
こ

れ
か

ら
も

参
加

し
て

い
き

た
い

と
思

っ
て

い
る

児
童

が
多

い
。

し
か

し
、

そ
れ

は
興

味
本

位
だ

っ
た

り
、

他
の

親
し

い
人

と
参

加
す

る
こ

と
そ

の
も

の
の

楽

し
さ

で
あ

っ
た

り
す

る
こ

と
が

ほ
と

ん
ど

で
あ

り
、

そ
の

歴
史

や
人

々
の

思
い

や
願

い
に

つ
い

て
知

っ
て

い
る

児
童

は
少

な
い

。
自

分
が

住
ん

で
い

る
地

域
や

文
化

、
生

活
に

つ
い

て
改

め
て

見
つ

め
直

し
、

そ
の

よ
さ

を
理

解
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

自
分

の
住

む
地

域
に

愛
着

を
も

っ
て

関
わ

っ
て

い
こ

う
と

す
る

思
い

を
深

め
さ

せ
た

い
。

（
３

）
教

材
に

つ
い

て

京
都

の
祇

園
祭

に
参

加
し

て
い

る
「

ぼ
く

」
が

、
祭

り
の

よ
さ

を
体

感
し

、
嬉

し
く

な
る

。

そ
ん

な
「

ぼ
く

」
は

、
一

月
ぐ

ら
い

前
か

ら
祇

園
祭

の
か

ね
の

練
習

を
し

て
き

た
。

そ
の

練
習
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を
と

て
も

難
し

く
感

じ
た

「
ぼ

く
」

が
、

お
父

さ
ん

に
「

も
う

、
や

め
た

い
。
」

と
言

っ
た

こ

と
も

あ
っ

た
。

お
父

さ
ん

は
、

そ
ん

な
「

ぼ
く

」
に

「
お

父
さ

ん
も

、
よ

く
お

じ
い

さ
ん

に
叱

ら
れ

な
が

ら
、

練
習

し
た

こ
と

。
み

ん
な

、
そ

う
や

っ
て

、
千

年
も

続
く

祇
園

祭
り

を
守

っ
て

き
た

こ
と

」
を

伝
え

励
ま

す
。

励
ま

さ
れ

た
「

ぼ
く

」
は

、
練

習
を

頑
張

り
、

ほ
こ

の
上

で
気

持
ち

よ
く

か
ね

を
叩

き
な

が
ら

、
「

練
習

を
続

け
て

、
本

当
に

よ
か

っ
た

。
」

と
思

う
。

本
教

材
は

、
地

域
に

長
い

間
受

け
継

が
れ

て
き

た
祭

り
の

よ
さ

を
知

る
と

と
も

に
、

そ
の

よ

さ
を

受
け

継
い

で
き

た
人

々
の

思
い

に
触

れ
ら

れ
る

教
材

で
あ

る
。

教
材

を
読

み
発

問
を

通
じ

て
、

地
域

に
は

み
ん

な
で

大
切

に
し

て
い

る
も

の
が

あ
り

、
自

分

も
そ

れ
に

関
わ

る
こ

と
の

う
れ

し
さ

に
気

付
か

せ
た

い
。

そ
し

て
、

郷
土

の
文

化
や

生
活

に
親

し
み

や
愛

着
を

も
っ

て
関

わ
っ

て
い

こ
う

と
す

る
心

情
を

育
て

た
い

。

４
研

究
仮

説
と

の
関

連

仮
説

１

道
徳

科
に

お
い

て
、

発
問

を
吟

味
し

、
交

流
場

面
を

効
果

的
に

設
定

す
る

こ
と

で
、

児
童

一
人

一

人
が

考
え

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

。

展
開

中
段

で
は

、
も

し
自

分
が

か
ね

の
練

習
で

し
か

ら
れ

る
「

ぼ
く

」
だ

っ
た

ら
ど

う
す

る
か

、
紅

白
帽

子
を

使
っ

て
自

分
の

考
え

を
可

視
化

す
る

方
法

を
取

り
入

れ
る

。
自

分
の

考
え

を
目

に
見

え
る

形

に
し

て
か

ら
話

し
合

う
こ

と
で

、
自

分
と

同
じ

考
え

や
違

う
考

え
に

ふ
れ

な
が

ら
、

主
体

的
に

話
し

合

わ
せ

た
い

。
そ

し
て

、
登

場
人

物
の

気
持

ち
に

共
感

し
た

り
、

自
分

の
今

ま
で

の
経

験
と

比
べ

た
り

し

な
が

ら
、

自
分

事
と

し
て

考
え

さ
せ

た
い

。

展
開

後
段

で
は

、
「

お
父

さ
ん

」
の

言
葉

を
聞

い
た

後
で

資
料

を
区

切
り

、
「

お
父

さ
ん

」
の

気
持

ち
を

考
え

、
「

お
父

さ
ん

」
の

話
を

聞
い

た
後

の
「

ぼ
く

」
の

気
持

ち
を

紅
白

帽
子

を
使

っ
て

ま
た

可

視
化

さ
せ

る
こ

と
で

、
気

持
ち

の
変

化
に

気
付

か
せ

た
い

。
ま

た
、

か
ね

の
練

習
（

地
域

の
文

化
）

と

「
ぼ

く
」
（

自
分

）
と

の
関

わ
り

や
こ

れ
か

ら
の

関
わ

り
方

に
つ

い
て

の
思

い
な

ど
、

多
様

な
視

点
か

ら
考

え
を

深
め

さ
せ

た
い

。
こ

こ
で

も
、

登
場

人
物

の
気

持
ち

に
共

感
し

た
り

、
自

分
の

今
ま

で
の

経

験
と

比
べ

た
り

し
な

が
ら

、
自

分
事

と
し

て
考

え
さ

せ
た

い
。

さ
ら

に
、
「

Ａ
希

望
と

勇
気

、
努

力

と
強

い
意

志
」
、
「

Ｂ
感

謝
」
、
「

Ｃ
家

族
愛

、
家

庭
生

活
の

充
実

」
な

ど
の

内
容

項
目

に
関

わ
っ

て
、

自
ら

が
伝

統
や

文
化

に
関

わ
り

守
っ

て
い

く
こ

と
に

つ
い

て
の

意
見

や
考

え
を

多
面

的
・

多
角

的

に
考

え
さ

せ
た

い
。

そ
し

て
、

郷
土

の
文

化
や

生
活

に
親

し
み

を
も

ち
、

愛
着

を
も

っ
て

関
わ

っ
て

い

こ
う

と
す

る
思

い
を

深
め

さ
せ

た
い

。

仮
説

２

道
徳

科
と

各
教

科
、

総
合

的
な

学
習

の
時

間
、

特
別

活
動

と
の

関
連

を
図

り
、

地
域

素
材

を
生

か
し

た
体

験
活

動
や

交
流

活
動

を
行

う
こ

と
で

、
互

い
を

認
め

合
い

思
い

や
る

心
情

や
態

度
を

育
て

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
。

導
入

で
は

、
地

域
の

お
祭

り
の

写
真

を
提

示
し

、
地

域
の

行
事

に
目

を
向

け
さ

せ
、

こ
れ

か
ら

の
学

習
に

関
心

を
も

て
る

よ
う

に
さ

せ
る

。

終
末

で
は

、
地

域
の

獅
子

踊
り

を
伝

え
る

ゲ
ス

ト
テ

ィ
ー

チ
ャ

ー
か

ら
獅

子
踊

り
の

話
や

、
ど

の
よ

う
な

思
い

で
伝

統
を

守
っ

て
い

る
の

か
に

つ
い

て
聞

く
こ

と
で

、
さ

ら
に

、
郷

土
の

文
化

や
生

活
に

親

し
み

を
も

ち
、

愛
着

を
も

っ
て

関
わ

っ
て

い
こ

う
と

す
る

思
い

を
深

め
さ

せ
た

い
。

２
年

生
は

、
生

活
科

に
お

い
て

、
町

探
検

を
行

い
、

地
域

の
文

化
に

触
れ

た
り

、
そ

れ
ら

に
携

わ
っ

て
い

る
方

か
ら

お
話

を
聞

く
こ

と
で

、
郷

土
の

文
化

や
生

活
に

親
し

み
や

愛
着

を
も

つ
活

動
を

行
っ

て

い
る

。
展

開
後

段
で

は
、

そ
の

こ
と

と
も

関
連

付
け

な
が

ら
、
「

ぼ
く

」
と

か
ね

の
練

習
（

ぎ
お

ん
ま

つ
り

）
と

関
わ

り
を

考
え

さ
せ

、
自

分
事

と
し

て
主

体
的

に
話

し
合

わ
せ

た
い

。
ま

た
、

自
分

自
身

を

見
つ

め
る

場
面

で
は

、
地

域
の

祭
り

に
参

加
し

た
経

験
が

乏
し

い
児

童
に

、
生

活
科

で
取

り
組

ん
だ

町

探
検

な
ど

の
学

習
を

思
い

出
さ

せ
た

り
、

お
祭

り
の

写
真

を
提

示
す

る
こ

と
で

、
郷

土
の

文
化

や
生

活

に
親

し
み

を
も

ち
、

愛
着

を
も

っ
て

関
わ

っ
て

い
こ

う
と

す
る

思
い

を
深

め
さ

せ
た

い
。

５
展

開

（
１

）
ね

ら
い

お
囃

子
に

か
ね

を
う

ま
く

合
わ

せ
ら

れ
な

い
と

き
の

「
ぼ

く
」

と
、
「

お
父

さ
ん

」
に

励
ま

さ

れ
た

後
、

練
習

を
続

け
て

お
祭

り
に

参
加

し
て

い
る

「
ぼ

く
」

の
気

持
ち

を
考

え
る

こ
と

を
通

し

て
、
郷

土
の

文
化

や
生

活
に

親
し

み
や

愛
着

を
も

っ
て

関
わ

っ
て

い
こ

う
と

す
る

心
情

を
育

て
る

。

（
２

）
展

開

学
習

活
動

□
評

価
・

留
意

点

○
発

問
◎

中
心

発
問

・
予

想
さ

れ
る

児
童

の
反

応
○

評
価

に
対

す
る

支
援

導
１

地
域

に
あ

る
お

祭
り

を
出

し
合

う
。

・
地

域
の

お
祭

り
の

写
真

を
提

示
す

る
。

入
○

地
域

に
は

、
ど

ん
な

お
祭

り
が

あ
り

ま
す

か
。

・
地

域
の

行
事

に
目

を
向

け
さ

せ
、

こ
れ

か

・
ね

ぷ
た

祭
ら

の
学

習
に

関
心

を
も

て
る

よ
う

に
す

る
。

・
猿

賀
神

社
十

五
夜

大
祭

・
八

幡
崎

の
獅

子
踊

り

２
教

材
「

ぎ
お

ん
ま

つ
り

」
１

の
場

面
を

視

聴
し

て
、

話
し

合
う

。

○
拍

手
や

歓
声

が
起

こ
っ

た
と

き
、

ど
ん

な
こ

・
資

料
を

モ
ニ

タ
ー

に
映

し
、

場
面

ご
と

に

と
が

う
れ

し
か

っ
た

の
で

し
ょ

う
。

区
切

り
な

が
ら

、
内

容
を

捉
え

さ
せ

た
り

、

・
ほ

こ
が

曲
が

れ
た

こ
と

。
そ

の
先

を
想

像
さ

せ
た

り
す

る
。

・
気

持
ち

が
一

つ
に

な
っ

た
こ

と
。

・
祭

り
に

参
加

で
き

て
い

る
こ

と
。

３
２

の
場

面
を

視
聴

し
て

、
話

し
合

う
。

○
あ

な
た

が
「

ぼ
く

」
だ

っ
た

ら
、

ど
う

し
ま

・
互

い
の

考
え

を
可

視
化

し
て

か
ら

話
し

合

展
す

か
。

う
こ

と
で

、
主

体
的

に
考

え
さ

せ
た

い
。

・
練

習
を

や
め

る
と

い
う

人
は

、
紅

白
帽

子
の

・
白

を
選

ぶ
児

童
が

多
い

と
き

に
は

、
「

先

紅
を

、
や

め
な

い
と

い
う

人
は

白
を

被
る

。
生

が
子

ど
も

だ
っ

た
ら

、
練

習
し

て
も

う

・
紅

：
難

し
い

か
ら

、
も

う
練

習
を

し
た

く
な

ま
く

で
き

な
い

か
ら

、
や

め
て

し
ま

う
か

い
。

も
。

先
生

の
考

え
を

ど
う

思
い

ま
す

か
。
」

白
：

せ
っ

か
く

練
習

を
今

ま
で

し
て

き
た

の
と

い
う

ゆ
さ

ぶ
り

の
発

問
を

用
意

し
て

お

だ
か

ら
、

続
け

た
い

。
く

。

４
３

の
場

面
を

視
聴

し
て

、
話

し
合

う
。

・
お

父
さ

ん
の

気
持

ち
を

知
っ

た
後

の
「

ぼ

○
「

ぼ
く

」
は

、
お

父
さ

ん
の

ど
ん

な
気

持
ち

く
」

の
気

持
ち

を
、

再
度

紅
白

帽
子

で
表

開
を

知
り

ま
し

た
か

。
す

こ
と

で
、

気
持

ち
の

変
化

を
可

視
化

す

・
ぼ

く
を

は
げ

ま
そ

う
。

る
。

・
し

か
ら

れ
て

も
が

ん
ば

っ
て

き
た

。

－13－



・
み

ん
な

で
ま

も
っ

て
き

た
大

じ
な

ま
つ

り

展
だ

。

５
４

の
場

面
を

視
聴

し
て

、
話

し
合

う
。

・
「

ぎ
お

ん
ま

つ
り

」
の

迫
力

や
音

が
わ

か

◎
あ

な
た

が
「

ぼ
く

」
だ

っ
た

ら
、

ほ
こ

の
上

る
動

画
を

視
聴

さ
せ

、
イ

メ
ー

ジ
を

膨
ら

で
か

ね
を

た
た

き
な

が
ら

、
祇

園
祭

に
参

加
ま

せ
る

。

し
て

い
る

こ
と

を
ど

の
よ

う
に

思
う

で
し

ょ
・
「

ぼ
く

」
の

気
持

ち
の

変
化

を
確

か
め

て

開
う

。
か

ら
取

り
組

ま
せ

る
こ

と
で

、
祭

り
に

対

・
ぼ

く
も

ま
つ

り
を

ま
も

っ
て

い
き

た
い

。
す

る
人

々
の

思
い

に
気

付
け

る
よ

う
に

す

・
千

年
も

続
い

て
い

る
お

祭
り

に
参

加
で

き
て

る
。

う
れ

し
い

。
・

中
心

発
問

に
対

す
る

考
え

を
数

名
の

児
童

・
多

く
の

人
が

参
加

し
て

、
楽

し
い

。
に

聞
い

て
か

ら
、
ノ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

６
自

分
自

身
を

見
つ

め
る

。
・

地
域

の
祭

り
に

参
加

し
た

経
験

が
乏

し
い

○
今

ま
で

、
地

域
の

お
祭

り
に

参
加

し
た

と
き

、
児

童
に

、
生

活
科

で
取

り
組

ん
だ

町
探

検

ど
ん

な
こ

と
を

思
い

ま
し

た
か

。
な

ど
の

学
習

を
思

い
出

さ
せ

た
り

、
お

祭

・
た

く
さ

ん
の

人
が

い
て

、
と

て
も

楽
し

い
気

り
の

写
真

を
提

示
す

る
。

持
ち

に
な

っ
た

。
□

郷
土

の
文

化
や

生
活

に
親

し
み

や
愛

着
を

・
お

店
が

た
く

さ
ん

あ
っ

て
楽

し
い

な
と

思
っ

も
っ

て
関

わ
っ

て
い

こ
う

と
し

て
い

る
。

た
。

こ
れ

か
ら

も
ず

っ
と

続
い

て
ほ

し
い

と
（

ノ
ー

ト
）

思
う

。
・

何
を

書
け

ば
よ

い
か

迷
っ

て
い

る
児

童
に

・
こ

れ
か

ら
も

お
祭

り
に

参
加

し
た

い
。

は
、

自
分

は
こ

れ
か

ら
ど

う
し

て
い

き
た

い
か

を
書

か
せ

る
。

７
ゲ

ス
ト

テ
ィ

ー
チ

ャ
ー

の
方

の
話

を
聞

・
地

域
の

伝
統

や
行

事
を

進
め

て
い

る
人

に

終
く

。
来

て
い

た
だ

き
、

ど
の

よ
う

な
思

い
で

そ

末
○

ゲ
ス

ト
テ

ィ
ー

チ
ャ

ー
の

方
の

話
を

聞
き

ま
れ

ら
を

大
切

に
守

っ
て

き
た

の
か

に
つ

い

し
ょ

う
。

て
語

っ
て

も
ら

う
。

６
板

書
計

画

⑪
ぎ

お
ん

ま
つ

り
う

ま
く

で
き

な
い

お
父

さ
ん

は
く

手
や

か
ん

声
が

自
分

・
ぼ

く
を

は
げ

ま
そ

う
。

お
こ

っ
た

と
き

・
む

ず
か

し
い

か
ら

・
今

ま
で

ま
も

っ
て

き
た

地
域

の
祭

り
の

写
真

挿
絵

う
れ

し
か

っ
た

こ
と

や
め

た
い

。
大

じ
な

ま
つ

り
。

・
ほ

こ
が

ま
が

れ
た

こ
と

。

・
が

ん
ば

っ
て

つ
づ

け
る

。
・

た
く

さ
ん

の
人

が
い

て

・
気

も
ち

が
一

つ
に

な
っ

た
こ

と
。

と
て

も
楽

し
い

気
持

ち
に

・
ま

つ
り

に
さ

ん
か

で
き

て
い

る
な

っ
た

。
町

探
検

の
写

真

こ
と

。
・

ぼ
く

も
ま

つ
り

を
・

お
店

が
た

く
さ

ん
あ

っ
て

ま
も

っ
て

い
き

た
い

。
楽

し
い

な
と

思
っ

た
。

・
千

年
も

続
い

て
い

る
・

こ
れ

か
ら

も
ず

っ
と

続
い

ま
つ

り
に

さ
ん

か
で

き
て

て
ほ

し
い

と
思

う
。

う
れ

し
い

。
・

こ
れ

か
ら

も
お

祭
り

に

参
加

し
た

い
。

第
３
学
年

１
組
 
道

徳
科
学
習

指
導
案

 

日
 
時
 
令
和
６
年

11
月

2
1
日
（
木
）
３
校
時
 

対
 
象
 
３
年
１
組
 
2
9
名
 

指
導
者
 
教
諭
 
佐
井
 
颯
 

１
 
主
題
名
 
自
分
に
正
直
に
 
【
Ａ
 
正
直
、
誠
実
】
 

 ２
 
教
材
名
 
ま
ど
ガ
ラ
ス
と
魚
（
「
小
学
ど
う
と
く
 
生
き
る
力
３
」
日
本
文
教
出
版
）
 

 ３
 
主
題
設
定
の
理
由
 

（
１
）
ね
ら
い
と
す
る
道
徳
的
価
値
 

 
小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
特
別
の
教
科
道
徳
編
で
は
「
Ａ
 
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と
」
の
（
２
正

直
・

誠
実

）
の

３
・

４
学

年
指

導
内

容
項

目
の

中
で

、
「

過
ち

は
素

直
に

改
め

、
正

直
に

明
る

い
心

で
生

活
す

る
こ

と
。
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
 

 
児
童
が
健
康
的
で
積
極
的
に
自
分
ら
し
さ
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の
気
持
ち
に
偽
り
の
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
自
己
の
過
ち
を
認
め
、
改
め
て
い
く
素
直
さ
と
と
も
に
、
何
事
に
対

し
て
も
真
面
目
に
真
心
を
込
め
て
、
明
る
く
楽
し
い
生
活
を
心
掛
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

 
過
ち
や
失
敗
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
と
き
に
、
と
も
す
る
と
そ
の
こ
と
で
自
分
自
身
が
責

め
ら
れ
た
り
、
不
利
な
立
場
に
立
た
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
を
回
避
し
よ
う
と
し
て
う
そ
を
言
っ
た
り
、
ご
ま
か
し
を

し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
振
る
舞
い
は
あ
く
ま
で
も
一
時
し
の
ぎ
に
過
ぎ
ず
、
真
の
解
決

に
は
至
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
信
頼
を
失
う
ば
か
り
か
、
自
分
自
身
の
中
に
後
悔
や
自
責
の
念
、
強
い
良

心
の
呵
責
な
ど
が
生
じ
る
。
 

 
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
こ
と
が
正
直
な
心
で
あ
り
、
自
分
自
身
に
対
す
る
真
面
目
さ
で
あ
り
、
伸
び
伸

び
と
過
ご
そ
う
と
す
る
心
の
清
々
し
い
明
る
さ
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
誠
実
な
生
き
方
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 

 
児
童
の
発
達
段
階
に
お
い
て
は
、
興
味
の
拡
大
か
ら
自
己
中
心
的
な
言
動
を
し
、
失
敗
や
過
ち
を
起
こ
す
こ
と
や

自
己
保
身
か
ら
う
そ
や
ご
ま
か
し
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
う
そ
や
ご
ま
か
し
を
す
る
と
他
人
だ
け
で
な
く
自

分
自
身
も
偽
る
こ
と
に
な
り
、
不
快
な
感
情
を
も
ち
続
け
る
こ
と
に
気
付
か
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
こ
で
本

主
題
に
お
い
て
、
正
直
で
あ
る
こ
と
が
明
る
い
心
で
生
活
す
る
こ
と
に
繋
が
り
、
そ
れ
ら
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
は
大

変
意
義
の
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
 

 （
２
）
児
童
の
実
態
 

 
 
 
本
学
級
は
、
学
級
内
で
問
題
が
起
こ
っ
た
と
き
や
、
友
達
と
け
ん
か
を
し
た
と
き
は
、
正
直
に
過
ち
を
認
め
、
素

直
に
謝
る
こ
と
が
で
き
る
児
童
が
多
い
。
一
方
で
、
保
身
や
責
任
逃
れ
の
言
動
も
見
ら
れ
、
自
分
の
都
合
の
い
い
よ

う
に
解
釈
を
し
て
話
し
た
り
、
過
ち
を
認
め
ら
れ
ず
に
黙
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
り
す
る
児
童
も
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
実
態
を
ふ
ま
え
、
相
手
や
自
分
に
正
直
だ
か
ら
こ
そ
明
る
い
心
で
伸
び
伸
び
と
し
た
生
活
が
実
現
で
き

る
こ
と
を
実
感
さ
せ
た
い
。
 

 （
３
）
教
材
に
つ
い
て
 

 
 
 
本
教
材
は
、
窓
ガ
ラ
ス
を
割
っ
た
こ
と
を
隠
し
続
け
る
千
一
郎
が
、
近
所
の
お
姉
さ
ん
の
誠
実
な
態
度
に
接
し
た

こ
と
で
、
過
ち
を
認
め
よ
う
と
思
い
直
し
、
正
直
に
謝
り
に
行
き
許
し
て
も
ら
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
 

 
 
 
過
ち
を
隠
し
続
け
た
数
日
間
の
千
一
郎
の
行
動
か
ら
、
う
そ
や
ご
ま
か
し
は
自
分
を
苦
し
め
、
明
る
い
気
持
ち
で

過
ご
せ
な
い
こ
と
に
気
付
か
せ
た
い
。
ま
た
、
謝
り
に
行
っ
た
と
き
の
お
じ
い
さ
ん
と
の
や
り
と
り
か
ら
、
正
直
に

行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
の
曇
り
は
一
気
に
晴
れ
、
明
る
く
清
々
し
い
気
持
ち
に
変
わ
る
こ
と
を
つ
か
ま
せ
た
い
。 

 
 
 
指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
正
直
さ
に
つ
い
て
の
自
身
の
考
え
方
を
話
し
合
う
こ
と
で

自
分
事
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
心
の
バ
ロ
メ
ー
タ
を
活
用
し
、
心
情
を
可
視
化
さ
せ
る
こ
と
で
、

他
者
理
解
や
、
千
一
郎
の
心
情
の
変
化
を
考
え
さ
せ
る
手
立
て
と
し
た
い
。
そ
し
て
、
授
業
の
最
後
に
導
入
の
ア
ン

ケ
ー
ト
と
同
じ
発
問
を
す
る
こ
と
で
、
本
時
を
通
し
て
の
考
え
を
再
構
築
さ
せ
正
直
で
い
る
こ
と
の
価
値
に
気
付
か

せ
、
考
え
を
深
め
さ
せ
た
い
。
 

 ４
 
研
究
仮
説
と
の
関
連
 

   

仮
説
１

 
道
徳
科
に
お
い
て
、
発
問
を
吟
味
し
、
交
流
場
面
を
効
果
的
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
児
童
一
人
一
人
が
考
え
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
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事
前
に
正
直
さ
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
こ
と
で
自
分
の
生
活
を
振
り
返
り
、
自
分
事
と
し
て
考
え
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
 

 
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
を
行
っ
た
り
、
全
体
で
意
見
を
共
有
し
た
り
し
た
後
に
再
度
同
じ
発
問
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
し

い
自

分
の

見
方

・
考

え
方

を
も

ち
、

正
直

・
誠

実
に

つ
い

て
考

え
を

深
め

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
。
 

 ５
 
展
 
開
  

（
１
）

 ね
ら
い
 

 
 
 
 
千
一
郎
の
心
情
を
考
え
る
活
動
を
通
し
て
、
正
直
に
で
き
な
い
と
き
の
心
苦
し
さ
と
、
正
直
に
言
え
た
と
き
の

清
々
し
い
気
持
ち
に
気
付
き
、
正
直
に
明
る
い
心
で
元
気
よ
く
生
活
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
。
 

（
２
）

 展
開
（
１
／

１
時
）
 

 
 

 
 

学
 

習
 

活
 

動
 

○
発

問
 

◎
中

心
発

問
 

・
予

想
さ

れ
る

児
童

の
反

応
 

□
評
価
 
・
留
意
点

 
○
評
価
に
対
す
る
支
援

 
                             

１
 
本
時
の
課
題
を
把
握
す
る
。

 
正

直
で

い
る

こ
と

は
ど

う
し

て
大

切
な

の
だ

ろ
う

か
。

 
 

・
う

そ
を

つ
く

と
怒

ら
れ

る
か

ら
。

 
 

・
ば

れ
る

と
怖

い
か

ら
。

 
 

 
２

 
教

材
「

ま
ど

ガ
ラ

ス
と

魚
」

を
読

ん
で

話
し

合
う

。
 

○
ま

ど
ガ

ラ
ス

を
わ

っ
た

と
き

千
一

郎
は

逃
げ

な
が

ら
ど

ん
な

こ
と

を
思

っ
た

の
で

し
ょ

う
か

。
 

 
・

怒
ら

れ
た

く
な

い
。

 
 

・
ば

れ
な

け
れ

ば
大

丈
夫

だ
。

 
 ○

白
い

紙
を

見
た

と
き

千
一

郎
は

ど
ん

な
思

い
だ

っ
た

の
で

し
ょ

う

か
。

 
 

・
ま

だ
自

分
だ

と
ば

れ
て

い
な

い
。

 
 

・
お

家
の

人
は

お
こ

っ
て

い
る

か
な

。
 

 
・

正
直

に
言

っ
た

方
が

い
い

か
な

。
 

 ◎
正

直
に

な
れ

な
か

っ
た

千
一

郎
は

ど
う

し
て

正
直

に
な

れ
た

の
だ

ろ
う

か
。

 
 

・
や

っ
ぱ

り
う

そ
は

だ
め

だ
と

思
っ

た
か

ら
。

 
 

・
ず

っ
と

も
や

も
や

し
て

い
る

の
が

い
や

だ
か

ら
。

 
 

・
お

姉
さ

ん
を

見
習

お
う

と
思

っ
た

か
ら

。
 

 
・
お

姉
さ

ん
か

ら
も

ら
っ

た
ア

ジ
に

見
つ

め
ら

れ
て

い
る

よ
う

な
気

が
し

て
耐

え
ら

れ
な

く
な

っ
た

か
ら

。
 

 
・

お
姉

さ
ん

が
謝

っ
て

い
る

の
を

見
て

う
そ

を
つ

い
て

い
る

自
分

 

が
恥

ず
か

し
く

な
っ

た
か

ら
。

 
 ○

正
直

に
謝

り
ボ

ー
ル

を
返

し
て

も
ら

っ
た

と
き

千
一

郎
は

ど
ん

な

気
持

ち
だ

っ
た

の
だ

ろ
う

か
。

 

 ・
正

直
さ

に
つ

い
て

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
掲

示
し

、
本

時
の

道
徳

的

価
値

へ
繋

げ
る

。
 

  ・
心

の
バ

ロ
メ

ー
タ

ー
で

視
覚

的
に

表
し

自
分

事
と

し
て

捉
え

さ
せ

る
。

 
  ・

児
童

の
発

言
を

ゆ
さ

ぶ
り

正
直

に

な
れ

な
い

人
間

的
な

弱
さ

に
も

共

感
さ

せ
る

。
 

   ・
千

一
郎

の
気

持
ち

を
考

え
道
徳
ノ
ー

ト
に
書
か
せ
る
。

 
・
グ

ル
ー

プ
ト

ー
ク

を
行

い
、
友

達
の

考
え

に
触

れ
さ

せ
る

。
 

・
心

の
バ

ロ
メ

ー
タ

ー
で

視
覚

的
に

正
直

に
な

る
前

と
後

と
の

心
情

の

変
化

を
捉

え
さ

せ
る

。
 

   ・「
許

し
て

も
ら

え
な

か
っ

た
ら

謝
ら

な
い

方
が

良
か

っ
た

の
で

は
な

い

導 入  展 開  

 
                      

 
・

す
っ

き
り

し
た

。
 

 
・

許
し

て
も

ら
え

て
よ

か
っ

た
。

 
 

・
気

持
ち

い
い

。
 

   ○
正

直
で

い
る

こ
と

は
ど

う
し

て
大

切
な

の
で

し
ょ

う
か

。
 

 
・

自
分

も
相

手
も

お
互

い
が

い
い

気
持

ち
に

な
る

か
ら

。
 

 
・

自
分

に
自

信
が

も
て

る
か

ら
。

 
 ３

 
自

分
自

身
に

つ
い

て
振

り
返

る
 

○
本

時
の

振
り

返
り

と
正

直
に

な
っ

て
良

か
っ

た
自

身
の

経
験

を
書

 
 

く
。

 
・

正
直

に
す

る
と

相
手

も
気

持
ち

が
い

い
。

 
 

・
正

直
に

な
っ

て
自

信
を

も
っ

て
生

き
て

い
き

た
い

。
 

 
・

落
書

き
を

し
た

と
き

に
正

直
に

認
め

て
す

っ
き

り
し

た
。

 
 

・
落

と
し

た
ゴ

ミ
を

正
直

に
自

分
の

物
だ

と
認

め
、

ゴ
ミ

箱
に

捨
 

 
 

 
て

て
教

室
の

み
ん

な
も

気
分

が
良

く
な

っ
た

。
 

 ４
 

過
ち

や
失

敗
を

認
め

正
直

に
行

動
す

る
こ

と
に

つ
い

て
の

教
師

の
話

を
聞

く
。

 

だ
ろ

う
か

。」
と

い
う

補
助

発
問

に

よ
り

、
正

直
に

謝
る

こ
と

の
価

値

に
気

付
か

せ
る

。
 

・
お

じ
い

さ
ん

も
気

持
ち

が
晴

れ
た

こ
と

を
お

さ
え

る
。

 
 ・
再

度
同

じ
質

問
を

し
、
自

分
の

考
え

を
再

構
築

さ
せ

る
。

 
・

事
前

ア
ン

ケ
ー

ト
か

ら
の

変
容

を

見
取

る
。

 
 □

正
直

で
い

る
こ

と
の

大
切

さ
に

気

づ
き

、
正

直
に

明
る

い
心

で
元

気

よ
く

生
活

し
よ

う
と

す
る

気
持

ち

を
高

め
て

い
る

か
。
（

道
徳

ノ
ー

ト
・

発
言

）
 

○
正

直
に

行
動

す
る

前
後

の
後

ろ
め

た
さ

や
人

の
心

の
明

る
さ

を
想

起

さ
せ

る
。

 
・

教
師

自
身

の
経

験
を

話
し

余
韻

を

も
っ

て
終

わ
ら

せ
る

。
 

 （
６

）
板

書
計

画
 

    （
６

）
 

板
書

計
画

 
       

 

 

ま ど ガ ラ ス と 魚  

 

 

 

 

  

 

挿
絵

 
翌
朝
の
窓

 

正 直 で い る と ・ ・ ・ 

・ お 互 い が い い 気 持 ち に な る 。 

 ・ 自 分 に 自 信 が も て る 。  

挿
絵

 
翌
々
日
の
窓

 

挿
絵

 
千
一
郎
が
謝
る
場
面

 

・ や っ ぱ り う そ は だ め 

・ も や も や が い や だ 

・ お 姉 さ ん を 見 習 お う 

・ あ じ に 見 つ め ら れ て た え ら れ

な く な っ た 

・ あ や ま っ て い る お 姉 さ ん を 見

て 自 分 が は ず か し い 

・ ま だ ば れ て い な い  

・ お こ っ て い る か な  

・ あ や ま り に 行 っ た 方 が ・ ・ ・  

・ し か ら れ た く な い  

・ ば れ な け れ ば 大 丈 夫  

 

・ す っ き り し た  

・ ゆ る し て も ら え て よ か っ た  

・ も や も や が 晴 れ た  

終 末  
正 直 で い る こ と は ど う し て 大 切 な の だ ろ う 。  

挿
絵

 
謝

り
に

来
た

お
姉
さ
ん

 

す
っ
き
り

 

も
や
も
や
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第
４
学
年

１
組
 
道

徳
科
学
習

指
導
案

 

日
 
時
 
 
令
和
６
年
７
月
２
日
（
火
）
２
校
時
 

対
 
象
 
 
４
年
１
組
 
22

名
 

指
導
者
 
 
 Т

１
 
教
諭
 
島
内
 
郁
子
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Т
２
 
講
師
 
成
田
 
郁
野
 

 １
 
主
題
名
 
し
ん
ら
い
し
合
え
る
友
達
 
 
【
Ｂ
 
友
情
、
信
頼
】
 

 ２
 
教
材
名
 
い
の
り
の
手
 
（
「
小
学
道
徳
 
生
き
る
力
４
」
日
本
文
教
出
版
）
 

 ３
 
主
題
設
定
の
理
由
 

（
１
）
ね
ら
い
と
す
る
道
徳
的
価
値
 

 
小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
特
別
の
教
科
道
徳
編
で
は
「
Ｂ
 
主
と
し
て
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と
」
の
（
９

信
頼
・
友
情
）
の
３
・
４
学
年
指
導
内
容
項
目
の
中
で
、「

友
達
と
互
い
に
理
解
し
、
信
頼
し
、
助
け
合
う
こ
と
」
を

取
り
上
げ
て
い
る
。
 

 
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
友
達
は
不
可
欠
な
存
在
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
友
達
と
の
交
流
を
通
し
て
様
々
な
体
験

を
し
、
成
長
し
て
い
く
。
家
族
や
先
生
に
言
え
な
い
こ
と
で
も
、
友
達
に
な
ら
相
談
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。
心
か
ら

わ
か
り
合
い
、
信
頼
で
き
る
友
達
を
も
ち
た
い
、
ま
た
、
自
分
も
そ
の
よ
う
な
存
在
に
な
り
た
い
と
い
う
願
い
が
誰

し
も
あ
る
と
考
え
る
。
 

 
児
童
の
発
達
段
階
と
し
て
、
気
の
合
う
友
達
同
士
で
仲
間
を
つ
く
っ
て
自
分
た
ち
の
世
界
を
確
保
し
、
楽
し
も
う

と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
口
か
ら
親
友
と
い
う
言
葉
が
出
で
く
る
こ
と
も
多
く
な
る
。
し
か
し
、
そ
の

友
情
は
ま
だ
表
面
的
で
、
深
い
友
情
と
ま
で
言
え
な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
、
友
情
の
質
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、

互
い
に
信
じ
あ
っ
て
い
る
姿
に
感
動
さ
せ
、
深
い
友
情
に
対
す
る
憧
れ
を
も
た
せ
、
自
分
た
ち
も
そ
の
よ
う
な
友
情

で
結
ば
れ
る
よ
う
な
友
達
に
な
ろ
う
と
す
る
心
情
を
も
た
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

 （
２
）
児
童
の
実
態
 

 
 
 
本
学
級
の
子
ど
も
た
ち
は
男
女
の
仲
も
よ
く
、
休
み
時
間
に
は
み
ん
な
で
声
を
か
け
合
っ
て
体
育
館
で
ド
ッ
ジ
ビ

ー
を
し
た
り
、
教
室
で
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
る
。
遊
び
の
中
で
起
こ
っ
た
問
題
な
ど
も

子
ど

も
同

士
で

話
し

合
い

、
自

分
た

ち
で

ル
ー

ル
を

考
え

て
よ

り
よ

い
ク

ラ
ス

を
目

指
そ

う
と

す
る

場
面

も
あ

る
。
 
 
 
 

し
か
し
、
よ
く
発
言
す
る
友
達
の
言
う
こ
と
に
、
心
の
中
で
は
賛
成
で
き
な
く
て
も
、
友
達
に
同
調
す
る
行
動
を

と
る
と
い
っ
た
場
面
も
見
ら
れ
る
。
４
学
年
に
な
り
仲
間
意
識
が
高
ま
っ
て
集
団
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
く
一
方

で
、
自
分
の
利
害
に
こ
だ
わ
る
こ
と
で
、
友
達
と
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
少
な
く
は
な
い
。
 
 

そ
の
た
め
、
自
分
の
利
害
を
優
先
す
る
う
わ
べ
だ
け
の
友
達
で
は
な
く
、
助
け
合
い
、
信
頼
で
き
る
真
の
友
達
関

係
を
築
い
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
深
め
さ
せ
た
い
。
 

 （
３
）
教
材
に
つ
い
て
 

 
 
 
本
教
材
は
、
今
か
ら
五
百
年
ほ
ど
前
に
実
在
し
た
、
画
家
を
目
指
し
た
二
人
の
若
者
の
友
情
物
語
で
あ
る
。
二
人

は
貧
し
く
、
働
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
忙
し
す
ぎ
で
画
家
の
勉
強
が
で
き
な
い
。
そ
ん
な
中
、
ハ
ン
ス
は
一

人

が
働
い
て
、
一
人
が
絵
の
勉
強
を
す
る
と
い
う
提
案
を
す
る
。
先
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
を
行
か
せ
た
ハ
ン
ス
は
、
働
き
な

が
ら
仕
送
り
を
続
け
た
。
数
年
後
勉
強
を
終
え
帰
っ
て
き
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
、
ハ
ン
ス
の
手
を
見
て
涙
を
流
す
。
ハ

ン
ス
の
手
は
も
う
絵
描
き
に
な
れ
な
い
ほ
ど
変
わ
り
果
て
て
い
た
。
夢
を
諦
め
な
が
ら
友
達
を
信
頼
し
支
え
続
け
た

ハ
ン
ス
と
、
画
家
と
し
て
そ
の
手
を
描
く
こ
と
で
ハ
ン
ス
の
友
情
に
応
え
よ
う
と
し
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
崇
高
な
友
情

に
触
れ
る
こ
と
を
通
し
て
、
友
情
の
美
し
さ
を
感
じ
、
友
達
と
互
い
に
信
頼
し
助
け
合
お
う
と
す
る
素
晴
ら
し
さ
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
て
い
く
。
 

 
 
 
１
時
間
扱
い
の
教
材
で
あ
る
が
、
２
時
間
扱
い
と
し
て
取
り
扱
い
、
第
１
時
で
は
問
題
意
識
を
高
め
さ
せ
る
た
め
、

学
級
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
自
分
の
友
達
に
つ
い
て
の
考
え
方
や
、
今
ま
で
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
考
え
話
し
合

う
こ
と
で
、
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

 
 
そ
れ
を
踏
ま
え
本
時
で
は
、
心
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
を
活
用
し
心
情
を
可
視
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
対
話
の
糸
口
や
心
情

変
化
を
知
る
手
が
か
り
と
し
、
全
体
の
共
有
時
の
充
実
や
ペ
ア
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
で
の
話
合
い
の
内
容
を
深

め
さ
せ
て
い
き
た
い
。
 

デ
ュ
ー
ラ
ー
と
ハ
ン
ス
の
友
情
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
、
自
分
自
身
の
こ
と
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
日
頃
友
達

か
ら
向
け
ら
れ
て
い
る
温
か
い
友
情
に
気
づ
き
、
友
達
の
か
け
が
え
の
な
さ
を
よ
り
一
層
感
じ
、
友
達
と
お
互
い
に

信
頼
し
助
け
合
お
う
と
す
る
心
情
を
育
て
て
い
き
た
い
。
 

４
 
研
究
仮
説
と
の
関
連
 

      
指
導
に
あ
た
っ
て
事
前
に
、
自
分
の
友
達
に
対
す
る
見
方
・
考
え
方
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
こ
と
で
、
友
情
に

つ
い
て
振
り
返
え
ら
せ
、
自
分
事
と
し
て
考
え
さ
せ
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。
 

ま
た
、
対
話
的
な
学
び
を
し
て
い
く
た
め
に
、
全
体
で
話
し
合
う
だ
け
で
な
く
、
ペ
ア
・
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
、
友
達
の
意
見
・
考
え
方
を
し
っ
か
り
と
聞
き
、
新
し
く
発
展
さ
せ
た
自
分
の
見
方
・
考
え
方
を
も
ち
、
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
 

中
心
発
問
に
お
い
て
は
、
自
己
内
対
話
を
し
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
を
道
徳
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。
そ
の
後
、
全
体

で

話
し
合
い
、
自
分
や
友
達
の
意
見
に
共
感
し
た
り
比
べ
た
り
で
き
る
よ
う
に
板
書
に
整
理
す
る
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
ハ
ン
ス

双
方
の
気
持
ち
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
を
思
い
お
金
を
送
り
続
け
た
ハ
ン
ス
の
無
償
の
友
情
と
そ
れ
に
応

え
よ
う
と
す
る
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
思
い
を
多
面
的
・
多
角
的
に
捉
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
 

ま
た
、
補
助
発
問
を
行
い
、
よ
り
深
い
児
童
の
発
言
を
引
き
出
す
こ
と
で
、
互
い
に
理
解
し
、
信
頼
し
高
め
合
っ
て

い

け
る
よ
う
な
交
友
関
係
を
築
い
て
い
こ
う
と
す
る
心
情
を
育
て
た
い
。
 

 

 ５
 
展
 
開
  

（
１
）

 ね
ら
い
 

信
頼
し
合
い
、
つ
ら
い
と
き
は
力
を
合
わ
せ
て
助
け
合
い
、
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
し
た
二
人
の
友
情
の
美
し
さ
を

感
じ
、
友
達
と
お
互
い
に
信
頼
し
、
助
け
合
お
う
と
す
る
心
情
を
育
て
る
。

 
 

（
２
）

 展
開
（
２
／

２
時
）
 

 
 

 
 

学
 

習
 

活
 

動
 

○
発

問
 

◎
中

心
発

問
 

・
予

想
さ

れ
る

児
童

の
反

応
 

□
評
価
 
・
留
意
点

 
○
評
価
に
対
す
る
支
援

 
導 入

 
               

１
 
今
日
の
学
習
の
テ
ー
マ
を
把
握
す
る
。

 
○

親
友

と
は

、
ど

ん
な

友
達

で
し

ょ
う

か
。

 
 

・
相

談
に

の
っ

て
く

れ
る

。
 

 
・

本
音

で
話

し
合

う
こ

と
が

で
き

る
。

 
 

・
困

っ
て

い
る

時
に

助
け

て
く

れ
る

。
 

 
 

２
 

教
材

「
い

の
り

の
手

」
を

読
ん

で
話

し
合

う
。

 
○

親
友

（
友

達
）

が
困

っ
て

い
た

ら
何

で
も

で
き

ま
す

か
。

 
 

・
で

き
る

。
 

 
・

内
容

に
よ

っ
て

は
で

き
る

。
 

 ○
二

人
は

ど
の

よ
う

な
気

持
ち

で
別

れ
た

の
で

し
ょ

う
か

。
 

〔
デ
ュ
ー
ラ
ー
〕

 
・

先
に

勉
強

さ
せ

て
く

れ
て

あ
り

が
と

う
。

 
・

ハ
ン

ス
の

た
め

に
も

が
ん

ば
っ

て
勉

強
す

る
ぞ

。
 

  

・
前

時
の

学
習

で
出

て
い

た
友

達
に

つ
い

て
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

掲
示

し
本

時
の

道
徳

的
価

値
へ

繋
げ

る
。

 
    ・

心
の

バ
ロ

メ
ー

タ
ー

で
視

覚
的

に

表
し

、
自

分
事

と
し

て
捉

え
さ

せ

る
。

 
 ・「

祈
り

の
手

」
を

掲
示

す
る

。
 

・
約

束
を

交
わ

し
別

れ
る

時
の

ハ
ン

ス
と

デ
ュ

ー
ラ
ー
の
気

持
ち
を
話
し

合
う

こ
と

で
お

互
い

を
信

頼
し

て
い

る
二
人
の
関
係
を
捉
え
さ
せ
る
。

 
 

仮
説
１

 
道
徳
科
に
お
い
て
、
発
問
を
吟
味
し
、
交
流
場
面
を
効
果
的
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
児
童
一
人
一
人
が
考
え
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

 

－16－



展 開
 

                                      

〔
ハ

ン
ス

〕
 

・
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
ん
ば
れ
。
 

・
お

金
は

心
配

す
る

な
。

 
・

が
ん

ば
っ

て
働

く
か

ら
ね

。
 

 ○
３

年
た

っ
て

勉
強

が
終

わ
ら

ず
、
勉

強
を

続
け

て
い

る
デ
ュ
ー

ラ
ー

は
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

 
・

ハ
ン

ス
の

た
め

に
も

が
ん

ば
っ

て
勉

強
し

よ
う

。
 

・
早

く
絵

描
き

に
な

り
た

い
。

 
・

ハ
ン

ス
す

ま
な

い
。

も
う

少
し

だ
け

勉
強

さ
せ

て
く

れ
。

 
  ◎
「

い
の

る
手

」
を

見
た

ハ
ン
ス
は
ど
ん
な
こ
と
を
思
い
ま
し
た
か
。
ま

た
、「

い
の
る
手
」
に
こ
め
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
思
い
は
ど
ん
な
こ
と
で
し

ょ
う
か
。
 

〔
ハ

ン
ス

〕
 

・
君

な
ら

立
派

な
絵

描
き

に
な

る
と

思
っ

て
い

た
。

 
・

僕
の

分
も

が
ん

ば
っ

て
。

 
○

こ
の

ま
ま

だ
と

絵
が

か
け

な
く

な
っ

て
し

ま
う

と
分

か
っ

て
い

な

が
ら

お
金

を
送

り
続

け
た

の
は

な
ぜ

だ
ろ

う
。
（

補
助

発
問

）
 

・
が

ん
ば

っ
て

い
る

と
信

じ
て

い
た

か
ら

。
 

 
・

立
派

に
な

っ
て

帰
っ

て
き

て
く

れ
る

と
信

頼
し

て
い

た
か

ら
。

 
 〔

デ
ュ
ー
ラ
ー
〕

 
 

・
こ

の
手

の
お

か
げ

だ
。

 
 

・
君

の
手

を
こ

ん
な

に
し

て
し

ま
い

申
し

訳
な

い
。

 
 

・
あ

り
が

と
う

。
 

○
デ

ュ
ー

ラ
ー

は
何

に
感

謝
し

て
い

る
の

か
な

。
（

お
金

を
送

っ
て

く
れ

た
こ
と
だ
ろ
う
か
）
（
補
助
発
問
）
 

 
・

信
じ

て
く

れ
た

こ
と

。
 

 ○
ハ

ン
ス

と
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
ど
ん
な
関
係
で
す
か
。
二
人
の
友
情
に
つ
い

て
ど
う
思
い
ま
す
か
。
 

 
・
信
じ
合
っ
て
い
る
。
 

 
・
助
け
合
え
て
い
る
。

 
 ３

 
自

分
自

身
に

つ
い

て
振

り
返

る
 

○
友

達
と

は
ど

ん
な

存
在

で
あ

り
、
大

切
に

す
る

と
い

う
こ

と
は

ど
の

よ
う

な
こ

と
で

し
ょ

う
。

 
・

困
っ

て
い

る
と

き
に

助
け

合
う

こ
と

。
 

     ・
夢

に
向

か
っ

て
努

力
す

る
中

で
も

ハ
ン

ス
の

こ
と

を
忘

れ
ず

努
力

す

る
姿

に
気

付
か

せ
る

。
 

・
児

童
の

発
言

を
ゆ

さ
ぶ

り
、
も

っ
と

勉
強

し
た

い
と

思
っ

て
し

ま
う

人

間
的

な
弱

さ
に

も
共

感
さ

せ
る

。
 

 ・
ハ

ン
ス

と
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
双
方
の
気

持
ち

を
考

え
道

徳
ノ

ー
ト

に
書

か
せ

る
。
 

・
ペ

ア
ト

ー
ク

を
行

い
、
友

達
の

考
え

に
触

れ
る

。
 

・
補

助
発

問
を

行
い

児
童

の
考

え
を

さ
ら

に
引

き
出

し
全

体
で

共
有

す

る
。

 
・

絵
が

か
け

な
く

な
っ

て
し

ま
う

く

ら
い

働
い

た
ハ

ン
ス

の
デ

ュ
ー

ラ

ー
に

対
す

る
信

頼
と

、
そ

れ
に

応
え

よ
う

と
し

た
デ

ュ
ー

ラ
ー

の
気

持
ち

を
再
度
抑
え
る
。

 
      ・
ハ

ン
ス

と
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
姿
か
ら
こ

れ
か

ら
友

達
を

信
頼

し
助

け
合

お
う

と
す
る
気
持
ち
を
高
め
さ
せ
る
。

 
   □

友
達

と
の

関
係

を
考

え
、

こ
れ

か

ら
よ

り
よ

い
関

係
を

築
い

て
い

こ

う
と

す
る

気
持

ち
を

高
め

て
い

る

 
終 末

 
・

信
じ

て
あ

げ
る

こ
と

。
 

・
お

互
い

に
お

互
い

の
こ

と
を

思
い

や
る

こ
と

。
 

 ４
 

教
師

の
話

を
聞

く
。

 
○

友
達

か
ら

さ
れ

て
う

れ
し

か
っ

た
こ

と
、
友

達
が

い
た

か
ら

が
ん
ば

れ
た

こ
と

が
あ

り
、
そ

の
時

の
気

持
ち

を
大

切
に

し
て

い
く

こ
と

で

よ
り

よ
り

友
達

関
係

に
繋

げ
る

こ
と

が
で

き
る

と
い

う
こ

と
を

話

す
。

 

か
。（

道
徳

ノ
ー

ト
）

 
○

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
や

ハ
ン

ス
と

デ

ュ
ー

ラ
ー

の
関

係
、

自
分

な
ら

ど

う
し

て
ほ

し
い

か
等

を
基

に
考

え

る
よ

う
助

言
す

る
。

 
 ・

教
師

自
身

の
経

験
を

話
し

余
韻

を

も
っ

て
終

わ
ら

せ
る

。
 

 ６
 

板
書

計
画

 
       

い の り の 手  

友 達 と は ・ ・ ・  
          
 
 

 

・ 先 に 勉 強 さ せ て く れ て あ り が と う 。  

・ ハ ン ス の た め に も が ん ば っ て 勉 強 す る ぞ 。  
 
 
 
 
 

・ ハ ン ス の た め に が ん ば っ て 勉 強 し よ う 。  

・ 早 く 絵 描 き に な り た い 。  

・ ハ ン ス す ま な い 。 も う 少 し だ け 勉 強 さ せ て く れ 。  
 
 
 

・ こ の 手 の お か げ だ 。  

・ 君 の 手 を こ ん な に し て し ま い 申 し 訳 な い 。  

・ あ り が と う 。  

デ ュ ー ラ ー 

挿 絵  

ハ ン ス 挿 絵  

・ デ ュ ー ラ ー が ん ば れ 。 

・ お 金 は 心 配 す る な 。  

別 れ た 時  
 

３ 年 た っ て も 勉 強 が 終 わ ら ず 、 勉 強 を 続

け る デ ュ ー ラ ー の 気 持 ち  

二
人

が
相

談

す
る
挿
絵

 

い の る 手 を 見 た ハ ン ス  い の る 手 を か い た デ ュ ー ラ ー  い の る 手 の 挿 絵  

・ 君 な ら 立 派 に な る と 思 っ て い た 。  

・ ぼ く の 分 も が ん ば っ て ほ し い 。  

ハ ン ス と デ ュ ー ラ ー の 関 係 は ・ ・ ・ 

信 じ 合 っ て い る 

助 け 合 っ て い る  
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第
５

学
年

１
組

道
徳

科
学

習
指

導
案

日
時

令
和

６
年

1
0
月

3
0
日

（
水

）
２

校
時

対
象

５
年

１
組

1
9
名

指
導

者
教

諭
小

田
桐

侑
子

１
主

題
名

広
い

心
【

Ｂ
相

互
理

解
、

寛
容

】

２
教

材
名

折
れ

た
タ

ワ
ー

（
「

小
学

道
徳

生
き

る
力

５
」

日
本

文
教

出
版

）

３
主

題
設

定
の

理
由

（
１

）
ね

ら
い

と
す

る
道

徳
的

価
値

こ
の

主
題

の
含

む
価

値
は

、
内

容
項

目
「

相
互

理
解

、
寛

容
」

で
あ

る
。
「

自
分

の
考

え
や

意
見

を
大

切
に

す
る

と
と

も
に

、
謙

虚
な

心
を

も
ち

、
広

い
心

で
異

な
る

意
見

や
立

場
を

尊
重

す
る

」
こ

と
で

あ
る

。

５
年

生
の

段
階

に
お

い
て

は
、

自
分

の
も

の
の

見
方

や
考

え
方

に
つ

い
て

の
認

識
が

深
ま

る
こ

と
か

ら
、

相
手

の
も

の
の

見
方

、
考

え
方

と
の

違
い

を
そ

れ
ま

で
以

上
に

意
識

す
る

よ
う

に
な

る
。

ま
た

、
感

覚
が

近
い

も
の

同
士

が
接

近
し

、
そ

う
で

な
い

も
の

を
遠

ざ
け

よ
う

と
す

る
行

動
が

見
ら

れ
る

こ
と

が
あ

る
。

自
分

の
考

え
を

し
っ

か
り

も
て

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
こ

の
時

期
だ

か
ら

こ
そ

、
謙

虚
な

心
で

自
分

と
は

違
っ

た
考

え
に

も
耳

を
傾

け
、

相
互

理
解

に
努

め
て

い
け

る
よ

う
に

し
た

い
。

本
時

の
学

習
を

通
し

て
、

結
果

の
み

に
目

を
向

け
ず

、
そ

の
よ

う
な

行
為

を
と

る
に

至
っ

た
動

機
に

目

を
向

け
、
故

意
に

よ
る

も
の

で
な

け
れ

ば
許

そ
う

と
す

る
広

い
心

が
大

切
で

あ
る

こ
と

を
理

解
さ

せ
た

い
。

ま
た

、
人

間
に

は
、

誰
し

も
失

敗
を

し
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
る

と
い

う
こ

と
を

自
覚

し
、

相
手

の
立

場
を

考
え

、
寛

容
な

心
で

接
し

て
い

こ
う

と
い

う
心

情
を

育
て

て
い

く
こ

と
が

大
切

で
あ

る
と

考
え

る
。

そ
し

て
、

そ
の

謙
虚

さ
と

寛
容

さ
に

よ
っ

て
、

広
い

心
で

よ
り

よ
い

人
間

関
係

を
構

築
で

き
る

と
考

え
る

。

（
２

）
児

童
の

実
態

５
年

生
に

な
り

、
グ

ル
ー

プ
活

動
で

は
、

男
女

関
係

な
く

話
し

合
い

を
し

た
り

、
協

力
し

て
活

動
に

取

り
組

ん
だ

り
す

る
様

子
が

見
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。
ま

た
、

ア
ン

ケ
ー

ト
の

「
人

を
許

す
」

と
い

う
設

問
に

対
し

て
は

、
相

手
の

気
持

ち
に

寄
り

添
う

回
答

が
多

く
、

許
す

こ
と

は
良

い
こ

と
で

あ
る

と
ほ

と
ん

ど
の

児
童

が
認

識
し

て
い

る
。

し
か

し
、

自
分

の
失

敗
や

過
ち

に
対

し
て

自
覚

が
な

く
、

友
達

の
失

敗
や

間
違

い
を

強
く

指
摘

し
て

し
ま

う
児

童
も

い
る

。
ま

た
、

相
手

の
こ

と
を

考
え

ず
、

自
分

本
位

に
行

動
し

て
し

ま
い

、
互

い
に

気
持

ち
よ

く
過

ご
せ

な
い

こ
と

が
あ

る
。

そ
こ

で
、

本
時

で
は

、
相

手
の

失
敗

を
許

す
こ

と
に

つ
い

て
、

自
分

と
の

関
わ

り
で

捉
え

、
「

自
分

の

こ
と

を
振

り
返

る
」
「

相
手

の
立

場
に

立
つ

」
な

ど
、

多
面

的
・

多
角

的
に

考
え

を
深

め
ら

れ
る

よ
う

に

工
夫

す
る

こ
と

に
よ

り
、

誰
に

で
も

失
敗

が
あ

る
こ

と
を

理
解

し
た

上
で

相
手

の
立

場
や

気
持

ち
を

考
え

た
言

動
が

相
手

と
の

よ
り

よ
い

関
係

に
つ

な
が

っ
て

い
く

こ
と

に
つ

い
て

考
え

を
深

め
て

い
き

た
い

。

（
３

）
教

材
に

つ
い

て

本
教

材
の

主
人

公
の

ひ
ろ

し
は

、
給

食
当

番
で

マ
ス

ク
を

忘
れ

、
そ

の
こ

と
で

の
り

お
に

強
く

責
め

ら

れ
る

。
数

日
後

、
そ

の
の

り
お

に
一

生
懸

命
に

作
っ

た
作

品
を

壊
さ

れ
て

し
ま

い
、

悔
し

か
っ

た
が

、
故

意
で

は
な

い
失

敗
を

許
す

話
で

あ
る

。
ひ

ろ
し

に
と

っ
て

は
、

自
分

が
失

敗
し

た
と

き
に

強
い

口
調

で
許

そ
う

と
し

な
か

っ
た

の
り

お
に

、
大

事
な

作
品

を
故

意
で

な
い

に
せ

よ
壊

さ
れ

て
し

ま
っ

た
こ

と
は

、
な

か
な

か
許

せ
る

も
の

で
は

な
い

。
し

か
し

、
数

日
前

と
は

う
っ

て
変

わ
っ

て
う

つ
む

い
て

い
る

の
り

お
を

見
て

い
る

う
ち

に
「

誰
に

で
も

失
敗

は
あ

る
」

と
い

う
こ

と
に

気
付

い
て

い
く

と
い

う
内

容
で

あ
る

。

本
時

で
は

、
自

分
を

含
め

、
誰

に
で

も
失

敗
が

あ
る

こ
と

を
理

解
し

、
相

手
の

失
敗

を
許

す
こ

と
が

で

き
た

と
き

の
思

い
を

捉
え

る
こ

と
で

、
相

手
の

立
場

に
立

っ
て

広
い

心
で

許
そ

う
と

す
る

心
情

を
育

て
た

い
。

そ
の

た
め

に
、

登
場

人
物

の
行

動
を

自
分

事
と

し
て

捉
え

、
謝

る
こ

と
、

許
す

こ
と

が
よ

い
こ

と
で

あ
る

と
い

う
価

値
理

解
だ

け
で

な
く

、
登

場
人

物
の

気
持

ち
に

寄
り

添
い

、
辛

い
経

験
か

ら
相

手
を

許
す

こ
と

が
で

き
た

寛
容

な
部

分
に

気
付

か
せ

た
い

。

４
研

究
仮

説
と

の
関

連

仮
説

１

道
徳

科
に

お
い

て
、

発
問

を
吟

味
し

、
交

流
場

面
を

効
果

的
に

設
定

す
る

こ
と

で
、

児
童

一
人

一

人
が

考
え

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

。

①
発

問
の

工
夫

自
分

が
ひ

ろ
し

の
立

場
だ

っ
た

ら
許

せ
る

か
、

許
せ

な
い

か
の

理
由

を
問

う
こ

と
で

、
教

材
の

中
だ

け

の
話

に
さ

せ
な

い
よ

う
に

し
た

い
。

そ
の

た
め

に
、

ひ
ろ

し
の

葛
藤

を
心

情
メ

ー
タ

ー
で

示
し

、
思

い
を

視
覚

的
に

表
す

こ
と

で
、

許
す

こ
と

の
難

し
さ

や
良

さ
に

気
付

く
よ

う
に

す
る

。

②
交

流
場

面
の

工
夫

自
分

事
と

し
て

捉
え

ら
れ

る
よ

う
に

、
「

自
分

だ
っ

た
ら

ど
う

す
る

か
」

を
考

え
さ

せ
た

い
。

そ
の

考

え
た

こ
と

に
つ

い
て

ペ
ア

で
交

流
し

、
自

分
の

意
見

を
伝

え
る

こ
と

で
自

分
の

考
え

を
明

確
に

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
後

の
全

体
交

流
の

場
へ

生
か

し
た

い
。

仮
説

２

道
徳

科
と

各
教

科
、

総
合

的
な

学
習

の
時

間
、

特
別

活
動

と
の

関
連

を
図

り
、

地
域

素
材

を
生

か

し
た

体
験

活
動

や
交

流
活

動
を

行
う

こ
と

で
互

い
を

高
め

合
い

思
い

や
る

心
情

や
態

度
を

育
て

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
。

本
時

の
終

末
に

お
い

て
、

グ
ル

ー
プ

活
動

を
行

っ
て

き
て

う
れ

し
か

っ
た

こ
と

や
広

い
心

で
で

き
た

こ

と
に

つ
い

て
ア

ン
ケ

ー
ト

を
も

と
に

紹
介

し
、

そ
の

と
き

の
気

持
ち

を
思

い
出

し
や

す
く

す
る

。
そ

の
こ

と
が

実
生

活
に

生
か

そ
う

と
す

る
道

徳
的

実
践

意
欲

や
態

度
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
と

考
え

る
。

５
展

開

（
１

）
ね

ら
い

主
人

公
の

心
の

揺
れ

や
変

化
を

捉
え

る
活

動
を

通
し

て
、

誰
に

で
も

失
敗

は
あ

り
、

一
方

的
に

責

め
る

の
で

は
な

く
、

許
し

合
う

こ
と

が
、

よ
り

よ
い

人
間

関
係

を
築

く
こ

と
に

つ
な

が
る

こ
と

を
理

解
し

、
広

い
心

で
生

活
し

よ
う

と
す

る
心

情
を

育
て

る
。

（
２

）
展

開
（

１
／

１
時

） 学
習

活
動

□
評

価
・

留
意

点

○
発

問
◎

中
心

発
問

・
予

想
さ

れ
る

児
童

の
反

応
○

評
価

に
対

す
る

支
援

１
相

手
の

失
敗

を
許

せ
た

と
き

と
許

せ
な

か
っ

た
時

を
振

導
り

返
り

、
本

時
の

め
あ

て
を

つ
か

む
。

○
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
よ

り
、

友
達

の
間

違
い

や
失

敗
を

許
・

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

も
と

に

し
た

経
験

に
つ

い
て

話
し

合
う

。
本

時
の

学
習

の
ね

ら
い

と
す

・
係

の
仕

事
を

忘
れ

た
と

き
る

価
値

に
つ

い
て

、
児

童
一

入
・

部
活

で
失

敗
を

し
た

と
き

人
一

人
に

課
題

意
識

を
も

た

２
本

時
の

学
習

内
容

を
知

る
。

せ
る

。

め
あ

て

よ
り

よ
い

人
間

関
係

を
つ

く
る

た
め

に
、

ど
ん

な
心

が
大

切
だ

ろ
う

。
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３
教

材
「

折
れ

た
タ

ワ
ー

」
を

読
み

、
話

し
合

う
。

展
○

あ
な

た
が

ひ
ろ

し
の

立
場

だ
っ

た
ら

の
り

お
の

こ
と

を
許

・
心

情
メ

ー
タ

ー
を

活
用

し
、

す
こ

と
は

で
き

ま
す

か
。

理
由

も
考

え
ま

し
ょ

う
。

問
題

を
よ

り
自

分
の

事
と

し

許
せ

る
て

、
捉

え
ら

れ
る

よ
う

に
す

・
わ

ざ
と

や
っ

た
わ

け
で

は
な

い
。

る
。

・
の

り
お

は
反

省
し

て
い

る
。

・
マ

ス
ク

を
忘

れ
た

こ
と

を
責

許
せ

な
い

め
ら

れ
た

時
の

心
情

を
想

起

・
自

分
の

と
き

は
許

し
て

く
れ

な
か

っ
た

か
ら

。
さ

せ
る

。

・
大

切
に

し
て

い
た

も
の

を
壊

さ
れ

た
か

ら
。

○
ペ

ア
で

話
し

合
い

ま
し

ょ
う

。
・

ペ
ア

で
「

許
す

」
「

許
さ

な

・
自

分
だ

っ
た

ら
許

せ
な

い
と

思
う

。
自

分
の

と
き

は
許

し
い

」
に

つ
い

て
話

し
合

う
。

開
て

く
れ

な
か

っ
た

か
ら

。

・
許

し
て

あ
げ

よ
う

と
思

う
。

わ
ざ

と
じ

ゃ
な

か
っ

た
と

思

う
か

ら
。

○
自

分
は

許
し

ま
す

か
、

許
し

ま
せ

ん
か

、
考

え
を

発
表

し
・
「

許
す

」
「

許
せ

な
い

」
気

ま
し

ょ
う

。
持

ち
を

分
類

し
な

が
ら

板
書

を
す

る
。

○
う

つ
む

い
た

ま
ま

の
の

り
お

を
見

て
、

ひ
ろ

し
は

ど
ん

な
・

ひ
ろ

し
に

と
っ

て
ど

ん
な

思

こ
と

を
考

え
て

い
た

で
し

ょ
う

。
い

が
こ

も
っ

て
い

る
タ

ワ
ー

・
ぼ

く
の

と
き

は
許

し
て

く
れ

な
か

っ
た

の
に

。
な

の
か

を
し

っ
か

り
と

押
さ

・
の

り
お

は
わ

ざ
と

や
っ

て
い

た
わ

け
で

は
な

い
し

…
。

え
る

。

・
や

っ
ぱ

り
許

せ
な

い
。

・
の

り
お

が
タ

ワ
ー

を
倒

し
た

場
面

を
教

師
が

実
際

に
行

う

こ
と

で
、

そ
の

場
面

の
状

況

を
想

起
し

や
す

い
よ

う
に

す

る
。

◎
の

り
お

を
許

す
こ

と
が

で
き

た
の

は
、

ど
ん

な
気

持
ち

か
・

補
助

発
問

で
「

か
わ

い
そ

う

ら
で

し
ょ

う
。

だ
と

い
う

心
だ

け
で

し
ょ

う

・
の

り
お

は
わ

ざ
と

や
っ

た
わ

け
で

は
な

い
。

か
。
」

と
投

げ
か

け
、

失
敗

・
壊

さ
れ

た
の

は
悔

し
い

が
、

誰
に

で
も

失
敗

は
あ

る
。

は
誰

に
で

も
あ

る
と

い
う

気

・
自

分
が

マ
ス

ク
を

忘
れ

た
と

き
と

同
じ

だ
。

持
ち

ま
で

考
え

さ
せ

る
。

・
自

分
も

許
し

て
ほ

し
か

っ
た

。
□

誰
に

で
も

失
敗

が
あ

る
こ

と

・
誰

に
で

も
失

敗
は

あ
る

。
を

理
解

し
た

う
え

で
、

相
手

の
過

ち
を

許
そ

う
と

す
る

ひ

ろ
し

の
思

い
を

捉
え

る
こ

と

で
、

よ
り

よ
い

人
間

関
係

を

築
く

こ
と

が
で

き
た

こ
と

に

つ
い

て
考

え
て

い
る

か
。

（
道

徳
ノ

ー
ト

・
発

言
）

○
「

か
わ

い
そ

う
。
」

と
い

う

理
由

だ
け

で
許

す
こ

と
が

で

き
る

の
か

、
と

い
う

視
点

で

考
え

さ
せ

る
。

○
こ

の
あ

と
二

人
は

ど
ん

な
関

係
に

な
っ

た
と

思
い

ま
す

・
全

体
の

話
合

い
活

動
を

通
し

か
。

て
、

広
い

心
で

相
手

を
許

す

・
良

く
な

っ
た

と
思

う
。

こ
と

で
、

自
分

や
相

手
の

気

・
も

っ
と

仲
良

く
な

っ
た

。
持

ち
、

自
分

と
相

手
と

の
関

係
に

も
た

ら
す

良
い

影
響

に

気
付

か
せ

た
い

。

○
「

相
手

を
許

す
」

こ
と

の
よ

さ
を

見
つ

け
ま

し
ょ

う
。

・
許

す
に

は
、

広
い

心
で

受
け

入
れ

る
こ

と
。

・
相

手
の

立
場

を
考

え
る

こ
と

で
、

自
分

に
も

同
じ

こ
と

が

あ
る

か
も

し
れ

な
い

と
思

う
こ

と
で

、
許

す
。

・
い

い
関

係
が

で
き

る
。

・
お

互
い

、
い

や
な

気
持

ち
に

な
ら

な
い

。

・
す

っ
き

り
す

る
。

終
４

教
材

で
考

え
た

こ
と

や
気

付
い

た
こ

と
を

基
に

、
自

分

末
自

身
を

振
り

返
る

。

○
グ

ル
ー

プ
活

動
を

行
っ

て
き

て
う

れ
し

か
っ

た
こ

と
や

広
・

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

か
ら

、

い
心

で
で

き
た

こ
と

に
つ

い
て

紹
介

し
ま

し
ょ

う
。

こ
れ

か
ら

の
生

活
を

考
え

さ

せ
、

お
互

い
に

許
し

合
う

こ

と
で

よ
り

よ
い

人
間

関
係

に

つ
な

が
っ

て
い

く
こ

と
に

気

付
か

せ
た

い
。

６
板

書
計

画

折 れ た タ ワ ー

よ り よ い 人 間 関 係 を つ く る た め に は ど ん な 心 が

大 切 だ ろ う 。
ひ ろ し の り お

マ ス ク 忘 れ た タ ワ ー こ わ し た

怒 ら れ た

・ わ ざ と や っ た わ け で は ・ 自 分 の と き は ゆ る し て

な い く れ な か っ た か ら

・ の り お は 反 省 し て い る ・ 大 切 な も の を こ わ さ れ

た か ら

◎ ひ ろ し が の り お を 許 す こ と が で き た の は 、 ど ん

な 気 持 ち か ら で し ょ う 。

・ の り お は わ ざ と や っ た わ け で は な い 。

・ 壊 さ れ た の は 悔 し い が 、 誰 に で も 失 敗 は あ る 。

・ 誰 に で も 失 敗 は あ る 。

○ 「 相 手 を 許 す こ と 」 の よ さ っ て 何 ？

・ 広 い 心 で 受 け 入 れ る こ と で 、 い い 関 係 が で き る 。

・ お 互 い い や な 気 持 ち に な ら な い 。

・ 相 手 を 許 す 心

・ 広 い 心

許 せ る 許 せ な い

－19－



第
６

学
年

１
組

道
徳

科
学

習
指

導
案

日
時

令
和

６
年

1
0
月

９
日

(
水

)
２

校
時

対
象

６
年

１
組

2
5
名

指
導

者
教

諭
佐

藤
伸

子

１
主

題
名

誠
実

に
生

き
る

【
Ａ

正
直

、
誠

実
】

２
教

材
名

手
品

師
(
「

小
学

道
徳

生
き

る
力

６
」

日
本

文
教

出
版

)

３
主

題
設

定
の

理
由

（
１

）
ね

ら
い

と
す

る
道

徳
的

価
値

誠
実

な
生

活
を

送
る

こ
と

は
、

人
間

に
と

っ
て

大
き

な
課

題
で

あ
る

。
自

分
自

身
に

対
し

て
、

ま
た

相
手

に
対

し
て

誠
実

に
行

動
す

る
こ

と
は

、
人

と
信

頼
関

係
を

築
く

う
え

で
も

、
自

ら
の

誇
り

や
自

信
を

保
つ

う
え

で
も

重
要

な
こ

と
で

あ
る

。
し

か
し

、
人

は
と

き
に

、
私

利
私

欲
を

優
先

し
、

自
分

に
都

合
の

良
い

行
動

を
し

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

る
。

そ
の

結
果

、
相

手
を

傷
つ

け
、

他
者

か
ら

の
信

頼
を

失
い

、
自

責
の

念
や

良
心

の
呵

責
が

心
の

中
に

生
じ

て
し

ま
う

。
明

る
く

伸
び

伸
び

と
し

た
気

持
ち

で
生

活
を

す
る

に
は

、
そ

う
し

た
弱

さ
を

乗
り

超
え

、
自

分
の

良
心

に
従

っ
て

行
動

す
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
自

分
自

身
に

誠
実

で
あ

る
こ

と
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

ら
れ

る
よ

う
に

指
導

し
た

い
。

（
２

）
児

童
の

実
態

お
互

い
に

失
礼

の
な

い
よ

う
に

気
を

付
け

て
、

穏
や

か
に

接
す

る
こ

と
が

で
き

、
や

る
べ

き
こ

と
を

き
ち

ん
と

や
ろ

う
と

す
る

児
童

が
多

い
。

し
か

し
、

と
き

に
は

こ
う

し
た

方
が

正
し

い
と

わ
か

っ
て

い
て

も
、

損
得

を
行

動
の

基
準

に
し

て
し

ま
っ

た
り

、
や

り
た

い
こ

と
を

優
先

し
て

し
ま

っ
た

り
す

る
こ

と
が

あ
る

。
本

時
で

は
、

そ
う

し
た

不
安

定
さ

や
誠

実
で

あ
る

こ
と

の
難

し
さ

に
つ

い
て

、
自

分
と

関
わ

ら
せ

な
が

ら
考

え
さ

せ
た

い
。

ま
た

、
女

子
は

、
何

事
に

も
誠

実
に

取
り

組
む

が
、

学
期

ご
と

に
行

っ
て

い
る

学
校

生
活

ア
ン

ケ
ー

ト
の

自
己

評
価

が
低

い
傾

向
に

あ
る

。
理

由
と

し
て

は
、

誠
実

に
行

動
す

る
こ

と
は

あ
た

り
ま

え
だ

と
思

っ
て

い
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。
そ

の
こ

と
か

ら
自

分
の

長
所

と
し

て
と

ら
え

ら
れ

な
か

っ
た

り
、

誠
実

に
行

動
で

き
る

嬉
し

さ
を

意
識

し
て

い
な

か
っ

た
り

す
る

と
考

え
ら

れ
る

。
そ

こ
で

、
具

体
的

な
自

分
の

行
動

と
結

び
付

け
な

が
ら

価
値

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

る
こ

と
で

、
自

分
自

身
に

誠
実

に
行

動
で

き
る

こ
と

は
尊

い
こ

と
で

あ
り

、
人

に
対

し
て

も
自

分
に

対
し

て
も

喜
び

を
も

た
ら

す
こ

と
、

自
信

に
な

る
こ

と
に

つ
い

て
気

付
か

せ
、

自
分

の
良

心
に

従
っ

て
行

動
す

る
こ

と
の

良
さ

を
実

感
さ

せ
た

い
。

（
３

）
教

材
に

つ
い

て
主

人
公

で
あ

る
「

腕
は

い
い

が
あ

ま
り

売
れ

な
い

手
品

師
」

は
、

大
劇

場
の

ス
テ

ー
ジ

に
立

て
る

日
が

来
る

の
を

願
っ

て
腕

を
磨

い
て

い
た

。
あ

る
日

、
手

品
師

は
道

端
に

し
ょ

ん
ぼ

り
と

し
ゃ

が
み

こ
ん

で
い

る
少

年
に

出
会

う
。

そ
の

子
が

父
親

を
失

い
、

働
き

に
出

て
い

る
母

親
も

何
日

も
帰

っ
て

来
な

い
と

い
う

境
遇

で
、

寂
し

い
思

い
を

し
て

い
る

こ
と

を
知

っ
た

手
品

師
は

、
自

分
の

手
品

で
男

の
子

を
元

気
づ

け
る

。
そ

し
て

、
明

日
も

必
ず

会
い

に
来

る
と

男
の

子
と

約
束

を
交

わ
す

。
と

こ
ろ

が
、

そ
の

日
の

夜
、

手
品

師
に

大
劇

場
の

ス
テ

ー
ジ

へ
の

誘
い

が
舞

い
込

む
。

迷
い

に
迷

っ
た

手
品

師
は

、
葛

藤
の

末
に

そ
の

誘
い

を
断

り
、

男
の

子
と

の
約

束
を

守
る

決
心

を
す

る
。

そ
し

て
、

翌
日

も
男

の
子

の
た

め
に

素
晴

ら
し

い
手

品
を

演
じ

る
と

い
う

内
容

で
あ

る
。

児
童

に
は

、
大

劇
場

の
ス

テ
ー

ジ
に

立
つ

自
分

の
夢

と
自

分
を

心
か

ら
待

っ
て

く
れ

て
い

る
男

の
子

と
の

約
束

の
間

で
揺

れ
る

手
品

師
の

思
い

に
共

感
さ

せ
な

が
ら

、
葛

藤
す

る
手

品
師

の
気

持
ち

に
つ

い
て

十
分

に
考

え
さ

せ
た

い
。

そ
う

す
る

こ
と

で
、

自
分

の
損

得
で

行
動

し
て

し
ま

い
そ

う
に

な
る

弱
さ

と
、

そ
こ

を
乗

り
超

え
て

誠
実

に
行

動
で

き
た

と
き

の
晴

れ
晴

れ
と

し
た

気
持

ち
に

気
付

か
せ

た
い

。
そ

し
て

、
相

手
に

対
し

て
も

自
分

自
身

に
対

し
て

も
誠

実
に

行
動

す
る

こ
と

の
良

さ
に

つ
い

て
考

え
を

深
め

た
い

。

４
研

究
仮

説
と

の
関

連
仮

説
１

道
徳

科
に

お
い

て
、

発
問

を
吟

味
し

、
交

流
場

面
を

効
果

的
に

設
定

す
る

こ
と

で
、

児
童

一
人

一
人

が
考

え
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
。

①
発

問
の

工
夫

・
損

得
で

考
え

て
し

ま
う

利
己

的
な

気
持

ち
と

、
相

手
に

対
し

て
も

自
分

に
対

し
て

も
誠

実
で

あ
り

た
い

と
い

う
二

つ
の

気
持

ち
の

間
で

葛
藤

す
る

手
品

師
の

心
の

中
を

十
分

考
え

さ
せ

る
。

そ
の

こ
と

か
ら

誠
実

で
あ

る
こ

と
の

難
し

さ
に

気
付

か
せ

、
男

の
子

と
の

約
束

を
守

る
決

断
に

至
っ

た
手

品
師

の
気

持
ち

を
深

く
考

え
る

必
要

感
に

つ
な

げ
た

い
。

そ
し

て
、

自
分

自
身

に
誠

実
に

行
動

で
き

な
か

っ
た

と
き

の
良

心
の

痛
み

や
自

分
自

身
に

誠
実

に
行

動
で

き
た

時
の

晴
れ

晴
れ

と
し

た
明

る
い

気
持

ち
な

ど
に

つ
い

て
気

付
か

せ
た

い
。

②
話

合
い

の
工

夫
・

悩
ん

で
い

る
と

き
の

手
品

師
の

心
を

一
人

一
台

端
末

の
「

心
の

数
直

線
」
（
「

夢
や

こ
れ

か
ら

の
生

活
の

た
め

に
舞

台
へ

行
き

た
い

」
を

赤
・
「

男
の

子
と

の
約

束
を

守
り

た
い

」
を

青
）
で

示
し

、
ペ

ア
で

考
え

を
伝

え
合

う
こ

と
で

、
自

分
の

考
え

を
明

確
に

す
る

と
と

も
に

、
手

品
師

の
葛

藤
す

る
心

に
つ

い
て

深
く

考
え

さ
せ

る
。

・
教

師
が

モ
ニ

タ
ー

で
そ

れ
ぞ

れ
の

「
心

の
数

直
線

」
の

状
態

を
把

握
し

、
意

見
が

似
て

い
る

児
童

を
意

図
的

に
指

名
し

な
が

ら
、

手
品

師
の

葛
藤

す
る

気
持

ち
に

つ
い

て
全

体
で

話
合

い
を

進
め

て
い

く
。

仮
説

２
道

徳
と

各
教

科
、

総
合

的
な

学
習

の
時

間
、

特
別

活
動

と
の

関
連

を
図

り
、

地
域

素
材

を
生

か
し

た
体

験
活

動
や

交
流

活
動

を
行

う
こ

と
で

、
互

い
を

高
め

合
い

、
思

い
や

る
心

情
や

態
度

を
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

。

①
国

語
科

と
の

関
連

・
国

語
の

学
習

で
「

誠
」

の
漢

字
の

学
習

を
す

る
際

、
「

誠
実

」
と

い
う

言
葉

に
つ

い
て

意
味

調
べ

を
す

る
。

そ
し

て
、

「
自

分
自

身
の

損
得

に
と

ら
わ

れ
ず

、
周

囲
の

人
や

状
況
に
対
し
て
最
も
良
い
と
思
わ
れ
る
言
動
を
す
る
こ
と
」「

私
利

私
欲

を
ま

じ
え

ず
、

真
心

を
も

っ
て

人
や

物
事

に
対

す
る

こ
と

」
「

良
心

に
従

っ
て

行
動

す
る

こ
と

」
な

ど
の

意
味

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
行

動
と

結
び

付
け

て
理

解
さ

せ
る

よ
う

に
す

る
。

②
「

い
い

な
の

星
空

」
の

活
動

と
の

関
連

・
自

分
を

振
り

返
り

、
誠

実
に

行
動

で
き

た
経

験
や

そ
の

時
の

気
持

ち
に

つ
い

て
語

る
場

面
で

は
、

毎
週

お
互

い
の

頑
張

り
や

善
い

行
い

に
つ

い
て

認
め

合
っ

て
い

る
「

い
い

な
の

星
空

」
の

カ
ー

ド
か

ら
、

誠
意

あ
る

行
動

に
つ

い
て

書
い

て
あ

る
も

の
を

選
ん

で
紹

介
す

る
。

誠
実

な
行

動
で

あ
る

と
友

達
に

認
め

ら
れ

て
い

る
と

い
う

安
心

感
を

も
た

せ
る

こ
と

で
、

そ
の

と
き

の
気

持
ち

を
思

い
出

し
や

す
く

す
る

。

５
展

開
（

１
）

ね
ら

い
迷

っ
た

末
に

誠
実

に
行

動
し

た
手

品
師

の
思

い
を

通
し

て
、

誠
実

な
行

動
は

、
私

利
私

欲
を

優
先

し
よ

う
と

す
る

気
持

ち
を

乗
り

超
え

た
先

に
あ

る
こ

と
や

、
自

分
自

身
に

誠
実

に
行

動
す

る
こ

と
で

喜
び

を
得

ら
れ

る
こ

と
に

気
付

か
せ

、
明

る
い

気
持

ち
で

生
活

し
よ

う
と

す
る

心
情

を
育

て
る

。
（

２
）

展
開

学
習

活
動

・
主

な
発

問
と

予
想

さ
れ

る
児

童
の

反
応

□
評

価
・

留
意

点
〇

発
問

◎
中

心
発

問
・

予
想

さ
れ

る
児

童
の

反
応

○
評

価
に

対
す

る
支

援

１
「

誠
実

」
に

つ
い

て
考

え
る

。
・

児
童

の
発

言
を

受
け

止
め

、
「

誠
実

」
の

〇
人

の
誠

実
さ

は
ど

ん
な

と
き

に
感

じ
ま

す
か

。
意

味
に

つ
い

て
確

認
す

る
。

導
・

約
束

を
守

っ
て

く
れ

た
と

き
入

・
そ
う
じ
を
適
当
に
や
ら
な
い
で
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
の
を
見
た

「
損

得
に

と
ら

わ
れ

ず
、

真
心

を
も

っ
て

行
と

き
動

す
る

様
子

」
・

毎
日

き
ち

ん
と

提
出

物
を

出
し

た
り

委
員

会
の

仕
事

を
や

っ
た

「
言

動
に

う
そ

や
ご

ま
か

し
が

な
く

、
良

心
り

し
て

い
る

人
に

従
っ

て
行

動
す

る
様

子
」

〇
本

時
の

課
題

を
確

認
す

る
。

誠
実

に
行

動
す

る
良

さ
と

は
何

だ
ろ

う
。

２
「

手
品

師
」

を
読

ん
で

話
し

合
う

。
・

教
師

の
範

読

〇
男

の
子

に
手

品
を

披
露

し
て

あ
げ

て
い

る
と

き
、

手
品

師
は

ど
・

手
品

師
と

男
の

子
の

人
と

な
り

、
状

況
に

ん
な

こ
と

を
思

っ
て

い
た

の
で

し
ょ

う
。

つ
い

て
確

認
す

る
。

・
小

さ
い

の
に

ど
ん

な
に

悲
し

く
て

不
安

だ
ろ

う
。

・
男

の
子

の
か

わ
い

そ
う

な
状

況
と

不
安

と
・

父
親

が
亡

く
な

り
、

母
親

も
仕

事
か

ら
帰

っ
て

来
な

い
と

は
、

悲
し

み
に

つ
い

て
確

認
す

る
。

か
わ

い
そ

う
に

。
な

ん
と

か
元

気
づ

け
て

あ
げ

た
い

。
・

笑
っ

て
く

れ
た

。
よ

か
っ

た
。

う
れ

し
い

。
明

日
も

一
緒

に
い

て
あ

げ
よ

う
。

展
〇

迷
い

に
迷

っ
て

い
る

手
品

師
の

気
持

ち
を

考
え

て
み

ま
し

ょ
う

。
・

悩
ん

で
い

る
と

き
の

手
品

師
の

心
を

一
人

開
【

大
劇

場
へ

行
く

】
一

台
端

末
の

「
心

の
数

直
線

」
で

示
す

。
・

夢
を

か
な

え
る

チ
ャ

ン
ス

だ
。

絶
対

に
行

き
た

い
。

（
「

大
劇

場
に

行
き

た
い

」
を

赤
・
「

男
の

子
・

有
名

に
な

れ
る

ぞ
。

こ
れ

で
生

活
も

楽
に

な
る

。
と

の
約

束
を

守
り

た
い

」
を

青
）

・
男

の
子

に
は

今
度

会
っ

た
と

き
に

謝
れ

ば
い

い
。

・
ペ

ア
で

手
品

師
の

心
の

中
を

話
し

合
う

。
・

全
体
の
交
流
の
時
は
、
児
童
の
心
の
数
直

線
【

男
の

子
と

の
約

束
を

守
る

】
を
教
師
が
把
握
し
、
意
図
的
指
名
に
生

か
す
。

・
男

の
子

と
の

約
束

を
守

る
べ

き
だ

。
・
「

約
束

は
守

る
べ

き
だ

。
」

と
い

う
意

見
が

・
ぼ

く
が

行
か

な
か

っ
た

ら
、
ど

ん
な

に
が

っ
か

り
す

る
だ

ろ
う

。
大

多
数

に
な

っ
た

場
合

は
、
「

自
分

の
夢

・
大
舞
台
に
立
て
て
も
男
の
子
の
こ
と
が
気
に
な
る
だ
ろ
う
。

や
生

活
を

大
切

に
思

う
ん

じ
ゃ

な
い

？
」

と
い

う
補

助
発

問
を

用
意

し
て

お
き

、
人

◎
手

品
師

が
男

の
子

と
の

約
束

を
守

っ
た

理
由

は
何

だ
ろ

う
。

間
的

な
理

解
に

繋
げ

る
。

・
か

わ
い

そ
う

な
男

の
子

を
こ

れ
以

上
傷

つ
け

た
く

な
い

。
・

道
徳

ノ
ー

ト
に

書
か

せ
る

。
・

男
の

子
を

悲
し

ま
せ

る
こ

と
が

わ
か

っ
て

い
る

の
に

自
分

の
こ

□
誠
実
に
行
動
す
る
こ
と
で
喜
び
を
感
じ
た

り
、

と
を

優
先

す
る

の
は

恥
ず

か
し

く
感

じ
る

。
誠
実
に
行
動
で
き
な
い
こ
と
で
胸
が

痛
む
こ
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・
男

の
子

を
傷

つ
け

て
大

き
な

舞
台

に
立

て
て

も
、

心
か

ら
喜

と
を
感
じ
取
っ
た
か
。
(発

言
・
ノ
ー
ト
）

べ
な

い
。

良
心

が
痛

む
。

〇
劇

場
に

行
っ

た
と

き
、

ど
う

い
う

気
持

ち
に

な
る

か
、
と

い
う

視
点

で
考

え
さ

せ
る

。

３
誠

実
に

行
動

す
る

こ
と

に
つ

い
て

考
え

る
。

・
自

分
の

生
活

の
中

で
、

誠
実

に
行

動
で

き
〇

自
分

た
ち

も
誠

実
に

行
動

し
た

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

か
。

そ
の

た
経

験
や

そ
の

時
の

気
持

ち
を

想
起

さ
せ

と
き

ど
ん

な
気

持
ち

に
な

り
ま

し
た

か
。

る
。

そ
の

時
の

晴
れ

や
か

な
気

持
ち

に
気

・
委

員
会

付
か

せ
る

。
・

係
活

動
・
「

い
い

な
の

星
空

」
の

カ
ー

ド
を

紹
介

す
・

行
事

で
の

が
ん

ば
り

る
。

〇
誠

実
に

行
動

す
る

良
さ

と
は

何
だ

と
思

い
ま

す
か

。
・

相
手

を
傷

つ
け

な
い

。
・

周
り

の
人

か
ら

信
頼

さ
れ

る
。

・
自

分
の

良
心

を
大

切
に

す
る

こ
と

で
、
明

る
い

気
持

ち
に

な
る

。
・

良
心

が
痛

ま
な

い
。

終
４

教
師

の
説

話
を

聞
く

。
・

教
師
自
身
の
誠
実
に
関
す
る
体
験
談
を
話

す
。

末

５
板

書
計

画

手
品

師

男
の

子

サ
ポ

ー
ト

ル
ー

ム
１

 
道

徳
科

学
習

指
導

案
 

 

日
 

時
 

 
令

和
６

年
８

月
28

日
（

水
）

２
校

時
 

対
 

象
 

 
サ

ポ
ー

ト
ル

ー
ム

１
 
１

年
  
１
名

 

指
導

者
 
 
 教

諭
 
村

元
 
周

子
  

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
  

 １
 
主

題
名

 
う

そ
ば

か
り

つ
い

て
い

る
と

 
【

Ａ
 
正

直
、

誠
実

】
 

 ２
 
教

材
名

 
ひ

つ
じ

か
い

の
こ

ど
も

 
（
「

し
ょ

う
が

く
 
ど

う
と

く
 
い

き
る

ち
か

ら
１

」
日

本
文

教
出

版
）

 

 ３
 
主

題
設

定
の

理
由

 

（
１

）
ね

ら
い

と
す

る
道

徳
的

価
値

 

 
小

学
校

学
習

指
導

要
領

解
説

特
別

の
教

科
道

徳
編

で
は

「
A
 

主
と

し
て

自
分

自
身

に
関

す
る

こ
と

」
の

（
２

正

直
・
誠

実
）
の

１
・
２

年
生

指
導

内
容

項
目

の
中

で
、「

う
そ

を
つ

い
た

り
ご

ま
か

し
た

り
し

な
い

で
、
素

直
に

伸
び

伸
び

と
生

活
す

る
こ

と
」

を
取

り
上

げ
て

い
る

。
 

 
過

ち
や

失
敗

は
誰

に
で

も
起

こ
り

得
る

こ
と

で
あ

る
。
そ

の
と

き
に

、
と

も
す

る
と

そ
の

こ
と

で
自

分
自

身
が

責

め
ら

れ
た

り
、
不

利
な

立
場

に
立

た
さ

れ
た

り
す

る
こ

と
を

回
避

し
よ

う
と

し
て

う
そ

を
言

っ
た

り
、
ご

ま
か

し
た

り
す

る
こ

と
が

あ
る

。
し

か
し

、
そ

の
よ

う
な

振
る

舞
い

は
あ

く
ま

で
も

一
時

し
の

ぎ
に

過
ぎ

ず
、
真

の
解

決
に

は

至
ら

な
い

。
こ

の
こ

と
に

よ
っ

て
、
他

者
の

信
頼

を
失

う
ば

か
り

か
、
自

分
自

身
の

中
に

後
悔

や
自

責
の

念
、
強

い

良
心

の
呵

責
な

ど
が

生
じ

る
。

 

 
児

童
の

発
達

段
階

と
し

て
、
自

分
自

身
の

言
動

を
他

者
か

ら
叱

ら
れ

た
り

笑
わ

れ
た

り
す

る
こ

と
か

ら
逃

れ
よ

う

と
す

る
気

持
ち

が
働

く
こ

と
が

少
な

く
な

い
。
そ

の
た

め
に

、
う

そ
を

言
っ

た
り

ご
ま

か
し

た
り

し
て

暗
い

心
に

な

る
こ

と
が

見
受

け
ら

れ
る

。
い

け
な

い
こ

と
を

し
て

し
ま

っ
た

と
き

に
は

素
直

に
そ

の
非

を
認

め
、
あ

や
ま

る
こ

と

が
で

き
る

と
と

も
に

正
直

で
素

直
に

伸
び

伸
び

と
生

活
で

き
る

態
度

を
養

う
よ

う
に

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
 

 
う

そ
を

つ
い

た
り

ご
ま

か
し

た
り

し
な

い
で

、
素

直
に

伸
び

伸
び

と
生

活
し

よ
う

と
す

る
心

情
を

養
う

た
め

に
、

う
そ

を
つ

い
た

り
ご

ま
か

し
た

り
す

る
こ

と
は

い
け

な
い

こ
と

だ
と

い
う

心
情

を
高

め
さ

せ
た

い
。

 

 （
２

）
児

童
の
実

態
 

 
 

 
明

る
く

活
発

で
ユ

ー
モ

ア
が

あ
り

、
友

達
を

笑
わ

せ
た

り
、
自

分
か

ら
進

ん
で

友
達

と
関

わ
ろ

う
と

し
た

り
す

る

姿
が

多
く

見
ら

れ
る

。
し

か
し

、
や

っ
て

よ
い

こ
と

と
悪

い
こ

と
の

区
別

に
つ

い
て

は
、
「

言
わ

れ
た

か
ら

や
る

。
」

「
先

生
に

し
か

ら
れ

る
か

ら
や

ら
な

い
。
」

と
い

う
他

律
的

な
面

が
強

く
、

き
ま

り
の

意
義

や
行

動
の

結
果

に
つ

い

て
自

分
で

よ
く

考
え

て
行

動
す

る
こ

と
は

で
き

て
い

な
い

。
 

ま
た

、
こ

れ
ま

で
の

生
活

の
中

で
う

そ
を

つ
い

て
は

い
け

な
い

こ
と

に
気

付
い

て
は

い
る

が
、
自

分
に

関
わ

る
問

題
に

な
る

と
、
人

か
ら

良
く

思
わ

れ
た

い
と

願
っ

た
り

、
自

分
に

関
心

を
向

け
て

ほ
し

い
と

思
っ

た
り

す
る

あ
ま

り

に
、

事
実

と
は

違
う

こ
と

を
い

っ
た

り
、

う
そ

を
つ

い
て

自
分

の
責

任
を

回
避

し
た

り
す

る
こ

と
が

あ
る

。
 

本
時

で
は

、
う

そ
を

つ
く

こ
と

で
自

分
の

気
持

ち
が

も
や

も
や

す
る

こ
と

や
う

そ
を

繰
り

返
す

こ
と

で
相

手
の

信

用
を

失
う

こ
と

に
気

付
か

せ
、

う
そ

を
つ

か
な

い
で

正
直

に
し

よ
う

と
す

る
心

情
を

高
め

さ
せ

た
い

。
 

 （
３

）
教

材
に
つ

い
て

 

 
 

 
本

教
材

は
、

イ
ソ

ッ
プ

の
有

名
な

寓
話

で
あ

り
、

３
つ

の
場

面
で

構
成

さ
れ

て
い

る
。

 

１
．
子

ど
も

の
羊

飼
い

が
ひ

と
り

ぼ
っ

ち
で

退
屈

し
て

い
た

。
あ

る
日

、「
た

い
へ

ん
。
た

い
へ

ん
。
お

お
か

み
だ

。」

と
大

き
な

声
で

騒
ぎ

立
て

る
い

た
ず

ら
を

思
い

つ
い

た
。

 

２
．
羊

飼
い

が
大

き
な

声
で

大
人

に
呼

び
か

け
て

み
る

と
、
大

人
た

ち
は

お
お

か
み

を
退

治
し

よ
う

と
集

ま
っ

て
き

た
。

羊
飼

い
は

お
も

し
ろ

が
っ

て
、

大
人

に
何

回
注

意
さ

れ
て

も
、

同
じ

い
た

ず
ら

を
繰

り
返

し
た

。
 

３
．
あ

る
日

、
本

当
に

お
お

か
み

が
や

っ
て

き
た

が
、
大

人
た

ち
は

誰
ひ

と
り

羊
飼

い
を

救
い

に
出

て
こ

な
か

っ
た

。

３
つ

の
場

面
を

通
し

て
、
羊

飼
い

の
気

持
ち

と
大

人
た

ち
の

気
持

ち
を

対
比

し
て

深
く

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
資

料
で

あ
る

。
特

に
２

の
場

面
で

、
羊

飼
い

の
言

う
こ

と
を

信
じ

ら
れ

な
く

な
っ

て
い

く
大

人
た

ち
の

気
持

ち
の

変

化
に

重
点

を
置

き
、
誠

実
に

生
き

る
こ

と
の

大
切

さ
を

十
分

に
考

え
さ

せ
る

こ
と

で
、
主

題
に

せ
ま

る
こ

と
が

可

能
に

な
る

と
考

え
る

。
 

 
 

 
 
本

時
で

は
、
大

人
た

ち
の

何
度

も
だ

ま
さ

れ
続

け
た

時
の

気
持

ち
の

変
化

を
心

情
バ

ロ
メ

ー
タ

ー
を

用
い

て
表

現
さ

せ
る

こ
と

で
、

う
そ

を
つ

く
と

信
用

さ
れ

な
く

な
る

と
い

う
こ

と
を

視
覚

的
に

捉
え

さ
せ

る
よ

う
に

す
る

。
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４
 
研

究
仮

説
と

の
関
連
 

      
指

導
に

あ
た

っ
て

は
、

教
材

の
中

身
に

対
す

る
理

解
を

深
め

さ
せ

る
た

め
に

、
紙

芝
居

形
式

で
読

み
聞

か
せ

を
す

る
。

大
人

た
ち

と
ひ

つ
じ

か
い
の
子
ど
も
と
の
両
方
の
気
持
ち
を
考
え
さ
せ

る
発

問
を

し
、
役

割
演

技
を

取
り

入
れ

る
こ

と
で

、

自
分

事
と

し
て

捉
え

た
り
、
多
角
的
に
捉
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で

は
な

い
か

。
 

ま
た

、
大

人
た

ち
の
気
持
ち
を
考
え
さ
せ
る
際
は
、「

信
じ
る
気
持
ち

」
と
「

信
じ

な
い

」
気

持
ち

を
心

情
メ

ー
タ

ー
を

用
い

て
表

し
、
う

そ
を
繰
り
返
す
と
信
用
を
失
っ
て
い
く
こ
と
を
視
覚
的

に
捉

え
さ

せ
る

こ
と

で
、
う

そ
や

ご
ま

か
し

を

し
な

い
こ

と
の

大
切

さ
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は

な
い

か
。

 

中
心

発
問

に
お

い
て

は
、
心
情
メ
ー
タ
ー
を
振
り
返
り
な
が
ら
う
そ

を
つ

く
側

の
立

場
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
る

こ
と

で
、

正
直

で
い

る
こ

と
の

大
切
さ
に
気
付
か
せ
、
う
そ
や
ご
ま
か
し
を
し
な

い
で

正
直

で
い

よ
う

と
す

る
実

践
意

欲
を

育
て

た

い
。

 

 

５
 
展

 
開

  

（
１
）

 ね
ら
い
 

う
そ
ば
か
り
つ
い
て
い
る
人
の
言
う
こ
と
は
、
信
じ
よ
う
と
思
わ
な
く
な
る
と
認
識
す
る
こ
と
で
、
う
そ
を
つ
か
な

い
で
正
直
に
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
。
 

（
２
）

 展
開
（

１
／

１
時
）
 

 
 

 
 
学
 

習
 

活
 

動
 

○
発

問
 
◎

中
心
発
問
 

・
予
想
さ
れ
る
児
童
の
反
応

 
□

評
価

 
・

留
意

点
 

○
評

価
に

対
す

る
支

援
 

導
 

入
 

１
 
本

時
の

学
習
内
容
に
つ
い
て
知
る
。

 
○

う
そ

を
つ

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
そ
れ
は
、
ど
ん
な
時

で
す

か
。 

 
・

叱
ら

れ
る

か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
時
。

 
 

・
悪

い
こ

と
を
し
て
ば
れ
た
く
な
い
時
。

 
 

・
物

を
こ

わ
し
て
し
ま
っ
た
時
。

 
 

・
友

達
を

び
っ
く
り
さ
せ
よ
う
と
思
っ
た
時
。

 
  

○
今

日
は

、
う

そ
ば

か
り

つ
い

て
い

る
と

ど
う

な
る

の
か

に
つ

い
て

考

え
ま

す
。
う
そ
ば
か
り
つ
い
て
い
る
と
ど
う
な
る
と
思
い
ま

す
か

。
 

 
・
「

ま
た

か
あ

。
」
と
思
わ
れ
る
。

 
 

・
信

じ
て

も
ら
え
な
く
な
る
。

 
  

め
あ

て
 

 
 

う
そ

ば
か
り
つ
い
て
い
る
と
ど
う
な
る
の
か
な
。

 

・
う

そ
を

つ
い
た

時
の

場
面

や
気

持
ち

、

理
由

を
経

験
か

ら
紹

介
さ

せ
な

が

ら
、

本
時

の
ね

ら
い

の
方

向
づ

け
を

す
る

。（
発

表
す

る
の

が
難

し
い

場
合

は
、

具
体

的
な

場
面

の
例

を
提

示
し

た
り

、
教

師
の

経
験

を
話

し
た

り
す

る
。
）

 
      

展 開
 

２
 

教
材

「
ひ

つ
じ

か
い

の
こ

ど
も

」
を

読
み

、
正

直
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

や
大

切
に
し
た
い
こ
と
を
発
表
す
る
。

 
   

・
資

料
の

内
容

を
十

分
に

理
解

で
き

る

よ
う

に
、

紙
芝

居
形

式
で

読
み

聞
か

せ
を

す
る

。
そ

の
際

、
場

面
ご

と
に

区

切
り

な
が

ら
気

持
ち

を
考

え
さ

せ
る

よ
う

に
す

る
。

 

仮
説

１
 

道
徳

科
に

お
い

て
、
発
問
を
吟
味
し
、
交
流
場
面
を
効
果
的
に
設

定
す

る
こ

と
で

、
児

童
一

人
一

人
が

考
え

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

の
で
は
な
い
か
。

 

 
○

は
じ

め
に

羊
飼

い
の

子
ど

も
が
「

お
お

か
み

だ
。
」
と

言
っ

た
時

、
大

人
た

ち
は

ど
ん

な
気

持
ち

で
助

け
に

行
っ

た
の

で
し

ょ
う

か
。

 
 

・
大
変

だ
。

 
 

・
早
く

助
け

に
行

か
な

く
ち

ゃ
。

 
    

○
大

人
を

だ
ま

し
た

時
、

羊
飼

い
の

子
ど

も
は

ど
ん

な
気

持
ち

だ
っ

た

で
し

ょ
う

か
。

 
 

・
困

っ
て

い
る

の
を

見
る

の
は

楽
し

い
な

。
 

 
・

う
ま

く
だ

ま
す

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
や

ろ
う

。
 

 
・

ふ
ざ

け
る

の
は

楽
し

い
な

。
 

○
う

そ
を

つ
か

れ
た

大
人

た
ち

は
ど

ん
な

気
持

ち
に

な
っ

た
で

し
ょ

う

か
。

 
・

う
そ

だ
っ

た
の

か
。

心
配

し
て

き
た

の
に

。
 

・
ど

う
し

て
そ

ん
な

う
そ

を
つ

く
ん

だ
。

 
・

今
度

う
そ

を
つ

い
た

ら
助

け
て

や
ら

な
い

ぞ
。

 
○

二
回

目
に

羊
飼

い
の

子
ど

も
が
「

お
お

か
み

だ
。
」
と
言

う
の

を
聞

い

た
時

、
あ

な
た

だ
っ

た
ら

ど
う

し
ま

す
か

。
 

 
・

き
っ

と
う

そ
だ

か
ら

助
け

に
行

か
な

い
。

 
 

・
今
度

は
本

当
か

も
し

れ
な

い
か

ら
助

け
に

行
く

。
 

   
○

三
回

目
に

羊
飼

い
の

子
ど

も
が
「

お
お

か
み

だ
。
」
と
言

う
の

を
聞

い

た
時

、
あ

な
た

だ
っ

た
ら

ど
う

し
ま

す
か

。
 

 
・

ま
た

う
そ

だ
か

ら
助

け
に

行
か

な
い

。
 

 
・

今
度

こ
そ

本
当

か
も

し
れ

な
い

か
ら

助
け

に
行

く
。

 
○

ど
う

し
て

、
羊

飼
い

の
子

ど
も

は
二

回
、

三
回

と
く

り
か

え
し

て
う

そ
を

つ
い

た
の

で
し

ょ
う

。
 

 
・

大
人

た
ち

が
何

回
も

だ
ま

さ
れ

る
か

ら
お

も
し

ろ
い

。
 

 
・

退
屈

だ
か

ら
。

 
 

○
な

ぜ
大

人
た

ち
は

助
け

に
来

て
く

れ
な

か
っ

た
の

で
し

ょ
う

か
。

 
・

ま
た

う
そ

だ
ろ

う
と

思
っ

た
か

ら
。

 

・
何

回
も

だ
ま

さ
れ

た
か

ら
。

 
・

男
の

子
が

信
じ

ら
れ

な
い

か
ら

。
 

 
  

・
３

枚
目

ま
で

読
み

、
は

じ
め

は
大

人
た

ち
が

本
当

に
心

配
し

て
助

け
に

来
た

こ
と

を
押

さ
え

て
お

く
こ

と
で

、
そ

れ
が

う
そ

だ
と

わ
か

っ
た

時
の

気
持

ち
を

捉
え

や
す

く
す

る
。

 
・
信

じ
る

気
持

ち
（

助
け

た
い

と
思

う
気

持
ち

）
が

ど
の

く
ら

い
あ

る
か

を
心

情
メ

ー
タ

ー
で

表
現

さ
せ

る
。

 
・
４

枚
目

を
読

み
、
大

人
を

だ
ま

し
た

時

の
羊

飼
い

の
気

持
ち

に
つ

い
て

、
子

ど
も

の
表

情
に

着
目

さ
せ

て
考

え
さ

せ
る

こ
と

で
、

楽
し

む
気

持
ち

に
気

付
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 
・

４
枚

目
の

場
面

の
大

人
と

羊
飼

い
の

子
ど

も
と

の
や

り
と

り
を

役
割

演
技

す
る

こ
と

で
、

大
人

た
ち

の
気

持
ち

を
考

え
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

 
 ・
５

枚
目

の
場

面
を

読
む

。
自

分
事

と
し

て
考

え
さ

せ
る

た
め

に
、

前
回

が
う

そ
だ

っ
た

こ
と

を
押

さ
え

た
上

で
、

教
師

が
羊

飼
い

の
役

に
な

り
、

児
童

を
大

人
た

ち
の

役
に

な
ら

せ
、

二
回

目
以

降
の
「

お
お

か
み

だ
。」

を
聞

い

て
ど

う
す

る
か

を
考

え
さ

せ
る

。
 

・
心

情
メ

ー
タ
ー

を
も

ち
い

る
こ

と
で

、

何
度

も
う

そ
を

つ
か

れ
た

時
の

気
持

ち
の

変
化

に
気

付
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 
・
６

枚
目

の
場

面
を

読
み

、
悪

い
こ

と
だ

と
分

か
っ

て
い

て
も

、
楽

し
い

と
つ

い
や

っ
て

し
ま

う
子

ど
も

の
気

持
ち

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

・
７

枚
目

、
８

枚
目

の
場

面
を

読
み

 
 

う
そ

を
繰

り
返

す
う

ち
に

、
少

し
ず

つ
人

か
ら

の
信

用
を

失
っ

て
い

っ
た

こ
と

に
気

付
か

せ
る

。
 

  

－22－



◎
う

そ
ば

か
り
つ
い
て
い
る
と
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。

 
・

う
そ

ば
か

り
つ
い
て
い
る
と
、
誰
も
信
じ
て
く
れ
な
く
な
る

。
 

・
困

っ
た

と
き
助
け
て
も
ら
え
な
く
な
る
。

 

・
う

そ
を

つ
か

ず
、
正

直
で

い
る

こ
と

の

大
切

さ
に

気
付

か
せ

る
よ

う
に

す

る
。

 

終 末
 

３
 

今
ま

で
の

経
験

を
振

り
返

り
、

正
直

に
言

え
た

時
の

こ
と

に
つ

い
て

発
表

す
る

。
 

 
○

う
そ

を
つ

か
な

い
で

正
直

に
言

っ
て

よ
か

っ
た

と
思

っ
た

こ
と

は
あ

り
ま

す
か
。

 
・

け
ん

か
を

し
て

た
た

い
て

し
ま

っ
た

け
ど

、
正

直
に

話
し

た
ら

許
し

て
も

ら
え
た
。

 
 

・
友

達
に

い
じ

わ
る

を
し

た
け

ど
、

正
直

に
話

し
た

こ
と

を
褒

め
ら

れ

た
。

 
 

 
４

 
ひ

つ
じ

か
い

の
子

ど
も

に
ど

ん
な

言
葉

を
か

け
て

あ
げ

る
か

考
え

て

発
表

す
る

。
 

 
○

助
け

て
も

ら
え

な
く

て
が

っ
か

り
し

て
い

る
ひ

つ
じ

か
い

の
子

ど
も

に
ど

ん
な
言
葉
を
か
け
て
あ
げ
ま
す
か
。

 
・

人
を

だ
ま
し
た
ら
だ
め
だ
よ
。

 
・

う
そ

を
つ
い
た
ら
だ
め
だ
よ
。

 
・

う
そ

ば
っ
か
り
つ
い
て
る
と
誰
も
信
じ
て
く
れ
な
く
な
る
よ

。
 

 

・
正

直
に

話
し

て
良

か
っ

た
経

験
を

振

り
返

ら
せ

る
。

な
か

な
か

発
表

で
き

な
い

場
合

は
、

児
童

が
正

直
に

話
し

た
場

面
に

つ
い

て
教

師
が

紹
介

す

る
。

 
    □

う
そ

ば
か

り
つ

い
て

い
る

と
信

用
を

失
う

こ
と

を
知

り
、

う
そ

を
つ

か
な

い
で

正
直

で
い

よ
う

と
い

う
気

持
ち

を
高

め
て

い
る

か
。
（

発
言
）

 
○

ひ
つ

じ
か

い
の

子
ど

も
に

ア
ド

バ
イ

ス
す

る
こ

と
で

、
自

分
の

内
面

を
見

つ
め

、
う

そ
を

つ
い

た
り

ご
ま

か
し

た
り

し
な

い
で

正
直

で
い

よ
う

と
す

る
意

欲
づ

け
を

図
る

。
 

 ６
 
板

書
計

画
 

   

 

 ひ つ じ か い の こ ど も  
 め う そ ば か り つ い て い る と ど う な る の か な 。  
   う そ １      
         
                 お も し ろ い な  
 

 

「 う そ は だ め 。 」  
   う そ ２  
                
                う ま く い っ た ぞ  
 
 
   「 ま た 、 う そ か 。 」  
   う そ ３  
                う ま く だ ま せ た  
    
 
 
   「 う そ つ き め 。 」  
   う そ ４  
              う そ を つ か な け れ ば

よ か っ た  
 
 
   「 ど う せ う そ だ ろ う 。 」  
 

 
 挿 絵 １  

  
 挿 絵 ３  

 
 挿 絵 ５  

 

挿 絵 ７  

 
 挿 絵 ２  
 

 
 挿 絵 ４  

 
 挿 絵 ６  

 
 挿 絵 ８  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サ
ポ

ー
ト

ル
ー

ム
２

 
道

徳
科

学
習

指
導

案
 

日
 

時
 

 
令

和
６

年
11

月
27

日
（

水
）

２
校

時
 

対
 

象
 

 
サ

ポ
ー

ト
ル

ー
ム

２
 
６

年
  
２
名

 

指
導

者
 
 
 講

師
 
牧

 
美

緒
 

 １
 
主

題
名

 
 

節
度

あ
る

生
活

 
【

Ａ
 
節

度
、

節
制

】
 

 ２
 
教

材
名

 
 

自
分

を
守

る
力

っ
て

？
（
「

小
学

道
徳

 
生

き
る

力
６

」
日

本
文

教
出

版
）

 

 ３
 
主

題
設

定
の

理
由

 

（
１

）
ね

ら
い

と
す

る
道

徳
的

価
値

 

 
こ

の
主
題

は
「

Ａ
 
主

と
し

て
自

分
自

身
に

関
す

る
こ

と
」（

３
節

度
、
節

制
）
の

５
・
６

年
生

指
導

内
容

項
目

の

中
で

、「
安

全
に

気
を

付
け

る
こ

と
や

、
生

活
習

慣
の

大
切

さ
に

つ
い

て
理

解
し

、
自

分
の

生
活

を
見

直
し

、
節

度
を

守
り

節
制

に
心

掛
け

る
こ

と
」

で
あ

る
。

 

 
５
・
６

年
生

の
段

階
で

は
、
危

険
か

ら
身

を
守

り
、
自

分
や

周
囲

の
人

々
の

安
全

に
気

を
付

け
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
基

本
的

な
生

活
習

慣
に

つ
い

て
は

お
お

む
ね

身
に

付
い

て
い

る
が

、
自

己
抑

制
が

難
し

い
児

童
も

少
な

く
な

い
。
児

童
が

自
分

の
行

動
を

振
り

返
り

、
改

善
す

べ
き

点
に

気
付

き
、
今

後
対

峙
す

る
可

能
性

が
あ

る
身

近
な

危
険

に
つ

い
て

考
え

た
り

す
る

こ
と

で
、

自
ら

節
度

を
守

り
、

節
制

を
心

掛
け

よ
う

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

考
え

る
。 

 （
２

）
児

童
の

実
態

 

 
 

 
本

学
級
の

児
童

た
ち

は
、
危

険
か

ら
身

を
守

る
こ

と
の

大
切

さ
を

理
解

し
、
気

を
付

け
よ

う
と

す
る

意
識

は
高

い
。

し
か

し
、
体

験
し

た
こ

と
が

な
い

状
況

で
は

ど
の

よ
う

な
行

動
が

望
ま

し
い

か
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

ず
、
自

分
事

と
し

て
捉
え

、
考

え
る

こ
と

が
難

し
い

。
ま

た
周

囲
の

雰
囲

気
に

流
さ

れ
て

し
ま

っ
た

り
、
自

分
の

欲
求

を
優

先
し

て
し

ま
っ
た

り
し

た
こ

と
で

、
対

人
関

係
で

の
失

敗
を

多
く

経
験

し
て

き
た

児
童

た
ち

で
あ

る
。
中

学
校

進
学

を
控

え
、
今

後
の

生
活

環
境

が
大

き
く

変
わ

り
、
児

童
が

自
分

で
考

え
行

動
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

場
面

が
さ

ら
に

増
え

る
と

考
え
る

。
そ

の
た

め
今

後
対

峙
す

る
可

能
性

の
あ

る
様

々
な

危
険

に
備

え
、
回

避
す

る
た

め
の

具
体

的
な

方
法

を
考

え
る
と

と
も

に
、

欲
に

流
さ

れ
な

い
決

断
力

や
状

況
に

応
じ

た
判

断
力

を
身

に
付

け
さ

せ
た

い
。

 

 （
３

）
教

材
に

つ
い

て
 

 
 

 
本

教
材
は

そ
れ

ぞ
れ

違
う

状
況

が
分

か
れ

た
５

つ
の

場
面

で
構

成
さ

れ
て

い
る

。
 

最
初

の
場

面
で

は
お

つ
か

い
を

頼
ま

れ
た

主
人

公
の

ヒ
デ

キ
が

、
途

中
で

友
達

に
誘

わ
れ

て
遊

び
に

参
加

し
た

後
、

中
学

生
に
金

銭
を

要
求

さ
れ

困
窮

す
る

。
ヒ

デ
キ

の
心

情
や

行
動

か
ら

、
危

険
な

状
況

に
陥

っ
た

原
因

に
気

付
か

せ
、

ど
の

よ
う
な

判
断

が
必

要
か

、
危

険
を

回
避

す
る

た
め

の
具

体
的

な
方

法
を

考
え

さ
せ

た
い

。
 

そ
の

後
の

場
面

で
は

、
ゲ

ー
ム

に
夢

中
に

な
り

急
い

で
帰

宅
す

る
途

中
で

自
転

車
と

衝
突

し
そ

う
に

な
る

、
知

ら

な
い

人
か
ら

自
分

の
写

真
を

撮
ら

せ
て

ほ
し

い
と

言
わ

れ
る

、
道

を
聞

か
れ

た
際

に
電

話
番

号
を

教
え

て
ほ

し
い

と

言
わ

れ
る
、

親
戚

に
飲

酒
を

勧
め

ら
れ

る
な

ど
様

々
な

状
況

が
続

く
。

 

本
時

で
は

安
全

に
気

を
付

け
て

生
活

す
る

こ
と

の
大

切
さ

は
わ

か
っ

て
い

て
も

、
興

味
を

そ
そ

ら
れ

た
り

、
自

分

の
欲

求
を

優
先

し
た

り
し

て
判

断
力

を
鈍

ら
せ

て
し

ま
っ

た
こ

と
で

怖
い

思
い

を
す

る
こ

と
も

あ
る

こ
と

を
理

解

さ
せ

た
い
。
体

験
し

た
こ

と
が

な
い

場
面

で
も

そ
の

後
の

展
開

を
考

え
、
ど

の
よ

う
な

危
険

が
潜

ん
で

い
る

か
に

気

付
か

せ
、
回

避
す

る
た

め
の

方
法

を
考

え
さ

せ
た

い
。

 

 ４
 
研

究
仮

説
と

の
関

連
 

      
教

材
の

内
容

に
対

す
る

理
解

を
深

め
さ

せ
る

た
め

に
、
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

を
用

い
て

、
簡

単
な

ア
ニ

メ
ー

シ
ョ

ン
を

見

せ
な

が
ら

範
読

を
す

る
。
登

場
人

物
の

心
情

を
考

え
さ

せ
る

発
問

を
し

、
そ

の
行

動
に

至
っ

た
理

由
に

共
感

す
る

こ
と

で

人
間

理
解

を
図

る
。
さ

ら
に

役
割

演
技

を
取

り
入

れ
る

こ
と

で
「

自
分

だ
っ

た
ら

ど
う

す
る

か
」
を

考
え

、
自

分
事

と
し

て
捉

え
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
る

。
ま

た
、
話
合

い
の

場
を

多
く

設
定

す
る

こ
と

で
、
自

分
の

意
見

を

も
つ

こ
と

が
難

し
い

児
童

で
も

、
友

達
と

の
意

見
交

流
の

中
で

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

と
考

え
る

。
 

仮
説

１
 

道
徳

科
に
お

い
て

、
発

問
を

吟
味

し
、
交

流
場

面
を

効
果

的
に

設
定

す
る

こ
と

で
、
児

童
一

人
一

人
が

考
え

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

。
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自
立
活
動
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
関
連
付
け
、
今
後
の
社
会
生
活
を
円
滑
に
送
る
こ
と
が
で
き
る
た
め

の
具
体
的
な
方
法
を
身
に
付
け
さ
せ
た
い
。
 

 ５
 
展

 
開

  

（
１
）

 ね
ら
い
 

自
分
を
守
る
に
は
、
欲
や
周
り
に
流
さ
れ
ず
、
先
を
見
通
し
自
分
に
必
要
な
こ
と
を
自
分
で
し
っ
か
り
考
え
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
、
節
度
あ
る
生
活
を
送
る
た
め
の
判
断
力
を
育
て
る
。
 

 

（
２
）

 展
開
（

１
／

１
時
）
 

 
 

 
 
学
 

習
 

活
 

動
 

○
発

問
 
◎

中
心
発
問
 

・
予
想
さ
れ
る
児
童
の
反
応

 
□

評
価

 
・

留
意

点
 

○
評

価
に

対
す

る
支

援
 

導

 
入

 

１
 
本

時
の

学
習
内
容
に
つ
い
て
知
る
。

 
○

自
分

た
ち

の
身
の
回
り
に
あ
る
危
険
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

ょ
う

。
 

・
車

通
り

が
多

い
か
ら
、
交
通
事
故
の
危
険
が
あ
る
。

 
・

猿
賀

神
社

の
池
に
落
ち
て
溺
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

 
・

不
審

者
が

現
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

 
○

今
日

は
危

険
か

ら
自

分
の

身
を

守
る

た
め

に
は

ど
ん

な
力

が
必

要
か

に
つ

い
て

考
え
ま
す
。

 
め

あ
て

 
 

自
分

の
身

を
守
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
力
が
必
要
か
な

 

・
自

分
た

ち
の

周
り

に
は

多
く

の
危

険

が
あ

る
こ

と
を

気
付

か
せ

、
問

題
意

識
を

高
め

る
よ

う
に

す
る

。
発

表
す

る
の

が
難

し
い

場
合

は
、

具
体

的
な

例
を

提
示

す
る

。
 

    

展
 

 開
 

             

２
 
教

材
「

自
分
を
守
る
力
っ
て
？
」
を
読
ん
で
考
え
、
話
し
合

う
。

 
○

遊
び

に
誘

わ
れ

た
と

き
、

ヒ
デ

キ
は

ど
ん

な
こ

と
を

思
っ

た
で

し
ょ

う
。

 
・

お
つ

か
い

の
途
中
だ
け
ど
、
少
し
だ
け
な
ら
い
い
か
な
。

 
・

友
達

に
頼

ま
れ
た
か
ら
断
れ
な
い
な
。

 
○

中
学

生
た

ち
に
「
お
金
を
貸
し
て
く
れ
な
い
か
な
」
と
言
わ
れ

た
と

き

ヒ
デ

キ
は

ど
ん
な
こ
と
を
思
っ
た
で
し
ょ
う
。

 
・

怖
い

、
ど

う
し
よ
う
。
困
っ
た
。

 
・

寄
り

道
し

な
い
で
お
つ
か
い
に
行
け
ば
よ
か
っ
た
。

 
○

こ
の

よ
う

な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
ヒ
デ
キ
は
ど
ん
な
こ

と
を

考

え
て

行
動

す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

 
・

お
つ

か
い

を
優
先
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。

 
・

友
達

の
誘

い
を
き
ち
ん
と
断
れ
ば
よ
か
っ
た
。

 
○

あ
な

た
が

ヒ
デ
キ
の
立
場
だ
っ
た
ら
、
危
険
な
状
況
に
な
ら
な

い
た

め

に
ど

の
よ

う
に
行
動
し
ま
す
か
。

 
・

お
つ

か
い

を
頼
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
今
は
遊
べ
な
い
と
断
る
。

 

 ・
教

材
の

内
容

の
理

解
を

深
め

ら
れ

る

よ
う

、
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

を
用

い
て

範
読

を
行

う
。

 
・

問
題

が
起

こ
っ

た
原

因
と

な
る

行
動

か
ら

、
登

場
人

物
の

弱
さ

や
見

通
し

の
な

さ
に

気
付

か
せ

る
。

 
・

全
員

で
お

互
い

の
意

見
を

話
し

合

い
、

登
場

人
物

の
場

面
ご

と
の

心
情

を
考

え
さ

せ
る

。
 

      

仮
説

２
 

道
徳

科
と

各
教

科
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、
特
別
活
動
と
の
関

連
を

図
り

、
地

域
素

材
を

生
か

し
た

体
験

活
動

や
交
流
活
動
を
行
う
こ
と
で
互
い
を
高
め
合
い
思
い
や
る
心
情
や
態
度
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

。
 

展
 

 開
 

○
次

の
場

面
で

は
、

ど
ん

な
こ

と
を

考
え

て
行

動
す

れ
ば

よ
い

か
、

考
え

て
み
ま

し
ょ

う
。

 
①

の
場
面

 
・

楽
し
く

て
も

、
帰

る
時

間
を

し
っ

か
り

守
る

。
 

・
事

故
に

あ
わ

な
い

よ
う

に
周

り
を

よ
く

見
て

帰
る

。
 

②
の

場
面

 
・

怪
し
い

人
か

ら
は

逃
げ

る
。

 
・

自
分
の

写
真

が
悪

い
こ

と
に

使
わ

れ
る

か
も

し
れ

な
い

と
考

え
て

、
き

ち
ん
と

断
る

。
 

③
の

場
面

 
・

個
人
情

報
を

知
ら

な
い

人
に

教
え

な
い

。
 

④
の

場
合

 
・

そ
の
場

の
雰

囲
気

に
流

さ
れ

な
い

よ
う

に
す

る
。

 
・

親
戚
で

も
し

て
は

い
け

な
い

こ
と

は
き

ち
ん

と
断

る
。

 
 ◎

そ
れ
ぞ

れ
の

場
面

を
ふ

り
か

え
り

、
自

分
を

守
る

た
め

に
必

要
な

力
と

は
ど
ん

な
力

か
考

え
て

み
ま

し
ょ

う
。

 
・

よ
く
考

え
て

判
断

す
る

力
、

決
断

す
る

力
 

・
き

ち
ん

と
断

る
力

、
勇

気
 

・
計

画
を

立
て

て
行

動
す

る
力

 
・

我
慢
す

る
力

 

・
場

面
ご

と
に

ど
の

よ
う

な
判

断
や

行

動
が

必
要

か
全

員
で

話
し

合
う

。
 

・
場

面
ご

と
に

ど
の

よ
う

な
危

険
が

潜

ん
で

い
る

か
を

理
解

さ
せ

る
。

 
○

必
要

に
応

じ
て

教
師

と
役

割
演

技
を

行
い

、
自

分
事
と

し
て

捉
え

さ
せ

、
う

ま
く

回
避

す
る

た
め

の
具

体
的

な
方

法
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

□
先

を
見

通
し

て
危

険
を

予
測

し
、

回

避
す

る
た

め
の

考
え

方
や

方
法

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
が

で
き

て
い

る

か
。
（

発
言

）
 

  □
危

険
を

予
測

し
、

欲
や

周
囲

に
流

さ

れ
な

い
た

め
の

心
構

え
に

つ
い

て
考

え
、

必
要

性
を

理
解

し
て

い
る

か
。

（
発

言
）

 

終
 

 末
 

３
 
教

師
の

話
を

聞
く

。
 

 
・

最
近

の
児

童
の

関
心

が
高

か
っ

た
事

件
の

話
題

を
提

示
し

、
身

近
に

感
じ

さ
せ

る
こ

と
で

危
険

な
状

況
に

陥
ら

な
い

よ
う

、
日

頃
か

ら
よ

く
考

え
行

動
す

る
こ

と
の

大
切

さ
に

気
付

か
せ

た
い

。
 

 （
６

）
 

板
書

計
画

 
           

自 分 を 守 る 力 っ て ？  

○め 自 分 の 身 を 守 る た め に は 、 ど ん な 力 が 必

要 か な  
 

遊 び に 誘 わ れ た と き  

・ お つ か い の 途 中 だ け ど 、 少 し な ら い い か 。 

・ 友 達 に 誘 わ れ た か ら 断 れ な い 。  

中 学 生 に お 金 を 貸 し て と 言 わ れ た と き  

・ 怖 い 、 ど う し よ う 。  

・ 寄 り 道 せ ず に お つ か い に 行 け ば よ か っ た 。 

ど ん な こ と を 考 え て 行 動 す れ ば よ か っ た の

か な ？  

・ お つ か い を 優 先 す れ ば よ か っ た 。  

・ 友 達 の 誘 い を き ち ん と 断 れ ば よ か っ た 。  
 
   ・ 時 間 を 守 る   ・ き ち ん と 断 る  

   ・ 周 り を よ く   ・ 怪 し い 人 か ら  
    見 る       は 逃 げ る  
 
   ・ 個 人 情 報 を   ・ 雰 囲 気 に 流 さ れ  
    教 え な い    な い  
            ・ き ち ん と 断 る  
 

☆ 自 分 の 身 を 守 る た め に は 、 ど ん な 力 が 必

要 か な  
 ・ 判 断 力 ・ 決 断 力 ・ 断 る 勇 気  
 

場
面

①
 

 
場

面
③

 

場
面

④
 

場
面

②
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【国語】豊かな言語感覚を養い
豊かな心、感動する心
を育てる。

【社会】社会の一員としての自
覚をもたせ、郷土を愛
する心を育てる。

【算数】筋道を立てて考え、処
理する能力と態度を養
う。

【理科】自然に親しみ、生命の
尊重及び自然愛護の心
情を育てる。

【生活】身近な社会や自然に関
心を持たせ、生活上の
習慣を身に付けさせる。

【音楽】音楽に親しむ心と感性
を育て豊かな情操を育
む。

【図工】表現の喜びを味わわせ
豊かな情操を養う。

【家庭】家庭生活について理解
育成を図る。

【体育】運動に親しみ、健康の
増進と体力の向上を図
る態度を養う。

【外国語科・外国語活動】
外国語を通じて、言語
や文化について体験的
に理解を深め、積極的
にコミュニケーション
を図ろうとする態度の
育成を図る。

道徳教育全体計画

めざす子どもの姿
・共に考える子ども ・お互いを大切にする子ども ・みんなでチャレンジし、最後まであきらめない子ども

保護者の願い 児童の実態
努 力 目 標

☆思いをはっきり伝える子 ◎基礎学力の確実な定着
☆相手の気持ちが分かる子 ◎明るく素直な児童が多い
☆何事にも挑戦する子 教育課程の道徳の方針 ◎運動への積極性や継続性は向

上
道徳教育の重点的指導 ●考え、表現すること

●自分の良さの自覚/友達の良さ
「親切、思いやり」 発見

「希望と勇気、努力と強い意志」 ●目的意識をもった運動の継続

特別活動 道徳教育の指導の方針

【学級活動】 ○「親切、思いやり」の内容を、いじめの未然防止の最重点
学級生活の充実と向上にかか 項目とし、自他共に大切にし、思い合う心を育む。
わる活動を通して、進んで問 ○多面的・多角的に深く考えたり議論したりする活動を通
題を解決し、温かい人間関係 して、自分の経験や生活と関わらせながら道徳的価値を
を築こうとする態度と集団の 理解させ、道徳性を養う。
中で自己を正しく生かす能力 ○問題解決的な学習や体験的な学習を通して、生命の大切
や態度の育成を図る。 さや他人を思いやる心などの人間性や社会性を育む。

【児童会活動】 ○全教育活動を通じて道徳性を養うとともに、家庭や地域
児童の意見、発想を大切にし 社会との連携を深め、開かれた道徳教育の推進に努める｡
て、学校生活における諸問題
の解決を図ることにより、自 各 学 年 の 指 導 の 重 点
主的、実践的な態度や健全な 低
生活態度を育成する。 ○身近にいる人に温かい心で接し､親切にすること

【クラブ活動】 学 ○自分のやるべき勉強や仕事をしっかりと行うこと
共通の興味・関心を追求する
活動を通して、互いを思い合 年
う豊かな人間関係を育てる。

中 ○相手のことを思いやり､進んで親切にすること
持を志意い強てっか向に標目ため決とうろやで分自○】事行校学【

豊かな体験の場を設けて、主 学 ち粘り強くやり抜くこと
体的に参加させることによ
り、集団への所属感を深め、 年
協力性、責任感、勤労意欲等
を育成する。 高 ○誰に対しても思いやりの心をもち､相手の立場に立

って親切にすること
学 ○より高い目標を立て､希望と勇気をもち，困難があ

ってもくじけずに努力して､物事をやり抜くこと
年

生徒指導 学級におけるグランドデザイン

○基本的な生活習慣や自己指導 特別の教科 道徳の指導
能力を育成する。 児童が、ねらいとする道徳的価値を自分の課題として受け

○積極的な生徒指導の機能を生 止め、豊かに感じ、いきいきと表現して、よりよく生きよう
かした学年・学級経営の充実 とする意欲を自らはぐくむような時間を目指す。
を図る。

○児童理解に基づいた教育相談 ・教科書「小学道徳 生きる力」と道徳ノートの活用
の充実を図る。 ・資料の選択・活用の吟味、資料提示の工夫、体験活動の工 総合的な学習の時間

○学校と家庭、地域社会、関係 夫
機関・専門機関等との連携を ・ゲストティーチャー、ティームティーチング等、指導方法 ○自然体験、ボランティアなど

問ら自、てし通を験経会社の夫工の。る図
題に積極的に取り組み解決し
ていく態度や方法を身に付け

補充・深化・統合 させる。
○自己の生き方や将来の夢につ

いて考える機会を設定し、将
道徳的実践の日常化（学級経営） 来や未来へ希望を持たせる。

○外国人やゲストティーチャー
・自己を見つめ頑張りを評価する活動 などの協力を得て、外国語に
・互いのよさや頑張りを認め合う活動 ふれたり、外国の文化に親し

んだりする。

教 育 環 境 の 整 備 豊 か な 体 験 家庭・地域等との連携
児童の豊かな心を育て、道徳的実践意 全教育活動において、道徳的実践を促 ①教育活動の積極的情報公開

欲を高めるよう、心に響く環境づくりを したり、道徳的実践力を培ったりするた ②学校評価の結果公表と誠意を持って学校の
する。 めの豊かな体験の場を充実する。 説明責任を果たす

③ＰＴＡや地域と連携し教育活動推進地域の
・児童と教師、児童相互の望ましい人間 ・自然体験活動 特性活用で体験的学習の推進

関係づくり ・各教科における体験活動 ・学校支援ボランティアの活用（道徳の時間）
・言語環境の改善、充実 ・特別活動の学習 ・学校、学年、学級だよりなどの通信や連絡
・ユニバーサルデザインの観点を取り入 ・総合的な学習の時間の学習 ・登校班地区集会

れた教室や校舎内の掲示・展示 ・文化芸術体験活動 ・地域公開型授業（自由参観、参観日）
・校舎内外の環境美化 ・集団宿泊的活動 ・幼・保・小中学校との連携

・各福祉施設への訪問活動

教育課題
「あいさつと笑顔あふれるさるかっ子」

自ら考え、共に学び合う力の育成 自他を認め合い、思い合う心の育成 健康な体と心の育成

学 校 教 育 目 標
たくましく生きる子どもの育成

○すすんで学ぶ子 ○思いやりのある子 ○体を大切にする子

各教科
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平川市立尾上中学校





 

よりよい生き方を実践する力を育む道徳教育の推進事業 

完 了 報 告 書 
（平川市立尾上中学校） 

 

１ 道徳教育に関する改善状況の概要 

   本校では、「認めて育てる尾上中」をスローガンに掲げ、「自分の得意」で「自己肯定感」を伸 

長させ、「仲間との協働」で「思いやり」や「自己有用感」を高める指導に取り組んでいる。 

   校内研修において、「主体的・対話的で深い学びを実現するための授業づくり」を研究主題に掲 

げて研修を積み重ねてきた。道徳教育においても「深い学び」を実現させることを中心として、道 

徳的価値を自分事として捉えさせ、思いやり、相互理解、規則の尊重、よりよい学校生活、よりよ 

く生きる喜びに重点を置き、体験的活動を中核とした教育活動全体を通して、豊かでたくましい心 

の育成を目指して、以下に示す内容を中心に研究を進めた。 

 

(１) 研究の方法 

① 「考え、議論する道徳」への質的変換を図り、多面的・多角的な思考による「深い学び」に 

つながる授業方法を工夫する。 

     ア 「考え、議論する道徳」を意識した授業展開を工夫 

     イ 「深い学び」につながる発問を工夫 

     ウ  ＩＣＴ機器の効果的な活用を工夫 

② 学校行事等の実践的活動や問題解決的な学習を通して、人間としての在り方や自己の生き 

方についての考えを深めさせ、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育成する。 

     ア  学校行事等のねらいへの道徳的価値の関連づけ 

     イ  生徒へのアンケート等を通しての道徳的価値の振り返りの充実 

     ウ  道徳的な判断力、心情、実践意欲等に関する評価の工夫 

 

  (２) 研究の推進状況 

     ① 年間指導計画を各教科と連携させる形に修正して、全教員が道徳科の授業を行うローテー 

ション道徳を実施したことで、道徳教育に対する共通理解がより一層得られ、教育活動全体

を通じて道徳教育を意識できた。 

    また、道徳教育推進教師による伝達講習や講師を招聘した校内研修、研究授業及び協議会 

を充実させたことにより、道徳科の授業における発問の精選、授業展開や授業形態の工夫、 

ＩＣＴ機器の効果的な活用等についての研究が深まった。教員の道徳科の授業における質的    

転換の意識が高まった。 

    ② 道徳科だけでなく、各行事の振り返りや全校道徳を通して、道徳的価値の理解を基に、生 

徒自身の生き方についての考えを深めさせることができた。生徒意識アンケートを実施する 

ことにより、生徒の意識の変容を明らかにすることもできた。 

       また、授業ワークシートや振り返り用紙を改良したことで、道徳科の学習状況等の把握に 

役立てることができた。さらに、保護者に道徳ファイルを見てもらう機会を設けたことで、 

本校の道徳科の取組を伝えることができ、保護者との連携を図ることもできた。 
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２ 実施した研究内容 

(１) 校内の指導体制づくり 

① 年間指導計画の見直し(資料１‐１)と別葉の活用(資料１‐２) 

      昨年度までの道徳科の年間指導計画では、見ただけでは各教科との関連がわかりにくいと 

いう課題があった。そこで今年度は、取り扱う教材がどの教科と関連が深いのか、年間指導 

計画を見ただけでわかるようにし、指導者の得意を生かして教材を選択できるような改良を 

した。 

      また、別葉も準備し、道徳科の教材がどの教科と関連しているか、そして、どの学校行事 

や特別活動等に関わるのかを確認できるようして指導に役立てられるように提示した。 

    ② ローテーション道徳の実施(資料２) 

      今年度も校長、教頭、養護教諭を含めた全教員が授業を行うローテーション道徳を行った。  

本校では、４月の段階で１年間の担当月を決定している。基本的に、所属学年の教員がその 

所属学年の道徳科の授業をすることとし、校長、養護教諭は１年間の中で各学級での授業を 

１回行い、教頭は教科指導をしている学年でのみ、年に１回授業を行うこととした。授業者 

は 1 つの教材を１組、２組の両クラスで使って授業をし、学級担任は自分のクラスの授業を 

参観し、生徒の様子を見取り、評価につなげられるようにした。 

③ 道徳資料コーナーの設置 

      職員室内に「道徳資料コーナー」を設置し、道徳科の資料等 

を活用しやすいようにした。 

④ 道徳アセスメント調査と生徒意識アンケートの実施 

例年、春に１回のみ行っていた道徳アセスメント調査と生徒 

意識アンケートを、今年度は４月と 12 月の２回行い、生徒の実 

態と変容を把握し、今後の道徳教育の在り方の検討に活用する 

こととした。 

[道徳資料コーナー] 

（２）「考え、議論する道徳」の実現に向けた指導力向上や指導方法の工夫 

① ワークシートの改良、蓄積と振り返り用紙の見直し(資料３・４) 

これまでも授業ワークシートは基本的に授業者が作成し、授業の振り返りや評価に役立て 

ていたが、今年度は、ワークシートに記載する５つの必須事項(年月日・教材資料名・内容項 

目・生徒氏名欄・今日の授業の振り返り)を統一し、授業者にとっても生徒にとっても振り返 

りがしやすいように改良した。また、ワークシートのデータや略案は校内の共有フォルダに 

収納し、全教員がいつでも活用できるようにした。 

本校では、通知票への道徳科の評価の記載は年度末に一度であるが、学期ごとに振り返り 

用紙を用意し、学びの振り返りをさせている。昨年度までは、教科書についていたものをそ 

のまま使用していたが、生徒の学びがより詳しく確認できるように、今年度は振り返り用紙 

を新しく作成した。学期末にはワークシートを蓄積した道徳ファイルを家庭に持ち帰らせ、 

生徒の学習の記録と本校の道徳科の授業内容を保護者にも届けた。 

② 県外先進校視察(６月 19 日) 

      本校の校内研修の主題にもある「『主体的・対話的で深い学び』の実現」と「『考え、議 

論する道徳』の授業づくり」を３年計画で研究している山梨県甲府市立西中学校の道徳科の 

取組を視察してきた。山梨県甲府市立西中学校は、令和４～６年度の山梨県教育委員会指定 

の道徳教育推進校となっており、昨年度、公開研究会が行われている。今回、参観させてい 

ただいた授業はそのときの公開授業の指導案を生徒の実態に合わせ、さらにブラッシュアッ 
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プしたものであった。導入部分でのＩＣＴ機器の活用、板書のまとめ方、展開部分での班活 

動の工夫等、参考になることが多かった。授業後には、授業者と研修主任から道徳科の取組 

について詳しく話を聞くことができた。学校全体での熱心な研究の様子と協力体制が感じら 

れた。この視察を通して得たことは秋の要請訪問の指導案づくりのヒントになるとともに、 

今後の本校の道徳科の取組の見直しにもつながる大変有意義な視察となった。 

 

 

 

 

 

 

 

    [山梨県甲府市立西中学校の授業風景] 

 

③ 全日本中学校道徳教育研究大会神奈川県大会への参加(11 月 21～22 日) 

   神奈川県で行われた全日本中学校道徳教育研究大会に本校か 

ら２名出席した。１日目は川崎市立渡田中学校の公開授業を参 

観した。コの字型での授業の座席やＩＣＴ機器の使い方などが 

参考になった。２日目の課題別分科会では、教材研究の在り方 

と発問を中心とした授業づくり、道徳科の指導と評価について 

の発表を聞き、県外でのさまざまな実践を知ることができた。 

また、国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教 

育課程調査官の井上 結香子 氏による指導講話もあり、自校の道 

徳教育と道徳科の授業の取組を見直す有意義な時間となった。     [協議会の様子] 

    

④ 校内研修の充実（道徳教育推進教師による伝達講習、講師招聘での理論研修、市の研修） 

      今年度は、「考え、議論する道徳」への質的変換を図り、より「深い学び」につなげるた 

めに、本校教員の実践的指導力向上に向けて、校内研修を充実させた。 

ア 道徳教育推進教師による伝達講習(８月７日) 

   ６月に視察した山梨県甲府市立西中学校での道徳教育

の取組を伝達するとともに、これまでの本校の取組を振

り返った。また、11 月の要請訪問に向けて、授業展開や

発問づくりの提案を行った。指導過程については、県総

合学校教育センター研修で聴講した十文字学園女子大学

教授の浅見 哲也 氏の理論を紹介し、指導案づくりの方

向性を示した。                   [道徳教育推進教師からの伝達] 

イ 講師招聘での理論研修(８月７日) 

講師に弘前大学教育学部准教授の森本 洋介 氏をお招

きし、「『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的

充実を図った指導の在り方と道徳科指導の在り方」と題

して、講義・演習を行った。学習の振り返りの大切さとと

もに、教材を額面通りに受け取るのではなく、批判的に

読み解き、指導につなげる大切さを学ぶことができた。  ［森本准教授による講義］ 
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ウ 平川市教育委員会主催の研修(８月 16 日) 

       猿賀小学校と尾上中学校のオンラインによる合同研修では、講師に畿央大学教授の島恒 

生氏をお招きし、「考え、議論する道徳の進め方」と題して講義が行われた。講義では、 

よいところをもっと伸ばすというスタンスで取り組むことの大切さや、小さな意見も拾っ 

て授業することの大切さ、また、書く活動は中心発問と振り返りの２回でも十分であると 

いった授業を組み立てる上でのヒントをたくさん学ぶことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  ［オンライン研修の様子］ 

 

⑤ 研究授業及び協議会の実施 

     ア 要請訪問指導案検討会①（9／25） 

       11 月の要請訪問に向け、授業者から指導案についての大まかな説明をしてもらい、授業 

者が授業をするにあたって現段階で迷っている点について、全教員で考えを共有し、それ 

について検討した。 

 

 

 

     〇教材が長いので、事前に教材をすべて読ませておくべきか。前半、後半に分けて読ませる 

か。 

     〇個で意見を書かせる、あるいは付箋に書かせる、どちらがいいのか。書く作業に時間がか 

かるので、議論する時間が少なくなるという懸念があり、３パターン考えてみたが、それ 

でいいのか。 

       ・パターン１：ワークシート→付箋→グループで共有(仲間分け)→全体で共有 

       ・パターン２：ワークシート→グループで共有(仲間分け)→全体で共有 

       ・パターン３：付箋→グループで共有(仲間分け)→全体で共有 

     〇構成(展開部分)と発問が合致しているか。また、中心発問はねらいに迫るものになってい 

るか。人間理解(資料前半部分) を３パターン考えてみたが、それでいいのか。 

       ・パターンＡ：「ちょうどいいや」と思ってポケットにしまったぼくは、どんな思いだっ 

ただろう。 

       ・パターンＢ：「とった」という言葉に一瞬血の気が引いたぼくは、どんな気持ちだった 

のだろう。 

・パターンＣ：「これは前に自分で買ったんだぞ」と言ったぼくは、どんな気持ちだった 

だろう。 

〇他者理解(資料の中～後半部分)についての中心発問の検討 

       ・中心発問「卓也が謝ってきたとき、ぼくはどんな気持ちになっただろうか」 

主題名  心の弱さを乗りこえるために【内容項目Ｄ－(22) よりよく生きる喜び】 

教材名 銀色のシャープペンシル (出典：「新訂 新しい道徳１」東京書籍) 
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     〇価値理解(資料後半部分)についての発問の検討 

       ・卓也の家に向かって歩き出したのは、「ぼく」のどんな気持ちからですか？ 

      〇検討会で出された意見 

        ・長い教材なので、事前に読ませておいてもいいと思う。 

        ・事前に読ませるのであれば前半だけにしておく。授業の当日は、登場人物の確認を含め 

て前半の内容をおさらいして中心発問に入っていけばいい。 

・導入部分はできるだけ短くし、中心発問で時間を多く割けるようにすべき。 

        ・時間のことを考えると、考えはすぐ付箋に書かせる方がよいのではないか。自分の書い 

た付箋はあとで、自分のワークシートに貼らせればよい。 

        ・パターンＢの発問だといろいろな考えが出てきそうだが、「血の気が引いた」の意味が

わからないのではないか。 

        ・中心発問で「どんな気持ちか」という語尾になっているが、「どんなことを考えたか」

とした方が、多角的な思考につながるのではないか。 

        ・価値理解を深めさせる発問は「なぜ？」と聞いた方がより深まりそう。 

     イ  要請訪問指導案検討会②（10／22） 

        前回の検討会で出された意見を基に、授業者が最終的に直したものを全教員で確認。ま 

た、修正を加えた部分について授業者に説明してもらった。 

     〇前回の研修を受けて修正を加えた部分について 

       ・教材は前半、後半に分けて読むことにする。前半部分のみ、事前に読んでおく。 

       ・中心発問は、パターンＣをベースにし、語尾を「どんなことを考えたか」に変える。 

       ・中心発問では、個で付箋に意見を記入→グループで共有(グルーピング)→全体で共有 

       ・中心発問では、少数意見を拾い上げ、切り返しをする。 

       ・価値理解の発問では「なぜ」という聞き方に変える。 

       ・終末の振り返り(授業で学んだこと)を記入する際に、「心の弱さを乗り越えるには？」 

の視点を含めて記入させるようにする。 

     ウ  要請訪問（11／６）１年１組での授業 

〇協議のポイント 

       ・本時の展開は「深い学び」を促すものであったか。 

       ・発問の構成と工夫は適切であったか。 

       ・その他全体を通して 

     〇協議会より 

       【成果】〈本時の展開について〉 

       ・教師が音読したことで生徒を引き付けた。          ［要請訪問の授業の様子］ 

・自分のこと→グループの意見→共有という流れが良かった。 

       ・教材を前半、後半で読んだことがよかった。先読みを防ぎ、内容も整理できた。 

       ・付箋を使ったことで、話すのが苦手な生徒でも自分と向き合いながらできたのではない 

か。ＩＣＴより良かったのでは。 

      ・単語でしか考えを書けなかった生徒も、グループワークのおかげで考えが深まっていた。 

       ・グループワークにより、新たな価値に気づきながらさらに付箋を書いていた生徒もいた。 

       ・授業者自身の自己開示も、生徒が安心して話せる要因になったと思う。 

       ・板書の構成が工夫されていた。 

       【課題】 

       ・意見共有後の議論がもう少しあってもよかった。 
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       ・50 分に収めるための工夫として、他にどんなことが考えられるか。 

       ・教材自体の難しさで、理解に苦しんだ生徒もいたのではないか。 

       ・「後悔」「罪悪感」「もやもや」といった言葉の意味を理解しているのか。 

       ・最後の「人間の弱さ」に関して、気づきはあったが本当の意味で染みていたのか。もっ 

とお互いに聞き合うことが必要だったかもしれない。 

      【成果】〈発問の構成と工夫について〉(【課題】は、特に出なかった) 

       ・中心発問も補助発問もベストであった。 

       ・生徒の実態にあった中心発問だった。 

       ・発問がどんどん深くなり、道徳的価値に迫ることができていた。 

       ・校内研修で検討した内容も、価値項目の深まりにつながっていた。 

     〇全体を通して 

      ・グループ構成がよかった。授業者である学級担任の日頃の生徒の観察、工夫のおかげ。 

       ・実物投影機の利用の仕方がよかった。 

     〇助言者から（平川市教育委員会 主任指導主事 長内 和生 氏） 

        本時では、事前アンケートを行ったことが問題意識の醸成につながっていた。中心発問 

が弱さや葛藤を乗りこえることの難しさに気づかせるものになっており、「本当にそれで

いいか」という問い返しによって生徒の思考がさらに深まっていた。物事を多面的・多角

的に考えさせるためには、特に対話が重要になるので、思考を言葉にする訓練も大事にし

てほしい。また、人間をしての生き方について深めるために振り返り(内省)も大切にして

ほしい。 

 

(３) 行事を通した道徳的価値の育成 

    ① 特別活動との関連 

     ア 中体連(夏季・秋季)に向けての全校生徒による応援メッセージの掲示を行った。 

      「試合に向けての力に！」という思いを込めて、それぞれがエールを送り合った。 

イ 長期休業(夏・冬)に有志による校内清掃ボランティア活動を行っている。学校の一員で 

あることの自覚を促し、よりよい校風づくりにつながる活動となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

                  ［応援メッセージの掲示］       ［校内ボランティア清掃の様子］ 

② 全校道徳講話(９月 19 日) 

  今年度は講師に八戸市出身でメンタルプロコーチ 

の津村 柾広氏をお迎えして全校道徳を行った。 

「自律と自立」の観点から、自分の弱さを認め、そ

れに打ち克つ方法をレクチャーしていただいた。本

校の道徳科の重点指導項目である「よりよく生きる

喜び」につながる講演内容で、講演を聴いた生徒の

反応はとてもよいものであった。              ［全校道徳講話］ 

－31－



３ 実施経過とその体制 

月 取  組  の  内  容 備 考 

 ４月 ・全体計画、別葉、年間指導計画の作成 

・道徳アセスメントの実施・分析① 

 

 ５月 ・生徒意識アンケートの実施・分析① 

・授業公開(参観日) 

 

 ６月 ・県外先進校視察：山梨県甲府市立西中学校（６／19） 

・計画訪問（６／25） 

・道徳教育推進教師 

      他１名 

 

 ７月 ・道徳振り返り①の実施 

・県道徳教育推進協議会への参加①（７／８） 

・小中学校道徳教育協議会①への参加（７／26） 

 

・道徳教育推進教師 

・代表 

 ８月 ・夏季校内研修（８／７） 

① 道徳教育推進教師による県外先進校視察報告 

② 講義・演習 

〈テーマ〉「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体 

的充実を図った指導の在り方と道徳科指導の在り方 

 （講師：弘前大学教育学部准教授 森本 洋介 氏） 

・オンライン小中合同研修会（８／16） 

 講義「考え、議論する道徳」の進め方 

（講師：畿央大学教授 島 恒生 氏） 

 

 

・講師招聘 

 ９月 ・全校道徳講話（９／19） 

「ワクワクする未来の作り方」（講師：津村 柾広 氏） 

・要請訪問指導案検討会①（９／25） 

 

10 月 ・小中学校道徳教育協議会②への参加（10／16） 

・要請訪問指導案検討会②（10／22） 

・代表 

11 月 ・要請訪問（11／６） 

 １年１組授業「銀色のシャープペンシル」 

（指導・助言：平川市教育委員会主任指導主事 長内 和生 氏） 

・全日本中学校道徳教育研究大会への参加（11／21～22） 

・指導主事要請 

 

 

・道徳教育推進教師 

      他１名 

12 月 ・道徳振り返り②の実施 

・生徒意識アンケートの実施・分析② 

・道徳アセスメントの実施・分析② 

・教師アンケートの実施・分析 

 

 １月 ・冬季校内研修（１／14） 

「今年度の本校の道徳教育の取組についての振り返り」 

・県道徳教育推進協議会への参加②（１／14） 

・道徳教育パワーアップ協議会（１／24） 

・道徳教育推進教師 

 

 ２月 ・道徳振り返り③の実施 

・研究のまとめ、研究紀要の作成 
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４ 取組の成果と課題 

（１）よりよい生き方を実践する力を育む道徳教育に係る成果の概要 

  ① 校内の指導体制づくり 

別葉を活用し、年間指導計画も見直したことで、指導の見通しが立ち、全教員での道徳科の授 

業というローテーション道徳にもうまくつながった。また、道徳資料コーナーを職員室内に設け 

たことで、いつでも気軽に書籍を手に取って教材研究の参考にすることができた。また、職員室 

内でも自然と道徳科の話題が出るなど、学校全体で道徳教育に取り組む雰囲気が生まれた。 

  ② 「考え、議論する道徳」の実現に向けた指導力向上や指導方法の工夫 

    校内研修を充実させ、研究授業を通して日頃の授業を振り返ることや、県外の授業の取組を紹 

介することで、教員一人一人の授業に対する意欲の向上にもつながった。 

 

（２）教師アンケートの結果より(12 月実施) 

① 「考え、議論する」という点でどのような工夫をしたか 

  ・教材の吟味及び発問の工夫。 

・発問は、立場や意見が分かれ、深まりを得られる発問になるよう考えた。 

・ワークシートに記入することをできるだけ少なくし、中心発問を考えたり、話し合ったりす 

る時間を確保すること。 

  ・時間配分と班活動の方法。 

・生徒が自分事として考えられるような発問を考えるとともに、お互いの価値観を大切にし 

 ながら話合いができるようにした。 

  ・話合いが円滑にできるようにグループにおける人間関係や役割分担、また、発表しやすい 

雰囲気づくりをした。 

・生徒からの意見や考えをスムーズに次の生徒が発言しやすいように、かみ砕いて説明する 

 などした。 

  ・中心発問を生徒の実態に即して、どのようにするかを考えるようになった。 

  ・ＩＣＴ機器を活用して、全員が全員の考えに触れる取組をした。 

② 「深い学び」につなげる発問という点で、どのような工夫をしたか 

・学びを個→班→全体→個のサイクルになるようにすることで、学びを共有し、最終的には個 

に還元されるような構成を心掛けた。 

  ・価値項目に迫るために中心発問をどうするか、文言をどうするかなど細かい点まで考えた。 

・展開場面での発問が、人間理解→他者理解→価値理解となるような構成にした。 

  ・授業の発問を分析しながら、より生徒の実態に合う発問をした。 

  ・身近なことを自分事として考えさせた。 

  ・リフレーミングを取り入れるなど表現の工夫を促した。 

  ・生徒の考えを紹介し、補助発問を行った。 

②  ＩＣＴ機器の活用で効果的だったこと 

  ・グループの協議結果を送信してもらい電子黒板に映すことで、時間短縮や共有の手間の解 

   消に生かせるようにした。 

・導入部分で、関連するニュース動画やグラフなどを見せた。 

・文面だけでは場面が思い浮かばないだろうと予想されるときに画像などで提示した。 

・発問等を何度も流していつでも確認できるようにした。 

・伝記もの教材では、その登場人物のドラマの部分を見せたことにより内容が理解しやすく 

考えが深まった。 

－33－



④ 「道徳の授業」に取り組む中で生まれた「前向きな変化」や「成長した」と思うこと 

・教材分析や発問の吟味はこれまでよりも深く行うようになった。 

・「道徳の授業を楽しい」と言ってくれる生徒が増えていると思う。 

・いろいろな方法で授業をしてみようと思うようになったこと。 

・発問や中心発問など、気を付けなければならないと意識が強まった。 

・ＩＣＴ機器の積極的な活用と、全員の考えを常に共有することによる授業展開。 

⑤ 「道徳の授業」を実施する上での課題点 

・教材研究をする時間がなかなか取れていないこと。 

・週に一度の授業なのでなかなか授業の技量が向上していないと感じる。他の先生方の授業 

 を参観したり、複数クラスで同一教材の授業をしたりするなどして向上につなげたい。 

・教材も見方を変えると様々な切り口があり、教科書で示された内容項目で授業するよりも 

 別の内容項目で授業したほうが効果的な場合もあると捉えているが、年間計画に沿った価 

値項目で授業を進めることを意識していきたい。 

・ジレンマ教材は比較的扱いやすいが、そうでないと難しいと感じる。事例がたくさんあると 

実施しやすい。 

・ⅠＣＴ機器の活用に努めているが、やはり生徒の意見は、ワークシートに自分で書き込む＋ 

黒板に板書するのがよいのではないかと最近思い始めている。 

・ＩＣＴ機器を活用しようとすると、ＩＣＴ機器に夢中になって議論が進まない場合がある。 

・自分の意見や考えを気兼ねなく伝えることで議論を深めていくために、ＩＣＴ機器の機能 

を活用し匿名でチャットのような方法を活用することをイメージしているので、そのため 

のＩＣＴ機器活用指導力を高めることが課題。 

・教材の量が多いと「議論する道徳」までもっていくことが難しい。そこをもっと聞いてみ 

 たいのに、と思うところがあっても時間がなくて聞けないと思うと、50 分で「考え、議論 

する道徳」の授業づくりは難しいと感じた。 

 

      教師アンケートの結果を見てもわかるように、今年度の授業実践や研修を通して、授業に   

つながるヒントをたくさん得ることができたと実感できた。授業を互いに見合うことや、授 

業について話をするといったことが、道徳教育について考える機会が増えたことが授業改 

善につながった。また、今回出された課題を次年度に向けて見直していきたい。 

 

（３）行事を通した道徳的価値の育成 

   特別活動と関連させて、道徳的価値の育成に取り 

組んできたが、今年度の重点項目としてきた「思い 

やり」「相互理解」「よりよい学校生活」「よりよ 

く生きる喜び」につながった。しかし、生徒意識ア 

ンケートの「自分のことが好きか」という項目では 

５月と 12 月を比較してみても、結果はあまり変わら 

ず、約４割の生徒が否定的な回答をしている。 

   道徳科だけで改善が見られるものではないと思わ 

れるが、継続した授業と教育活動全体を通して生徒 

の自己肯定感を伸長させ、自己有用感を高めさせる 

ことを目指していきたい。 
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（４）調査から見られる成果 

① 道徳アセスメント調査の結果から 

ア 視点：道徳的価値の理解と道徳的行為の実践意欲 

〈概況〉 

道徳的価値の理解と道徳的行為の実践に関しては、各学年ともに４月と 12 月を比較してみると 

大きな変化は見られなかった。しかし、２学年では、４月に低かった視点が 12 月には高まってい 

た。 

 

イ 理解と行動の不一致（よい行為と知っていながら、行う自信がなかったり、迷いがあったりす 

る項目） 

高いところ 低いところ

４月 視点B(主として人との関わりに関すること) 視点C(主として集団や社会との関わりに関すること)

12月 視点Ａ(主として自分自身に関わること) 視点Ｃ(主として集団や社会との関わりに関すること)

４月 視点Ａ(主として自分自身に関わること) 視点C(主として集団や社会との関わりに関すること)

12月 視点Ｂ(主として人との関わりに関すること) 視点Ｃ(主として集団や社会との関わりに関すること)

４月 視点Ａ(主として自分自身に関わること) 視点B(主として人との関わりに関すること)

12月 視点Ｂ(主として人との関わりに関すること) 視点Ａ(主として自分自身に関わること)

４月 視点C(主として集団や社会との関わりに関すること) 視点Ｄ(主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること)

12月 視点Ｄ(主として生命や自然、崇高なこのとの関わりに関すること) 視点Ｂ(主として人との関わりに関すること)

４月 視点Ｂ(主として人との関わりに関すること) 視点Ｄ(主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること)

12月 視点Ｂ(主として人との関わりに関すること) 視点Ｃ(主として集団や社会との関わりに関すること)

４月 視点Ａ(主として自分自身に関わること) 視点Ｄ(主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること)

12月 視点Ｂ(主として人との関わりに関すること) 視点Ｄ(主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること)

４月 視点Ｂ(主として人との関わりに関すること) 視点Ｄ(主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること)

12月 視点Ｂ(主として人との関わりに関すること) 視点Ｄ(主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること)
３年３組

１年１組

１年２組

２年１組

２年２組

３年１組

３年２組

４月 12月

１学年

・郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する心
・友情、信頼
・思いやり、感謝
・自然愛護
・真理の探求、創造

・我が国の伝統と文化の尊重、国を愛する態度
・思いやり、感謝
・真理の探求、創造
・自然愛護
・礼儀

２学年

・希望と勇気、克己と強い意志
・向上心、個性の伸長
・思いやり、感謝
・よりよく生きる喜び

・希望と勇気、克己と強い意志
・向上心、個性の伸長
・国際理解、国際貢献
・よりよく生きる喜び
・よりよい学校生活、集団生活の充実

３学年

・我が国の伝統と文化の尊重、国を愛する心
・自然愛護
・国際理解、国際貢献
・よりよく生きる喜び

・我が国の伝統と文化の尊重、国を愛する心
・自然愛護
・国際理解、国際貢献
・よりよく生きる喜び
・公正、公平、社会正義
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〈概況〉 

  理解と行動の不一致の項目に関しては、各学年ともに４月と 12 月を比較してみると大きな変化 

は見られなかった。よい行いであることを自覚しているにもかかわらず、行動につながっていかな 

い原因を探りつつ、本校の道徳科の重点項目としている「思いやり」「よりよい学校生活」「より 

よく生きる喜び」に関しては特に、道徳科の授業を要としながら、各教科や行事等とも関連づけて 

継続して取り組んでいく必要がある。 

② 生徒意識アンケートより(１年生：62 名 ２年生：64 名 ３年生：66 名 計 192 名回答) 

 ア 質問項目１について 

５月に「とても好き」「好き」と回答(以下肯定

的に回答)した生徒の割合が約７割であったが、 

12 月には約９割という結果となった。また、５月

に「あまり好きではない」「好きではない」と回

答(以下、否定的に回答)した生徒の割合は約３割

であったが、12 月には約１割へと減少した。 

 肯定的に回答した生徒の記述を見ると、「意見

交流することで新しいことに気付けるから」、「い 

ろいろな価値観にも気付けるから」、「いろいろ

な意見が聞けて楽しいから」、「班での話合いが

楽しいから」、「自分の考えを自由に書けるから」、

「校長先生と教頭先生の授業が楽しかったか

ら」、「自分の考えを否定されることがないから」 

といった理由が挙げられていた。一方で、否定的な回答をした生徒の記述を見ると、「典型的な話 

しかなくてつまらないから」、「自分の考えに自信がもてないから」、「考えるのが難しいから」

といった理由が挙げられた。 

イ 質問項目２、３について 

質問項目２について、肯定的な回答をした生徒の割合は大きく変化していないが、内訳を見る 

と、「とてもそう思う」と答えた生徒が６％増加した。また、質問項目３については、５月に比 

べて、他の人の意見を聞きながら自分のことについて「とてもよく考えている」と答えた生徒が 

14％増加し、「考えていない」と答えた生徒は０％になった。多くの生徒は授業を通して、自分 

の生き方を考えていることが分かった。 
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  ウ 質問項目４～７について 

   質問項目４～７について、感謝の気持ち(ありがとう)や、謝罪の気持ち(ごめんなさい)の気持ち 

を口に出して伝えることの重要性は多くの生徒が感じていることがわかるが、口に出して素直に 

「あまり伝えていない」と答えた生徒の割合が、５月に比べて 12 月では減少し、「伝えている」 

と答えた生徒の割合がそれぞれ増加した。 

  エ 質問項目８、９について 

   ５月のアンケートでは「人が困っているときに進んで助けたいと思わない」、「人が困っている 

ときに進んで助けていない」と回答した生徒は１％いたが、12 月のアンケートでは０％になった。 

   また、質問項目８において 12 月のアンケートでは「とてもそう思う」、「助けている」と回答 

した生徒が５月に比べて増加している。 
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   12 月の生徒意識アンケートにおいては、以下の質問項目を追加した。 

左のグラフから分かるように、ほとんどの 

生徒が自分の生き方を深められていると回答 

している。この結果は、「道徳の授業が好きだ」    

と回答した生徒が増加していることや、授業 

で他の人の意見を聞きながら自分のことにつ  

いてよく考えているという肯定的な回答が増 

加したこと、また、自分の生き方を深められて 

いると回答した生徒が増加したことともつな 

がっていると考えられる。 

  また、「どんな点が変わったと思うか」と 

 いう記述項目では、次のような意見があった。 

 ・友達や周りの人のことを考えられるように 

なった。 

 ・人とのコミュニケーションが取れるように  

なった。 

・いろんなものを大切にしたいと思えるよう 

になった。  

 ・柔軟に物事を考えられるようになった。  

 ・すべてを他人事だと思わなくなった。 

 ・意見が違ったとしても、いろんな可能性を  

考えて納得できるようになった。 

 

 

12 月の生徒意識アンケートで、「あなたにとって道徳の授業の時間はどんな時間か」という記 

述項目では、「自分のことを見直せる時間」、「自分の心と向き合う時間」、「自分にとって必要 

な力を身につける時間」、「ありのままの自分を出せる時間」、「自分の考えを素直に伝えること 

ができて、社会に出るために必要なことを学ぶ時間」、「どうやって対処すればいいかを考える時 

間」、「自分を見つめ、なおかつ周りの人からヒントをもらえる時間」等の意見があった。 

道徳科の授業が生徒にとって、かけがえのない時間になっていることがうかがえる。今後も、生 

徒一人一人がよりよい生き方を考える時間となるよう、継続して取り組んでいきたい。 
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第１学年１組 道徳科学習指導案 

日 時 令和６年１１月６日(水)５校時 

場 所 １年１組教室 

対 象 １年１組３２名 

授業者 石井 直子 

１ 主題名 

   心の弱さを乗りこえるために 【内容項目Ｄ－(２２) よりよく生きる喜び】 

２ 教材名 

   銀色のシャープペンシル(出典：新訂 新しい道徳１ 東京書籍） 

３ ねらい 

   内なる弱さと良心に葛藤しながら卓也の家に向かった主人公の思いを自分事として考える 

活動を通して、誰しも自らの弱さや醜さを克服しようとする強さや気高く生きようとする心 

があることを理解し、状況に合った適切な行動をしてよりよく生きようとする態度を養う。 

４ 主題設定の理由 

(１)ねらいとする道徳的価値について 

   本主題は、内容項目「Ｄ 主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること［よ 

りよく生きる喜び］「人間には自らの弱さや醜さを克服する強さや気高く生きようとする心が 

あることを理解し、人間として生きることに喜びを見いだすこと。」を取り上げたものである。 

   誰の心の中にも弱さや醜さがあり、自分を律することができず、ついつい怠けてしまうこ

とがある。してはいけないと知りつつ、自分の利益を最優先にして、他人の不利益を無視し

て行動してしまうこともある。しかし、同時に、人間はその弱さや醜さを克服したいと願う

心をもっている。誰もがもつ良心によって悩み、苦しみに打ち勝って、人間として生きる喜

びに気付いたとき、人間は強く、気高い存在になり得る。 

   小学校の段階では、高学年でこの内容項目が置かれるとともに、小・中学校が連携協力し、

発達の段階に応じた指導内容と方法について工夫を重ねることが求められている。また、中

学校の段階では、自分だけが弱いのではないということに気付かせ、自分を奮い立たせるこ

とで目指す生き方や誇りある生き方に近づけるということが求められている。自分の弱さを

強さに、醜さを気高さに変えられる確かな自信をもち、人間がもつ強さや気高さについて十

分に理解させ、よりよく生きる喜びを見いだせることに気付かせたい。 

本時の学習内容を自分事として考えることを通して、人間は誰にでも弱い部分があること 

を知るとともに、弱さを克服することで人間として強く気高いものになることを見出し、生 

きる喜びを得ようとする態度を育んでいきたい。 

(２)ねらいに関わる生徒の実態について 

   一般的に中学生の段階では、人間は弱さや醜さをもつと同時に、強さや気高さを併せても

つことを理解できるようになってくる。しかし、なかなか自分に自信がもてずに、劣等感に

さいなまれたり、人をうらやましく思ったりする生徒も少なくない。 

 本学級の生徒は、元気で明るく、行事等に積極的に取り組むことができる。一方で、話を

聞く場面や課題に取り組む場面の切り替えができなかったり集中力が続かなかったりするこ

とがある。また、経験や語彙力の少なさから深まりのある考えを引き出すことが難しい。相
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手がどう思うかに思いが至らず、後先を考えずに行動してしまうことや、自己理解や他者理

解の弱さから自己肯定感が低く、自信をもてない生徒も多い。 

７月に実施した道徳アセスメ

ントの結果から、「よりよく生き

る喜び」の内容項目に関して、道

徳的価値の理解が非常に高かっ

た。行う自信がなかったり迷いが

あったり、道徳的実践力に関しては若干低いものの全体的には高い結果であった。そのため、

本時では、主人公の立たされた状況に共感して誰しもが心の弱さをもっていることを感じさ

せたい。また、その弱さを克服しようと自己と向き合う姿勢から、よりよく生きる喜びを見

出し、今後の学校生活や人との関わりの中で、具体的な行為や態度として表れるようにさら

に伸ばしていきたい。発表の場面と話を聞く場面の切り替えをしっかりと行いつつ、活発な

意見交換ができるようにさまざまな意見を拾い上げ、生徒の意見を尊重していけるようにし

たい。 

(３)教材について 

   本教材は、主人公が卓也のシャープペンシルを無断で自分のものにし、自分の弱さと良心

に向き合う姿を通して、ねらいに迫るものである。 

主人公の「ぼく」は、教室に落ちていたシャープペンシルを拾い、嘘をついてばれなけれ

ばいいと、こっそり卓也のロッカーに返した。しかし、逆に卓也から謝罪されることによっ

て、友人を裏切っていることへの自責の念と自分を正当化する心の弱さに揺れ動く。自分の

弱さや醜さを克服する強さ、気高く生きようとする心情を基盤とし、道徳的価値を実現しよ

うとする意志を育てることができる教材である。 

 

５ 校内研との関連 

  研究主題  

「主体的・対話的で深い学びを実現するための授業づくりを通した学力向上のための研究」 

～「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体化を図った授業づくりを通して～ 

  道徳科における研究内容 

  「考え、議論する道徳」への質的変換を図り、多面的・多角的な思考による「深い学び」につ 

ながる授業方法を工夫する。 

 

６ 「考え、議論する道徳」へ向けた工夫 

(１)考えさせる工夫 

  ・事前アンケートを実施し、アンケート結果を共有することで、誰でもしてはいけないと思

っていてもできない心の弱さをもっていることに気づかせる。そして、主人公の思いを自

分事として捉えることで、考えを深めさせる。 

  ・周囲の人の反応や発言から、主人公の心の弱さと良心との間で葛藤する思いや、感情の揺

れ動きの心情を捉えさせる。 

  ・終末の場面で、学習を通して考えたことや他の人の意見を聞いて新たにわかったことを記

入し、自分のこれからの学校生活への過ごし方や思いについて考えさせる。 
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(２)議論する工夫 

  ・ワークシートに記入する場面は、中心発問と終末のみとし、生徒が発言する場面をできる

だけ多く設定する。 

・授業のねらいである「誰しも自らの弱さや醜さを克服しようとする強さや気高く生きよう

とする心があることを理解し、状況に合った適切な行動をしようとする態度を養う」に迫

る中心発問を設定する。 
・話合いは３～４人の小グループとし、発言の機会を増やして意見交換しやすくする。 

・話し合う場面と話を聞く場面のめりはりをしっかりとつける。 

  ・少数の意見も適切に取り上げ、多面的・多角的に物事を考えられるようにする。 

 

７．学習指導過程 

過

程 
学習活動と主な発問 予想される生徒の反応 

指導上の留意点 

◆評価の視点 

事
前 

Forms を使ったアンケート

で質問に答える。 

①あなたはこれまで、して

はいけない(悪いこと)とわ

かっているけど、ついやっ

てしまったことはあります

か。 

②それはどんなことです

か。具体的に教えてくださ

い。 

 

 

 

 

②について 

・宿題をやらずにゲームをやっ

た。 

・親と約束した時間を守らずスマ

ホを使った。 

・友達の悪口を言ってしまった。 

 

導

入 

３

分 

・事前にとったアンケート

の結果を共有する。 

 

 ・誰にでも心の弱さが

あることに気付かせ

る。 

 

 

 

 

展

開 

37

分 

 

 

 

 

 

・「銀色のシャープペンシ

ル」の登場人物について全

体で確認する。 

３人の挿絵を貼る。 

 

〇「今日は主にこの３人が

お話の中に登場します。主

人公のぼくがどんな気持ち

や状況になっているか注目

しながら読んでいきましょ

う。」 

・資料の前半を範読する。

(P106～108の 16 行まで) 
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・登場人物の状況や関係性

を全体で確認して、内容を

つかむ。 

 

「これは前に自分で買った

んだぞ。」と言ったぼくはど

んな気持ちだっただろう？ 

 

【補助発問】 

ぼくがとった言動でどんな

点が問題ですか。 

 

 

〇「この後、ぼくはどうする

でしょうか。後半を読んで

みましょう。」 

・資料の後半を範読する。

(P108 の 19 行目～最後ま

で) 

 

◎卓也が謝ってきたとき、

ぼくはどんなことを考えた

でしょうか。 

 

・個人で意見を付箋に記入

する。 

・小グループで意見を交換

する。 

・全体で意見を共有する。 

 

 

 

〇なぜ卓也の家に向かって

歩き出したのですか？ 

 

・嘘をついてしまった。 

・とっさに言ってしまった。 

・ごまかしてしまった。 

 

・嘘をついている。 

・健二や卓也のせいにしている。 

・人のものを取っている。 

 

 

 

 

 

 

 

・自分のやったことが恥ずかし

い。 

・情けない。 

・自分が謝らないといけないのに 

卓也に謝らせてしまった。 

・卓也が謝ってきてラッキー。 

 

 

 

 

 

 

・正直に謝るため。 

・このままではいけない。 

・自分が悪かったことを伝えたい

から。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆①自らの弱さや醜

さを克服しようとす

る強さや気高く生き

ようとする心がある

ことに気付き、自分な

りの考えを深めよう

としていたか。（発言・

観察・記述） 

・意見をまとめたシー

トはテレビ画面に映

して共有する。 

・道徳的価値について

考えさせる。 
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銀色のシャープペンシル 

ちょうどいいや」と思ってポケット「これは前に自分で買ったんだぞ。」と 

言ったぼくはどんな気持ちだっただろう？ 

 

 

 

 

終

末

10

分 

〇心の弱さを乗り越えるに

は、どのようにしたらよい

だろう。授業を通して考え

たことや感じたこと、大切

だと感じたことを記入しよ

う。（ワークシート） 

 

・記入したことを発表す

る。 

・振り返りを記入する。 

・悪いことをしても正直に謝った

り、相手に伝えたりすることが大

切。 

・自分のことだけを考えないで相

手のことも考える。 

・失敗をしても、よくしようと行

動すれば成長につながる。 

◆②心の弱さについ

て理解し、自分たちの

日常生活でどのよう

なことを意識して生

活していけばよいか

考えを深めることが

できているか。 

（観察・記述・発言） 

 

８．評価の視点 

①誰しも自らの弱さや醜さを克服しようとする強さや気高く生きようとする心があることに気付

いていたか。 

②心の弱さを克服することで、よりよい生き方ができることを自分たちの日常に立ち返り、思い

や考えを深めようとしていたか。 

 

９．その他 

   板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 

ぼく 

健二 

卓也 

おまえ、卓也

のシャーペン

とったのか？

 

そのシャーペ

ン 、ぼくのじ

ゃ・・・us 

ちょうどいい

 
どんな点が問題？ 

・嘘をついている。 

・健二や卓也のせ

いにしている。 

・人のものを取って

いる。 
ロッカーに返す 

卓也が謝ってきたとき、ぼくはどん

なことを考えたでしょうか？ 

・恥ずかしい。・情けない。 
・自分が謝らないといけないのに卓

也に謝らせてしまった。 

 

☎「ごめん」 
 

・びくびくしている。 

・とっさに言ってしまった。 

だまって

い れ ば

いい こ の ま ま

で本当に

いいのか 

自分を責める 

心 の

弱さ 

「ずるいぞ」 

なぜ卓也の家に向かって歩き

出したのですか？ 

・正直に謝ろう。 

・嘘をついてはいけない。 

・このままではいけない。 

心の弱さを乗り越えるためには 

間違いを認める。 

正直に謝る。嘘をつかない。 
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【内容項目 D（２２）「よりよく生きる喜び」】 

１１月６日（水）   １年１組    番 名前                          

１．「これは前に自分で買ったんだぞ。」と言ったぼくはどんな気持ち

だっただろう？ 

  

 

 

２．卓也が謝ってきたとき、ぼくはどんなことを考えたでしょうか？ 

 

 

 
 

３．心の弱さを乗り越えるにはどうしたらよいだろう。授業を通して 
考えたことや感じたこと、大切だと感じたことを記入してみよう。 

 

 
 
 
 
４．今日の授業の振り返り（A：よくできた B：できた C：あまりできなかった D：できなかった） 

 

（１）授業に積極的に（意欲をもって）参加した。 A  B  C  D 

（２）自分の考えをもち、友達に伝えることができた。 A  B  C  D 

（３）自分の考えと照らし合わせながら、友達の考えを聞くことができた。 A  B  C  D 

（４）授業の内容について、深く考えることができた。 A  B  C  D 

１８ 銀色のシャープペンシル 
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◆資料１-１(年間指導計画の見直し)  

 
 

 

 

◆資料１-２(別葉の活用) 

 

 

月 担当 改訂内容項目 指導のねらい

1 朝市の「おはようございます」 B（７）礼儀

○相手の人格を認め，相手に対して尊敬や感謝などの気持ちを具体的に示すことの意義を理解し，
時と場に応じた適切な行動をとろうとする心情を育てる。

2 選手に選ばれて C（10）遵法精神、公徳心

○権利と義務の関係を多面的・多角的に捉え，思いやりの心をもって，正しく権利を
主張し，主体的に義務を果たそうとする心情を育てる。

3 自分の性格が大嫌い！ A（３）向上心、個性の伸長

○自分を客観的に見つめ，自身の良さや個性を伸ばし，充実した生き方を追求しよう
とする道徳的実践意欲と態度を育てる。

4 いじめに当たるのはどれだろう B（９）相互理解、寛容

○いじめに当たる行為や判断の根拠について考え，話し合うことを通して，相手の立
場や個性を否定する「いじめ」を見逃さない態度を育てる。

5 傍観者でいいのか A（１）自主、自律、自由と責任

○傍観者の視点から「いじめ」について考えることを通して，人間の弱さを克服し，
自らの意志や判断で責任ある行動をすることの大切さに気づき，いじめを抑制する態
度を育てる。

6 ふたつの心 B（８）信頼、友情

○いじめの起こっている状況をさまざまな視点から見つめることで，いじめについて
の理解を深め，いじめ問題を解決しようとする意欲を育てる。

R５　第１学年：道徳年間指導計画
資料名

4

入学式

始業式

日帰り学習

部活動組織会

5

教育相談

前期生徒総会

運動会

月 担当 行　事 改訂内容項目 指導のねらい 関連教科

1 朝市の「おはようございます」 B（７）礼儀

○相手の人格を認め，相手に対して尊敬や感謝などの気持ちを具体的に示すことの意義
を理解し，時と場に応じた適切な行動をとろうとする心情を育てる。 英語

2 選手に選ばれて C（10）遵法精神、公徳心

○権利と義務の関係を多面的・多角的に捉え，思いやりの心をもって，正し
く権利を主張し，主体的に義務を果たそうとする心情を育てる。 保健体育

3 自分の性格が大嫌い！ A（３）向上心、個性の伸長

○自分を客観的に見つめ，自身の良さや個性を伸ばし，充実した生き方を追
求しようとする道徳的実践意欲と態度を育てる。 学級活動

4 いじめに当たるのはどれだろう B（９）相互理解、寛容

○いじめに当たる行為や判断の根拠について考え，話し合うことを通して，
相手の立場や個性を否定する「いじめ」を見逃さない態度を育てる。 学級活動

5 傍観者でいいのか A（１）自主、自律、自由と責任

○傍観者の視点から「いじめ」について考えることを通して，人間の弱さを
克服し，自らの意志や判断で責任ある行動をすることの大切さに気づき，い
じめを抑制する態度を育てる。

学級活動

6 ふたつの心 B（８）友情、信頼

○いじめの起こっている状況をさまざまな視点から見つめることで，いじめ
についての理解を深め，いじめ問題を解決しようとする意欲を育てる。 学級活動

7

山に来る資格がない

もし，あのときにもどれるのな

らば

A（２）節度、節制

○登山中，自分勝手な判断で行動した五人の言動を考えることを通して，節
度と節制に心がけ，望ましい生活習慣を進んで身につけようとする態度を育
てる。

保健体育

R６　第１学年：道徳年間指導計画　「新訂　新しい道徳１」　(東京書籍)
資料名

4

入学式・始業式

新入生を迎える会

交通安全教室

日帰り学習

部活動組織会

5

教育相談

前期生徒総会

運動会

R6　道徳と教科等との関連　尾上中学校１学年　年間カリキュラム（別葉）

4月 5月 6月 7月 8月

道　　徳 教材名 1 ｢朝市の『おはようございます』｣                 
4「いじめに当たるのはどれだろ

う」
6 ｢班での出来事｣ 9 ｢ぼくのふるさと｣                   「いのちって何だろう」

年間35時間

週1時間

内容

項目
 B-(7) 礼儀 B-(9) 相互理解，寛容 B-(8) 友情，信頼

C-(16) 郷土の伝統と文化の尊重，郷土を愛

する態度
D-(19) 生命の尊さ

特質 随想，知見 生活，知見 生活，葛藤 作文，知見 論説，知見

関連
英語，学級活動，入学式，

対面式
学級活動 保健体育，学級活動

社会，総合的な学習の時間，

学級活動

保健体育，

総合的な学習の時間

教材名 2 ｢選手に選ばれて｣   「傍観者でいいのか」 7「新しいプライド」 10「あなたはひかり」

内容

項目
C-(10) 遵法精神，公徳心 A-(1) 自主，自律，自由と責任 C-(13) 勤労 D-(19) 生命の尊さ

特質 生活，葛藤 生活，葛藤 論説，知見 詩，感動

関連
保健体育，学級活動，

生徒会活動
学級活動

家庭，総合的な学習の時間，

学級活動
総合的な学習の時間

教材名 3「自分の性格が大嫌い！」 「ふたつの心」 8 ｢楽寿号に乗って｣    

内容

項目
A-(3) 向上心，個性の伸長 ＊複数内容項目 C-(12) 社会参画，公共の精神

特質 論説，知見 生活，葛藤 作文，感動

関連 学級活動 学級活動 家庭，特別活動

教材名 5 ｢山に来る資格がない｣                                

内容

項目
A-(2) 節度，節制

特質 生活，葛藤

関連
保健体育，学校行事(林間･臨海学校

等)

学校行事

始業式 A-(4) B-(7)

身体測定 A-(2)

教育相談 A-(3)

前期生徒総会C-（15）

運動会 A-(2) A-(4) C-(10) C-(15)

避難訓練 A-(2) D-(19)

中体連 A-(4) B-(6) 大掃除 C-(12) C-(15)

保護者面談 A-(3)

１学期終業式 A-(2) B-(7)

２学期始業式 A-(2) B-(7)

特別活動

年間

35

時間

週1

時間

新入生歓迎会  B-(6)

新年度目標の設定 A-(4)

新年度組織の決定 C-(15)

生徒会総会 A-(1) C-(15)

生活上の悩みの解消 A-(2)

中体連壮行会 B-(6)

中体連報告会 B-(6)

専門委員会 C-(15)

健康で安全な生活 A-(2)

募金活動 B-(6)

専門委員会 C-(15)

１学期の反省と夏休みの生活 A-(2)

２学期の目標設定 A-(4)

総合的な

学習の時間

年間

50

時間

教科他/月

※総合的な学習の時間のねらいをふまえ，各学校におけるカリキュラムと道徳の価値項目を適宜関連させて指導する。

学
級
担
任

蒔
苗
先
生

学
級
担
任

葛
西
先
生
・
学
担
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◆資料２(ローテーション道徳 担当者表) 

 

１年 年間行事 週 担当 ２年 年間行事 週 担当 ３年 年間行事 週 担当

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 葛西先生 4 蒔苗先生 4 齋藤先生

5 学担 5 学担 5 学担

6 学担 6 学担 6 学担

7 学担 7 学担 7 学担

8 中村先生 8 山口先生 8 山中先生

9 学担 9 学担 9 学担

10 学担 10 学担 10 学担

11 校長先生参加 11 工藤先生 11 角田先生

12 学担 12 学担 12 学担

8 ２学期始業式 13 学担 8 ２学期始業式 13 学担 8 ２学期始業式 13 学担

14 中村先生 14 蒔苗先生 14 山平先生

15 学担 15 学担 15 学担

16 学担 16 学担 16 学担

17 山平先生 17 校長先生参加 17 齋藤先生

18 学担 18 学担 18 学担

19 工藤先生 19 学担 19 学担

20 学担 20 学担 20 学担

21 中村先生 21 工藤先生 21 山中先生

22 学担 22 学担 22 学担

23 学担 23 学担 23 学担

24 学担 24 学担 24 学担

25 葛西先生 25 教頭先生 25 校長先生参加

26 学担 26 学担 26 学担

27 学担 27 学担 27 学担

28 中村先生 28 山口先生 28 学担

29 学担 29 学担 29 学担

30 山口先生 30 山平先生 30 山中先生

31 学担 31 学担 31 学担

32 学担 32 学担 32 学担

33 学担 33 学担 33 学担

34 葛西先生 34 蒔苗先生 34 齋藤先生

35 学担 35 学担 35 学担

私立高校入試

実力テスト

3
卒業式

修了式・離任式
3

卒業式

修了式・離任式
3

県立高校入試

卒業式・離任式

2
進路学習

３学期実力テスト
2

修学旅行準備

３学期実力テスト
2

保護者面談

２学期終業式

1 ３学期始業式 1 ３学期始業式 1 ３学期始業式

12
保護者面談

２学期終業式
12

保護者面談

２学期終業式
12

尾中祭

生徒会選挙

11

後期生徒総会

教育相談

２学期実力テスト
11

後期生徒総会

教育相談

２学期実力テスト
11

後期生徒総会

教育相談

２学期実力テスト

10
尾中祭

生徒会選挙
10

尾中祭

生徒会選挙

進路学習
10

思春期教室

1学期終業式

保護者面談

9 新人戦 9 新人戦 9
実力テスト

保育体験

7
1学期終業式

保護者面談
7

職場体験

1学期終業式

保護者面談

7

教育相談

前期生徒総会

運動会

6
中体連夏季大会

1学期実力テスト
6

中体連夏季大会

1学期実力テスト
6

中体連夏季大会

1学期実力テスト

4
入学式・始業式

日帰り学習

部活動組織会

学担 4
入学式・始業式

部活動組織会
学担 4

入学式・始業式

修学旅行

部活動組織会

学担

5

教育相談

前期生徒総会

運動会
5

教育相談

前期生徒総会

運動会
5
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◆資料３(授業ワークシート) 

 

◆資料４（授業振り返り用紙）   〈Ｒ５〉                     〈Ｒ６〉 

 

基
本
形
を
基
に
、
授
業
者
が
作
成 
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９月１９日(木)、講師にメンタルプロコーチである津村柾広さんをお迎えして道徳 

講話を行いました。ワクワクする未来をつくるために自分の心は自分で整えること(自 
律と自立)の大切さを語っていただきました。 
 講話の中では、パフォーマンスを高めるためには「ワクワク」と「のびのび」の両方の状態が必要であるとい
う「逆 U 字理論」(下記の図を参照)を解説していただき、前向きな心の状態がいかに大事であるかを再確認しま
した。勉強があまり好きではない、という人も好奇心しだい 
で勉強も楽しくなるものだ、というお話もありました。一見、 
似たような言葉に聞こえる「ゆるゆる」と「のびのび」ですが、 
リラックス状態にある「ゆるゆる」とやる気のある「のびのび」 
は意味が違うということも教えてもらえましたね。 
 そして、心を整えるための４つのルーティンを学びました。 
 まず一つ目は、表情。中でも「笑顔」でいることがいいと 
いうことでした。体験として、「全力ジャンケンあっちむいて 
ホイ」をやりました。体育館には大きく明るい声が響き渡ると 
ともに、自然と笑顔が生まれ、前向きになるのを実感できた人 
が多かったようです。 
 続いて二つ目は、姿勢。やる気がでる姿勢の一つとして「パワーポーズ」を教えていただきました。やる気が
出るベスト１ポーズは「スーパーガール」ポーズ(右の写真参照)で、実際にみんな 
でやってみましたが、たしかにこのポーズをとって、落ち込んだ気持ちになる人は 
いないなと感じることができました。「この「姿勢」という点に関して、「姿勢を整え 
れば心がついてくるのだ」という津村さんの言葉に「なるほど」と思えた人は多かっ 
たのではないでしょうか。私たちはどうしても気持ちができてから行動がついてくる 
と思いがちですが、実はそうではなく、「形（姿勢）から」であったということです。 
「スーパーガール」ポーズをとってみて沈んだ気持ちにならなかったように、「姿勢 
が心を決める」のであり、前向きな気持ちを生み出すルーティンとして、ぜひとも 
取り入れていきたいものです。 
 三つ目は、呼吸。自分の心を落ち着けるためのものです。特に怒りをコントロール 
するときに有効だそうです。呼吸と感情は一致するとのことで、呼吸を整えることで気持ちが整い、集中力も増
すということでした。講話の中では「平常心最強」説が唱えられていましたね。準備したことはできるが、準備
していないことはできない。強いチームこそいつも通りであり、ふだんが大事だ、ということを熱弁されていま
した。言われてみればたしかなことですが、忘れがちではありますよね。毎日の生活を大切にしたいものです。 
ちなみに、深呼吸は「吸ってから吐く」のではなく、「吐いてから吸う」のが正しい方法だそうですよ。 
 そして、最後四つ目のルーティンは言葉。ポジティブな言葉にフォーカスするということでした。特に、「いい

平川市立尾上中学校 道徳通信 ２０２４年１０月         
 
 

 
文責 道徳教育推進教師 中村 しのぶ 

 
 

 

希  望  の  心 

自分の未来は自分でつくる～自律と自立～ 

 
 
 
 

発行時には図あり 
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ね」、「ありがとう」、「大好き」などの言われてうれしい言葉、つまりプラス(ポジティブ)な言葉がプラス(ポジテ
ィブ)思考を促し、いい行動へつながるということでした。仲間から「一分間褒められまくる」という体験をして、
心が嬉しくなった人が多かったのではないでしょうか。また、「自分との対話(コミュニケーション)を大事にして
ほしい」と津村さんはおっしゃっていました。「自分との対話でどれだけポジティブな言葉を言えるか、自分のい
いところを見つけて褒める！自分を大切にすること。言葉が変わると、結果が変わる。」と。 
 さて、今回の道徳講話を通して、一人一人がワクワクする未来の作り方を考える 
ことができたと思います。以下に、講話を聴いての感想を紹介します。 
 
                 
 
 
・話がわかりやすかった。１つ目の「笑顔」のあっちむいてホイで楽しくなって、本当に笑顔になれた。４つ目

の「フォーカス」ですごくうれしくなれた。今回で、言葉の大切さがわかった。〔１年男子〕 

・ポジティブなことを考えるときがあまりなかったので、落ち込んだときにはポジティブなことを考えていきた

い。友達に「やさしい」、「かわいい」など言ってもらえて心も体もうれしくなった。〔１年女子〕 

・津村さんの話を聞いて、心にゆとりをもつことができた。今まで頑張りすぎたり、責任を感じてしまったりし

て失敗することが何回かあった。今度からは頑張りすぎず、ゆるみ過ぎず、自分が楽しくいられる程度にチャレ

ンジしていこうと思った。今日教えてもらったルーティンで自分をほぐしてリラックスしながら楽しく生活して

いこうと思った。〔１年女子〕 

・今日の道徳講話を聞いて、私はもっと人をほめたいと思った。ほめると人は笑顔になり、心がはずむとよくわ

かったからだ。私は部活の試合でメンバーがミスったり、チームがピンチになったりするといらだちが勝り、強

く言ってしまうくせがある。でも、今日の講話で、いらいらしないで笑顔やポジティブに試合をすれば勝てるし、

雰囲気がよくなることがわかった。これからは、ミスやピンチのときこそ笑顔を大事にして試合をしたいと思っ

た。〔２年女子〕 

・今日の講話を聞いて、自分・相手との関わり方について知ることができた。笑顔で生活すること、緊張の時は

深呼吸(吐いてから吸う)がいいということを知った。普段、友達からほめられる機会があまりなかったので、今

回の活動でのほめ合いは新鮮だった。これからは、ほめ合いたいなと思った。〔２年男子〕 

・人は気持ちの波が激しいということはよく知っていたけど、それを少しでもなくせる工夫があるということを

知り、とても驚いた。人の感情が呼吸にも影響しているというのがとても興味深かった。私は気持ちの差が激し

く、一度怒ったら抜け出せなくなるのですが、今日聞いたことを参考に、怒ることに使っている時間を少しでも

減らせるようになりたいと思った。〔２年女子〕 

・もっと自分の心の改め方を見直してみようと考えるいい機会になった。体が先に動いて気持ちが変わることは

知っていたけど、道徳講話を聞いて思い返してみると、気持ちが沈んでいるときに自分で何とかしようとしてい

たことが少なかったのではないかと思った。元気が必要になるときは、自分の力で心を変化させていきたいと思

った。〔３年男子〕 

・人に対してネガティブな発言をしたり、嫌なところばかりを見つけてしまったりしがちでしたが、それもポジ

ティブに変えられるということが分かった。「人間は長所で尊敬され、短所で愛される」という言葉を聞いて、短

所も見方を変えれば長所になるし、ポジティブは大事だと思った。〔３年女子〕 

・メンタル(心の状態)について、自分で自分をコントロールできるようにもっと自分のことを知っていきたいと

思った。何かにチャレンジするときに、最初に大きな目標を立ててしまいがちなので、簡単にできることからこ

つこつと積み重ねてチャレンジしていけるように頑張りたい。今日の話は、進路にもかかわってくる話だったの

でとてもありがたかった。〔３年女子〕 

生徒の感想より 
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Ｒ６道徳教育全体計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平川市立尾上中学校 

○他者との関わりの中で、礼儀を大

切にしながら、思いやりと感謝の

気持ちをもって接することができ

る生徒 
○何事にも積極的に取り組み、目標

の実現に向けてやり抜く生徒 
○自他の生命を尊重し、互いの良さ

を認め合いながら、主体的に考え

行動できる生徒

○国語：言語活動を通して、日本

文化を尊重する態度を育てる。 

○社会：法の精神を理解し、社会

の秩序と規則を高める態度を育

てる。人間尊重の精神について

理解を深め自立的自主的態度を

養う。 

○数学：論理的な考え、筋道を立

てて物事に取り組むことによ

り、合理的に心理を追求する態

度を育てる。 

○理科：自然に親しみ、生命の大

切さ、感動する心、畏敬の念を

深め、愛情をもって接する心を

育てる。 

○音楽：合唱や器楽演奏を通して 

　自分の役割を理解し、同時に美

しいものに感動する心を育て

る。 

○美術：創作、制作や鑑賞を通し

て、感動する心を育てる。 

○保体：生命を尊重し、安全保持

に努め、スポーツ精神を養い、

生活を豊かにする態度を養う。 

○技家：進んで物事に取り組み、

生活向上のため、創意工夫をす

る態度や実践力を養う。 

○外国語：外国語の理解、表現活

動を通して国際理解を深め、同

時に異文化と日本文化の素晴ら

しさを理解し、その良さを伸長

しようとする心情を育てる。

各 教 科 と の 関 連

「他者を理解し、心身ともにたくましく、 
自ら学ぼうとする生徒」 

○仲間を思いやり、礼儀正しい生徒（徳） 
○心と体を鍛え、最後までやり抜く生徒（体） 
○仲間とともに考え、自ら学ぼうとする生徒（知）

学 校 の 教 育 目 標

○互いの個性や立場を尊重し、生命尊重や思いやりの心

を育む 
○規範意識を高め、主体的に社会の形成に参画しようと

する態度を養う 
○自分の弱さを克服して、強い意志をもってやり抜こう

とする態度を養う 

道　徳　教　育　の　重　点　目　標

○学級活動：学級や学校の生活上の

諸問題を見出し、自主的に取り上

げ、協力して課題解決していく自

発的、自治的な活動を通して、よ

りよい人間関係の形成や生活づく

りに参加する態度を養う。 
○生徒会活動：全校生徒が学校にお

けるよりよい生活を築くために、

異年齢の生徒同士で協力し、主体

的に組織をつくり、役割分担や計

画を立て、話し合い解決しようと

する実践的態度の育成を図る。 
○学校行事：職場体験活動やボラン

ティア精神を養う活動などの社会

体験を通して、よりよい人間関係

の形成や自立的態度を養う。

特 別 活 動

日本国憲法　教育基本法 
学校教育法　学習指導要領 
青森県学校教育｢指導の方針と重点｣ 
中南教育事務所｢指導の方針と重点｣ 
平川市学校教育｢指導の方針と重点｣

○共感的な生徒理解を図るととも

に、生徒一人一人が目標をもっ

て将来を展望し、自己実現を図

ろうとする態度を養う。 
○人権意識や感覚を高め、差別や

偏見のない社会の実現に努めよ

うとする態度の育成を図る。

生 徒 指 導

○思いやり、相互理解、規則の尊重、よりよい学校生活、より

よく生きる喜びに重点を置き、体験的活動を中核とした全教育

活動を通して豊かでたくましい心を育成する。 
○ＩＣＴ機器を効果的に活用しながら、「考え、議論する道

徳」へと質的変換を図り、多面的・多角的な思考による「深い

学び」ができるような授業方法を工夫する。 
○学校行事等の実践活動や問題解決的な学習を通して、人間と

しての在り方や自己の生き方についての考え方を深めさせ、道

徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育成する。

道 徳 科 の 指 導 方 針

学級の信頼関係や温かい人間関

係を基盤とした集団を育むととも

に、道徳的実践意欲を高める環境

づくりに努める。 
・生徒と教師、生徒同士の心の 
  交流 
・教育相談活動の充実 
・あいさつ運動の推進 
・校内美化の推進 
・図書室の整備と充実

学級経営・教育環境の整備 
校長の方針を踏まえ、道徳教育推進教師を中心に、全 

教師が協力して道徳教育を展開する。 
○道徳教育推進教師のリーダーシップのもと、支援体制

の推進と道徳科の充実に努める。 
・校内研修の充実と活性化 
・近隣校の道徳教育推進教師との連携 

○生徒の実態から重点目標を明確にし、全教師による共

通理解のもと、道徳教育の実践に努める。 
・道徳用教材の整備・充実・活用 
・道徳教育の情報提供や情報交換 

○各教科等における、教師の用いる言葉や生徒への接し

方といった、教師の態度や行動により、望ましい道徳

性を養う。 
　・和やかな笑顔、愛情ある言葉 
　・寄り添い、認め、励ます姿勢

道 徳 教 育 の 推 進 体 制

○生徒の家庭的・地域的背景の理解 
・家庭環境調査（個人票配付）

（４月） 
・教育相談（５月・１１月） 

○家庭・地域への啓発 
・授業参観（５月・１０月） 
・運動会（５月） 
・尾中祭（１０月） 
・PTA広報誌「はちのす」 
・学校通信、学年通信、学級通信 
・地域の人材活用 

○地域の環境・家庭環境の改善 
　・生徒の、家庭、地域での望まし

い生活習慣の定着化 
　・PTA専門委員会の自主的な活動

の定着化

家庭・地域等との連携

①発達段階に応じた「考える道徳」「議論する道徳」の

効果的な授業展開により、望ましい道徳性を養う。 

②生命尊重に重点を置き、いじめ防止や安全教育、危機

管理など、日常生活に生かされる支援に努める。 

③自分自身について深く見つめ、未来へと続く自身の生

き方を考える力を育む。 

第
　
１
　
学
　
年

各 学 年 の 指 導 の 重 点

①自然や生命を尊重し、自他ともにかけがえのない

命を大切にする心を育てる。 
②相手の立場を理解し、思いやりのある気持ちをも

ち、互いに認め合う心を育てる。 
③集団の一員としての自覚を高め、ルールを守り、

仕事を粘り強くやり抜こうとする心を育てる。

第
　
２
　
学
　
年

①相手の立場を理解し、思いやりの気持ちをもち、互い

に認め合う心を育てる。 
②集団の一員としての自覚を高め、ルールを守り、仕事

を粘り強くやり抜こうとする心を育てる。 
③人生に真剣に向き合い、強い意志をもって生きようと

する心を育てる。

第
　
３
　
学
　
年

○素直で明るい生徒が多い。 
○決められたことや、行事や部活動

に積極的に参加している。 
△特定の仲間以外との関わりが苦手 
△自己理解・他者理解の弱さから自

己肯定感が低い。 
道徳性検査では全般的に道徳的心 

情・判断力は望ましい傾向にあると

いう結果であったが、道徳的実践力

に結びつかない場面も見られる。

教師・保護者の願い

生 徒 の 実 態

○横断的・総合的な学習を探究的な

見方・考え方を働かせ行うことを

通して、自己の生き方を考えよう

とする態度を養う。 
○探究的な学習に主体的・協働的に

取り組み、積極的に社会参画しよ

うとする態度を養う。

総合的な学習の時間

－50－
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